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令
和
六
年
二
月
二
日
㈮
、
弘

前
大
学
は
、
弘
前
市
、
青
森
県

と
と
も
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
弘
前
大
学CO

I-N
EX

T
 W

ell-
being

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ

ミ
ッ
ト2024
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
は
開
催
に
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
学
内
外
の
先
生

方
、
参
画
機
関
の
皆
様
、
そ
し

て
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
運
営
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
深

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
サ
ミ
ッ
ト
は
昨
年
に
引
き

続
い
て
、
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
弘
前

シ
テ
ィ
会
場
で
の
リ
ア
ル
開
催

お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
で
開
催
し
、
国
内
・
海

外
か
ら
約
二
千
二
百
名
の
聴
講

者
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
回
は
テ
ー
マ
を
「〝
弘
前

CO
I-N

EX
T

：W
ell-being

イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｐ
Ｊ
最
前
線
〟

W
ell-being

な
地
域
共
創
社
会

を
創
る
」
と
し
、
サ
ブ
テ
ー
マ

を
「
健
康
基
軸
の
『
経
済
発
展

モ
デ
ル
』と『
全
世
代
ア
プ
ロ
ー

チ
』
で
高Q

O
L&

GN
H

の
未

来
社
会
実
現
を
め
ざ
す
」
と
打

ち
出
し
ま
し
た
。

　

弘
前CO

I-N
EX

T

拠
点
で

は
、
健
康
を
基
軸
と
し
た
「
経

済
発
展
モ
デ
ル
」
と
「
全
世
代

ア
プ
ロ
ー
チ
」
でW

ell-being

な
地
域
共
創
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
Ｃ
Ｏ

Ｉ
活
動
成
果
を
基
盤
に
、
健
康

（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
本
質

的
課
題
解
決
へ
向
け
て
さ
ら
に

力
強
く
挑
戦
し
、ST

I for 
SD

Gs

の
理
念
の
も
と
、
地
域

か
ら
世
界
の
健
康
づ
く
り
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ
の
貢
献
を
め
ざ
し

ま
す
。
新
健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
の
実
現
に
向
け
、

未
来
の
地
域
社
会
モ
デ
ル
、
ヘ

ル
ス
ケ
ア
産
業
創
出
等
に
つ
い

て
第
一
線
の
産
学
官
金
民
関
係

者
が
一
大
集
結
し
、
熱
い
議
論

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
福
田
眞
作

学
長
、
青
森
県
知
事 

宮
下
宗

一
郎
氏
、
弘
前
市
長 

櫻
田
宏

氏
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

来
賓
と
し
て
文
部
科
学
省 

科

学
技
術
・
学
術
政
策
局 

科
学

技
術
・
学
術
総
括
官 

山
下
恭

徳
氏
、
内
閣
府 

科
学
技
術
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
務
局

長 

松
尾
泰
樹
氏
か
ら
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、私
（
村
下
）

か
ら
「W

ell-being

な
地
域
共

創
社
会
の
実
現
」
と
題
し
て
、

こ
れ
ま
で
中
路
先
生
が
先
頭
に

た
っ
て
率
い
て
こ
ら
れ
た
弘
前

大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

現
在
の
フ
ェ
ー
ズ
で
の
研
究
の

進
捗
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、
経
済
産
業

省
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
課 

藤
岡

雅
美
総
括
補
佐
か
ら
、「
新
し

い
健
康
社
会
の
実
現
～
健
康
と

い
う
価
値
の
再
定
義
～
」
と
題

し
て
、
ヘ
ル
ス
ケ

ア
分
野
に
お
け
る

経
済
産
業
省
の
役

割
な
ど
を
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
著
名
な
料
理
研
究

家 

浜
内
千
波
先
生
か
ら
「
食

分
野
か
ら
み
た
健
康
経
営
の
考

え
方
」
と
題
し
て
、
社
員
食
堂

か
ら
広
が
る
健
康
経
営
な
ど
具

体
的
な
事
例
を
含
め
た
講
演
を

い
た
だ
き
、
先
生
の
お
話
に
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

特
別
企
画
１
「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診

を
基
軸
と
し
た
地
域
／
職
域
／

学
域
で
の
取
組
」
で
は
、
弘
前

市 

佐
伯
健
康
子
ど
も
部
長
、

つ
が
る
市 

成
田
民
生
部
長
か

ら
各
市
で
の
実
態
に
合
わ
せ
た

取
組
を
紹
介
い
た
だ
き
、
ミ
ワ

電
工 

島
谷
取
締
役
か
ら
は
健

康
経
営
の
取
組
に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
南
地
区

連
携
推
進
協
議
会 

上
野
先
生
、

弘
前
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡

協
議
会 

斎
藤
会
長
、
黒
石
市 

山
内
教
育
長
、
青
森
県
ス
ポ
ー

ツ
健
康
課 

三
上
指
導
主
事
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
学
域
で
の
健
康

教
育
に
つ
い
て
、
丁
寧
に
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
２
「
全
世
代
Ｐ
Ｊ

最
前
線
：
若
者
が
健
康
未
来
を

変
え
る
」
で
は
、
弘
前
大
学
生

協
学
生
委
員
の
笹
森
さ
ん
（
教

育
学
部
二
年
）
が
大
学
生
協
で

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
の
様
子
な
ど
を

伝
え
、
続
い
て
本
学
保
健
学
研

究
科 

斉
藤
先
生
か
ら
弘
前
市

と
連
携
し
た
研
究
の
社
会
実
装

な
ど
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

特
別
企
画
３
「
経
済
循
環
モ

デ
ル
研
究
最
前
線
」
で
は
、
東

京
大
学
大
学
院
薬
学
系
研
究
科 

五
十
嵐
准
教
授
か
ら
社
会
保
障

費
最
適
化
に
つ
い
て
講
演
い
た

だ
き
、D

eSC

ヘ
ル
ス
ケ
ア
代

表
取
締
役
社
長 

瀬
川
副
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
／
社
会
実

装
統
括
お
よ
び
花
王
特
命
エ
キ

ス
パ
ー
ト 

桂
木
同
副
統
括
に

拠
点
の
社
会
実
装
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
科
学
技
術 

振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）CO

I-
N

EX
T

共
創
分
野
・
地
域
共
創

分
野 

第
一
領
域
副
Ｐ
Ｏ
の
吉

田
輝
彦
先
生
に
、
来
賓
と
し
て

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
４
「
デ
ジ
タ
ル
ツ

イ
ン
戦
略
研
究
最
前
線
」
で
は

東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環 

上
村
准
教
授
、
名
古
屋
大
学
大

学
院
医
学
系
研
究
科 

中
杤
准

教
授
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
大

学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科 

渡

部
先
生
、
和
歌
山
県
立
医
科
大

学 

宮
井
教
授
か
ら
、
ヘ
ル
ス

ケ
ア
・
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
実
現

に
向
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
の

最
新
の
状
況
を
ご
発
表
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
５
「
社
会
実
装
戦

略
最
前
線
」
で
は
主
要
参
画
企

業
の
明
治
安
田
、
青
森
県
生
協

連
、
カ
ゴ
メ
、
ハ
ウ
ス
食
品
、

雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
や
地
元
の
マ

ル
マ
ン
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ

ス
、
東
北
化
学
薬
品
な
ど
計
十

一
社
の
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
の
社

会
実
装
の
状
況
に
つ
い
て
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し

た
。

　

最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
㈱
宮
田
総
研
代
表
取
締
役

／
㈱
ヘ
ル
ス
ケ
ア
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
代
表
取
締
役 

宮
田
氏

を
モ
デ
レ
ー
タ
ー
に
、CO

I-
N

EX
T

共
創
の
場
形
成
推
進
会

議
委
員
／
名
古
屋
大
学
医
学
部

附
属
病
院 

先
端
開
発
部
長 

水

野
教
授
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
お

迎
え
し
、
最
高
顧
問
で
あ
る
中

路
先
生
、CO

I-N
EX

T

拠
点
の

副
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
／

医
学
研
究
科
長
の
廣
田
先
生
、

瀬
川
氏
、
青
森
県
、
弘
前
市
、

企
業
、
学
生
な
ど
幅
広
い
分
野

か
ら
総
勢
十
二
名
の
パ
ネ
リ
ス

ト
が
登
壇
し
「W

ell-being

な

地
域
社
会
づ
く
り
へ
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
熱
心
な
討
論
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　

閉
会
に
際
し
、
本
学
曽
我
副

学
長
お
よ
び
廣
田
研
究
科
長
か

ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
当
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
充
実
し
た
議
論

を
重
ね
、
成
功
裡
に
終
了
し
ま

し
た
。

　

今
回
のW

ell-being 

イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ミ
ッ
ト
は
、
地

元
弘
前
市
で
多
く
の
市
民
に
も

ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛
会
の
う

ち
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
学
内
の
先
生
方
、
参
画

機
関
の
皆
様
は
じ
め
ご
関
係
皆

様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
指

導
、
ご
支
援
に
こ
の
場
を
お
借

り
し
改
め
ま
し
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
弘
前
大
学

CO
I-N

EX
T

拠
点
は
今
後
も
関

係
者
一
同
、W

ell-being

地
域

社
会
共
創
の
実
現
に
向
け
て
、

躍
進
し
て
参
り
ま
す
。
先
生

方
、
ご
関
係
皆
様
に
は
引
き
続

き
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

福田学長 松尾事務局長山下総括官櫻田市長宮下知事

基調講演（村下） 成田部長佐伯部長浜内先生藤岡総括補佐

島谷取締役 三上先生山内教育長斎藤会長上野先生

笹森さん 桂木 SIL瀬川副 PL五十嵐先生斉藤先生

吉田副 PO 宮井先生渡部先生中杤先生上村先生

宮田先生 廣田研究科長曽我副学長水野先生

※
ネ

ッ
ト

ワ
ー キ ン グ パ ー テ ィ

は

有
料

で
す

オンライン
同 時 開 催
参 加 無 料

Well-being Innovat ion Summi t (HIROSAKI )

W
eell--beingg Innnoovaatioon

Suum
m

it
(HH

IRR
O

SSA
KK

I)
―

健
康
基
軸
の﹁
経
済
発
展
モ
デ
ル
﹂と﹁
全
世
代
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂で

                                  

⾼
Q
O
L
&
G
N
H
未
来
社
会
実
現
を
め
ざ
す―

対象 : ⼀般市⺠・学⽣・⼤学・企業・研究機関等
先着300名（会場参加）・1200名（オンライン参加）予定

アートホテル 弘前シティ・
プレミアホール（⻘森県弘前市⼤町 1-1-2）

“弘前 COI-NEXT︓Well-being イノベーション PJ 最前線”
Well-beingな地域共創社会を創る

2024.2.2 FRI
13︓00-17︓15

ネットワーキングパーティー
〔1 7︓3 0 -1 9︓0 0 〕

弘前 COI-NEXT 拠点は、健康を基軸とした「経済
発展モデル」と「全世代アプローチ」で well-being
な地域共創社会の実現をめざす。これまでの COI
活動成果を基盤に、健康 (QOL) の本質的課題解決
へ向けてさらに⼒強く挑戦し、STI for SDGs の理
念のもと、地域から世界の健康づくり (SDGs) への
貢献をめざす。新健康未来イノベーション戦略の実
現に向け、未来の地域社会モデル、ヘルスケア産業
創出等について第⼀線の産学官⾦⺠関係者が⼀⼤集
結し、熱く議論する。

program ※プログラム・登壇者は変更になる可能性があります。

Wel l -being
イノベーションサミット２０２４

弘 前 ⼤ 学 C O I - N E X T

主催︓弘前⼤学・⻘森県・弘前市
共催︓⻘森県医師会・健やか⼒推進センター・ひろさき産学官
   連携フォーラム
後援︓⽂部科学省・経済産業省・（国研）科学技術振興機構（JST）

※サミット会場での受付開始時間は12:00 からです

● 開 会 挨 拶 弘前⼤学⻑・ 福⽥眞作、⻘森県知事・宮下宗⼀郎、弘前市⻑・櫻⽥宏（15）
● 来 賓 挨 拶 ⽂部科学省 科学技術・学術政策局 科学技術・学術総括官・⼭下恭徳⽒（5）
● 来 賓 挨 拶      内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局⻑・松尾泰樹⽒（5）
● 来 賓 挨 拶 COI-NEXT 共創分野・地域共創分野 第1領域 副プログラムオフィサー・吉⽥輝彦（5）
● 基 調 講 演 弘前⼤学 COI-NEXT 拠点⻑（PL）/ 弘前⼤学 学⻑特別補佐 / 健康未来イノベーション研究機構⻑・
       教授・村下公⼀ 「Well-beingな地域共創社会の実現」（15）
● 特別講演 1  経済産業省 商務・サービスグループ ヘルスケア産業課 総括補佐・藤岡雅美⽒「新しい健康社会の実現〜健康という価値の再定義〜」（12）
● 特別講演 2  料理研究家・浜内千波⽒「⾷分野からみた健康経営の考え⽅ 」（12）

● 特別企画 1 QOL 健診を基軸とした地域 / 職域 / 学域での取組
          地域（市町村） ︓①⻘森県弘前市 健康こども部⻑・佐伯尚幸
                 ②⻘森県つがる市 ⺠⽣部⻑・成⽥毅彦⽒（10）
          職域（健康経営）︓①株式会社ミワ電⼯ 取締役 営業部次⻑・島⾕昌孝⽒（5）
          学域（健康教育）︓①中南地区連携推進協議会 作業部会⻑ / 弘前⼤学 教育学部 地域連携⽀援室・室⻑、教授・上野秀⼈⽒
                ②弘前保健所管内⾷⽣活改善推進員 連絡協議会 会⻑ / ⻘森県⾷⽣活改善推進員 連絡協議会 副会⻑・ 斎藤明⼦⽒
                 ③⻘森県⿊⽯市教育委員会 教育⻑・⼭内孝⾏⽒
                 ④⻘森県教育庁 スポーツ健康課 体育・健康グループ 指導主事・三上孝志⽒ （20）
● 特別企画 2 全世代 PJ最前線︓若者が健康未来を変える（弘前⼤学⽣協学⽣委員会 笹森穂花（弘前⼤学 教育学部 2年）
                 ＋弘前⼤学⼤学院保健学研究科 教授・⻫藤まなぶ）（14）
● 特別企画 3 経済循環モデル最前線（SIB） 東京⼤学⼤学院薬学系研究科 客員准教授・五⼗嵐中⽒
           DeSC ヘルスケア株式会社 代表取締役社⻑ / 弘前⼤学 COI-NEXT 副拠点⻑・社会実装統括（IL）  ・瀬川翔
           花王株式会社 研究開発部⾨ 特命エキスパート / 弘前⼤学 COI-NEXT 社会実装副統括（SIL） ・桂⽊能久（20）
● 特別企画 4  デジタルツイン戦略最前線 東京⼤学⼤学院情報学環 准教授・上村鋼平⽒     
        名古屋⼤学⼤学院医学系研究科 准教授・中杤昌弘⽒
        東京医科⻭科⼤学⼤学院医⻭学総合研究科 臨床統計学分野・渡部正也 ⽒

     和歌⼭県⽴医科⼤学 保健看護学部 教授・宮井信⾏⽒ (24)
● 特別企画 5 社会実装戦略最前線 明治安⽥⽣命 / コープ共済連 / カゴメ / ハウス / 雪印メグミルク / HMT / テクノスルガ・ラボ /
         バリュー HR / マルマンコンピュータサービス /東北化学薬品 / ICI （24）
● パネルＤＣ 「Well-being な地域社会づくりへ」
       ＭD︓株式会社宮⽥総研 代表取締役社⻑ / 株式会社ヘルスケアイノベーション 代表取締役社⻑・宮⽥満⽒

        AD : COI-NEXT 共創の場形成推進会議 委員/名古屋⼤学医学部附属病院 先端医療開発部 部⻑
                      先端医療・臨床研究⽀援センター⻑・⽔野正明⽒
       ＰL︓村下 PL、瀬川SPL、廣⽥ SPL、中路顧問、弘前市、⻘森県、市⺠（親⼦体操普及員･⾷改）、⾏政･⼤学･企業（COI）等（40）
● 閉 会 挨 拶  弘前⼤学 理事（研究担当）・副学⻑・曽我亨（3）
         弘前⼤学 COI-NEXT 副拠点⻑・研究統括（RL） / 弘前⼤学⼤学院医学研究科⻑・教授・廣⽥和美（3）
● 交 流 会  ネットワーキングパーティー（交流会）（90）
● 併 催 企 画  QOL 健診体験（デモ）＋ポスター展⽰（弘⼤ COI-NEXT 概要・だし活レシピ等）

ブレイクタイム（15）

申込⽅法は裏⾯へ申込⽅法は裏⾯へ

国⽴研究開発法⼈科学技術振興機構（JST）共創の場形成⽀援プログラム（COI-NEXT）

会場の様子

パネルディスカッションの様子

学
長
特
別
補
佐

学
長
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補
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健
康
未
来
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ョ
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機
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機
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健
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未
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イ
ノ
ベ
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シ
ョ
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研
究
機
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機
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授
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ミ
ッ
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開
催
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二
〇
二
四
年
一
月
一
日
付
け

で
脳
神
経
血
管
病
態
研
究
施
設

（
脳
研
）
と
高
度
先
進
医
学
研

究
セ
ン
タ
ー
（
高
度
先
進
）
を

発
展
的
に
統
廃
合
し
バ
イ
オ
メ

デ
ィ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

（
Ｂ
Ｍ
Ｒ
Ｃ
）
を
医
学
研
究
科

に
設
置
し
ま
し
た
。
今
年
の
干

支
は
甲
辰
で
す
。
甲
辰
は
、「
成

功
と
い
う
芽
が
成
長
し
て
い

き
、
姿
を
整
え
て
い
く
」
と
い

う
と
て
も
縁
起
の
良
い
年
で

す
。
こ
の
年
に
Ｂ
Ｍ
Ｒ
Ｃ
が
発

足
し
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
脳
研
は
昭
和
四
十
年

に
設
置
さ
れ
た
「
脳
卒
中
研
究

施
設
」
に
始
ま
る
大
変
歴
史
の

あ
る
研
究
施
設
で
す
。
高
度
先

進
に
も
平
成
十
七
年
に
設
置
さ

れ
て
以
来
の
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
脳
研
と
高
度
先
進
の
こ
れ

ま
で
の
努
力
が
結
晶
し
て
Ｂ
Ｍ

Ｒ
Ｃ
に
姿
を
変
え
た
。
そ
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
セ
ン
タ
ー
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｍ
Ｒ
Ｃ
の
名
前
に
は
生
物

学
的
理
解
に
基
づ
く
医
学
研
究

の
推
進
と
い
う
意
味
を
込
め
ま

し
た
。
例
え
ば
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
一
つ
を
例
に

と
っ
て
も
、
動
物
が
進
化
さ
せ

た
栄
養
代
謝
機
能
の
理
解
抜
き

に
は
革
新
的
な
医
療
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

Ｂ
Ｍ
Ｒ
Ｃ
に
は
、
専
任
講
座
と

し
て
旧
脳
研
の
脳
神
経
病
理

学
、
脳
神
経
内
科
学
、
血
管
・

炎
症
医
学
（
旧
脳
血
管
病
態

学
）、
脳
神
経
生
理
学
の
四
講

座
、
旧
高
度
先
進
の
分
子
生
体

防
御
学
に
加
え
、
分
子
病
態
病

理
学
、
病
態
薬
理
学
が
加
わ
り

ま
す
。
ま
た
、
協
力
講
座
と
し

て
脳
神
経
外
科
学
が
加
わ
り
、

さ
ら
に
全
学
と
の
共
同
研
究
を

活
発
化
す
る
た
め
協
力
教
員
と

し
て
他
研
究
科
か
ら
多
数
の
研

究
者
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
（
現
在
の
協
力
教
員
は

松
宮
朋
穂
先
生
（
保
健
学
研
究

科
）、
前
多
隼
人
先
生
（
農
学

生
命
科
学
部
）、
森
田
英
嗣
先

生
で
す
（
農
学
生
命
科
学
部
）。

前
身
の
高
度
先
進
が
管
理
運
営

し
て
い
た
共
通
機
器
施
設
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
研
究
施
設
に
つ

い
て
も
Ｂ
Ｍ
Ｒ
Ｃ
が
そ
の
管
理

運
営
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
長
は
分
子
生
体
の
伊
東
が

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

副
セ
ン
タ
ー
長
は
、
健
康
未
来

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
機
構
長

／
学
長
特
別
補
佐
の
村
下
公
一

教
授
、
脳
神
経
生
理
学
講
座
の

上
野
伸
哉
教
授
で
す
。
セ
ン

タ
ー
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て

は
、
ま
ず
各
講
座
の
持
つ
研
究

技
術
や
研
究
シ
ー
ズ
を
共
有
し

て
、
基
礎
研
究
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
月
に
一

回
の
合
同
プ
ロ
グ
レ
ス
会
議
や

三
ヶ
月
に
一
度
程
度
の
外
部
講

師
セ
ミ
ナ
ー
を
若
手
教
員
で
構

成
す
る
企
画
戦
略
室
に
お
い
て

企
画
・
運
営
し
ま
す
。
ま
た
、

大
型
外
部
資
金
を
獲
得
す
る
こ

と
を
セ
ン
タ
ー
の
当
面
の
セ
ン

タ
ー
の
目
標
に
掲
げ
ま
す
。

　

Ｂ
Ｍ
Ｒ
Ｃ
の
重
要
な
使
命
は

弘
前
大
学CO

I-N
EX

T

研
究

拠
点
と
の
密
接
な
連
携
に
よ
る

研
究
推
進
で
す
。CO

I-N
EX

T

で
は
、
疾
患
の
超
早
期
発
見
に

よ
る
個
別
化
予
防
研
究
を
目
指

し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
や
認
知
症
の
予
防
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
で

は
、
小
児
期
か
ら
の
生
活
習
慣

が
成
人
に
な
っ
て
か
ら
の
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
発

症
に
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
知

　

令
和
五
年

（
二
〇
二
三
年
）

十
月
一
日
付
で

医
学
研
究
科
に

「
デ
ジ
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
ワ
ー

ク
ス
タ
イ
ル
研

究
講
座
」
が
設

置
さ
れ
ま
し

た
。
本
講
座
は

Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機

株
式
会
社
（
東

京
都
江
東
区
）

と
そ
の
完
全
子

会
社
で
あ
る
株

式
会
社
Ｗ
Ａ
Ｌ

Ｃ
（
以
下
両
社

含
み
「
Ｄ
Ｍ
Ｇ

森
精
機
」）
と

の
共
同
研
究
講

座
で
、
同
年
十

一
月
八
日
に
開

設
式
を
執
り
行

い
ま
し
た
。
開

設
式
に
は
、
Ｄ

Ｍ
Ｇ
森
精
機
株

式
会
社
か
ら
は

同
社
健
康
管
理

増
進
セ
ン
タ
ー

長
の
車
谷
典
男
氏
が
、
そ
し
て

株
式
会
社
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｃ
か
ら
は
取

締
役
社
長
の
櫻
井
努
氏
に
ご
臨

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
座
の

設
置
期
間
は
令
和
八
年
九
月
三

十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

開
設
時
の
講
座
構
成
員
は
、
弘

前
大
学
か
ら
は
中
路
重
之
特
任

教
授
、
村
下
公
一
教
授
、
伊
東

健
教
授
、
三
上
達
也
教
授
、
藤

本
健
二
特
任
助
教
、
私
、
玉
田

の
六
名
、
Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
か
ら

は
車
谷
典
男
氏
、
梁
川
翔
吾

氏
、
櫻
井
努
氏
、
そ
し
て
東
京

Ｄ
タ
ワ
ー
ホ
ス
ピ
タ
ル
か
ら
手

取
屋
岳
夫
氏
の
合
わ
せ
て
十
名

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
株
式
会
社
は

世
界
を
代
表
す
る
工
作
機
械

メ
ー
カ
ー
で
、
製
造
業
に
お
け

る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
先

導
し
て
い
る
企
業
で
す
。
ま
た

経
済
産
業
省
と
日
本
健
康
会
議

が
共
同
で
選
定
す
る
「
健
康
経

営
優
良
法
人
２
０
２
３
（
大
規

模
法
人
部
門
（
ホ
ワ
イ
ト
５
０

０
））」
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、

社
員
の
健
康
の
維
持
・
増
進
に

　

医
学
部
ウ
ォ
ー
カ
ー
百
六
号

の
研
究
科
長
寄
稿
で
「
国
際
卓

越
研
究
大
学
並
び
に
地
域
中

核
・
特
色
あ
る
研
究
大
学
の
設

置
の
背
景
と
大
学
序
列
化
」
に

つ
い
て
書
き
ま
し
た
。
大
学
の

序
列
化
の
波
に
乗
り
遅
れ
な
い

た
め
に
、
昨
年
は
「
地
域
中
核

特
色
あ
る
研
究
大
学
の
連
携
に

よ
る
産
学
官
連
携
。
共
同
研
究

の
施
設
整
備
事
業
」
だ
け
で
な

く
、「
地
域
中
核
・
特
色
あ
る

研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
」
へ

も
応
募
し
ま
し
た
。
施
設
整
備

事
業
に
は
無
事
採
択
さ
れ
た
も

の
の
、
強
化
促
進
事
業
に
は
令

和
五
年
度
は
残
念
な
が
ら
不
採

地
域
中
核
・
特
色
あ
る

　
　
　
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業

医
学
研
究
科
長
　
廣
　
田
　
和
　
美

医 学 研 究 科 長
医 学 部 長 寄 稿

択
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
五
年

度
に
採
択
さ
れ
た
大
学
は
、
北

海
道
大
学
、
千
葉
大
学
、
東
京

農
工
大
学
、
東
京
芸
術
大
学
、

金
沢
大
学
、
信
州
大
学
、
神
戸

大
学
、岡
山
大
学
、広
島
大
学
、

大
阪
公
立
大
学
、
慶
應
義
塾
大

学
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大

学
の
計
十
二
大
学
で
し
た
。

　

地
域
中
核
・
特
色
あ
る
研
究

大
学
の
振
興
に
係
る
事
業
推
進

委
員
会
の
総
評
に
よ
れ
ば
、
採

択
大
学
に
つ
い
て
は
、
主
に
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
総
合
的
に

勘
案
し
、
高
く
評
価
し
た
と
あ

り
ま
し
た
。

①�

客
観
的
か
つ
多
面
的
な
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
カ
ム
指

標
か
ら
大
学
の
研
究
力
を
十

分
に
分
析
し
て
い
る
こ
と

②�

戦
略
の
実
現
に
向
け
て
学
長

を
中
心
と
し
た
取
組
が
着
実

に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
大
胆

か
つ
実
効
的
な
計
画
や
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
設
け
て
い
る
こ

と
③�

改
革
に
つ
い
て
大
学
全
体
へ

の
波
及
効
果
を
期
待
で
き
る

こ
と

④�

地
球
規
模
の
課
題
解
決
や
社

会
変
革
に
繋
が
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
機
能
や

体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
⑤�

地
域
社
会
と
の
実
効
的
な
連

携
の
下
で
地
域
課
題
解
決
に

貢
献
し
う
る
計
画
と
な
っ
て

い
る
こ
と

⑥�

他
機
関
と
の
効
果
的
な
連
携

等
を
通
じ
て
自
大
学
の
強
み

を
更
に
発
展
さ
せ
る
戦
略
と

な
っ
て
い
る
こ
と

⑦�

戦
略
の
推
進
に
必
要
な
ガ
バ

ナ
ン
ス
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と

　

個
人
的
な
感
想
で
す
が
、

我
々
のCO

I-N
EX

T

事
業
を

基
軸
と
し
た
事
業
提
案
は
①
、

②
、
④
、
⑤
は
既
に
満
た
し
て

附
属
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
リ
サ
ー
チ

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
設
置
に
あ
た
っ
て

附
属
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
　
セ
ン
タ
ー
長
　

附
属
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
　
セ
ン
タ
ー
長
　
伊
　
東
　
　
　
健

伊
　
東
　
　
　
健

見
が
蓄
積
し
て
い
ま
す
の
で
、

幼
少
期
か
ら
の
健
康
管
理
・
教

育
に
も
重
き
を
置
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
加
齢
は
未
病
に
影

響
を
与
え
る
因
子
と
し
て
重
要

で
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
、
全
世
代
に
お
い
て
遺
伝
因

子
と
環
境
因
子
の
双
方
が
加
齢

や
未
病
に
与
え
る
影
響
の
基
礎

研
究
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
Ｂ
Ｍ
Ｒ
Ｃ
で
は
、CO

I-
N

EX
T

拠
点
と
の
連
携
に
よ
り

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
駆
動
型
の
研
究

を
推
進
す
る
と
と
も
に
他
学
部

やCO
I-N

EX
T

参
画
機
関
の

共
同
研
究
講
座
と
も
連
携
し
最

先
端
の
未
病
医
学
研
究
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
弘
前
大

学
の
「
地
域
中
核
・
特
色
の
あ

る
研
究
大
学
」
構
想
の
学
術
研

究
面
に
お
い
て
先
導
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
。

皆
様
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜

れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

共同研究講座共同研究講座

「
デ
ジ
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ワ
ー
ク

ス
タ
イ
ル
研
究
講
座
」
設
置
に
あ
た
っ
て

デ
ジ
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
研
究
講
座

デ
ジ
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
研
究
講
座

　
教
授

　
教
授
　　
玉
　
田
　
嘉
　
紀

玉
　
田
　
嘉
　
紀

（
医
療
デ
ー
タ
解
析
学
講
座
）

（
医
療
デ
ー
タ
解
析
学
講
座
）

高
い
関
心
を
持
ち
先
進
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
企
業
で

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
株
式
会

社
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｃ
は
、
製
造
業
の
Ｄ

Ｘ
化
を
推
進
す
る
た
め
の
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業
で

す
。
本
講
座
で
は
、
製
造
業
を

は
じ
め
と
し
た
様
々
な
職
種
に

お
い
て
、
労
働
者
が
健
康
に
、

よ
り
よ
い
環
境
で
働
く
た
め
の

仕
組
み
構
築
に
む
け
て
、
デ
ジ

タ
ル
ヘ
ル
ス
す
な
わ
ち
Ａ
Ｉ
な

ど
の
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
に

よ
る
健
康
情
報
・
技
術
を
活
用

し
た
疾
患
発
症
予
測
モ
デ
ル
の

精
度
検
証
や
行
動
変
容
モ
デ
ル

開
発
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
の
普
及
等

を
通
し
て
労
働
環
境
を
改
善
す

る
た
め
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の

再
定
義
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
世
界
中
の
製
造

現
場
か
ら
単
調
で
健
康
リ
ス
ク

の
伴
う
仕
事
を
排
除
し
、
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
で
活
気
あ
る
ワ
ー

ク
ス
タ
イ
ル
を
構
築
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
は
東
京
Ｄ
タ

ワ
ー
ホ
ス
ピ
タ
ル
と
い
う
病
院

を
運
営
し
て
お
り
、
本
講
座
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
同
社

は
社
員
の
健
康
に
対
し
て
非
常

に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
健
康
・
医
療
と
つ

な
が
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
も

す
で
に
構
築
済
み
と
も
い
え
、

ま
た
共
同
研
究
を
通
じ
て
弘
前

大
学
が
持
つ
健
康
予
測
モ
デ
ル

を
用
い
た
研
究
に
も
す
で
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
岩
木
健
康

増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
超
多
項

目
健
康
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
、
Ｄ

Ｍ
Ｇ
森
精
機
の
持
つ
、
工
作
機

械
の
予
知
保
全
で
得
ら
れ
た
知

見
を
も
と
に
し
た
「
デ
ジ
タ
ル

ツ
イ
ン
」
技
術
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
製
造
業
に
お
け
る
ワ
ー

ク
ス
タ
イ
ル
改
善
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。
医
学
研
究
科
の

皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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私
の
学
長
一
期
目
は
、
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
有
事
の
四
年
間
で

し
た
。
未
知
の
感
染
症
を
前

に
、
冷
静
か
つ
的
確
な
判
断
・

決
定
を
下
し
、
ど
う
に
か
こ
の

有
事
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
教
職
員
の
皆
さ
ん
、

と
り
わ
け
医
学
部
・
附
属
病
院

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
関
係
す

る
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

有
事
の
状
況
下
で
も
学
長
就

任
時
の
目
標
以
上
の
事
業
で
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

Ｃ
Ｏ
Ｉ
をCO

I-N
EX

T

に
繋
げ
、

こ
れ
を
基
盤
に
⼤
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
地
域
中
核
・
特
⾊
あ
る

研
究
⼤
学
の
振
興
事
業
」
に
挑

戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
「
地
域
中
核
・
特

⾊
あ
る
研
究
⼤
学
強
化
促
進
事

業
」
は
不
採
択
で
し
た
が
、
先

に
行
わ
れ
た
施
設
整
備
を
支
援

す
る
「
地
域
中
核
・
特
⾊
あ
る

研
究
⼤
学
の
連
携
に
よ
る
産
学

官
連
携
・
共
同
研
究
の
施
設
整

備
事
業
」
に
採
択
さ
れ
、「
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
社
会
実
装
研
究
セ
ン

タ
ー
（
地
上
４
Ｆ
）」
が
医
学

部
敷
地
内
に
ま
も
な
く
誕
生
し

ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
を
研
究
大

学
の
仲
間
入
り
を
実
現
し
た
象

徴
の
建
物
と
す
る
こ
と
が
再
任

一
年
目
の
最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
あ
り
、
令
和
六
年
度
の
強
化

促
進
事
業
の
採
択
を
全
力
で
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
遠
隔
医
療

も
想
定
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で

進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
附

属
病
院
独
自
開
発
シ
ス
テ
ム
を

用
い
た
遠
隔
透
析
管
理
が
す
で

に
稼
働
し
、
遠
隔
Ｉ
Ｃ
Ｕ
管
理

や
遠
隔
周
産
期
医
療
が
近
々
ス

タ
ー
ト
し
、
さ
ら
に
は
遠
隔
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
の
社
会
実
装
が
目

前
に
あ
り
ま
す
。
全
国
に
先
駆

け
た
遠
隔
医
療
が
今
後
も
推
進

さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
「
世
界
に
発
信
し
、
地
域
と
共

に
創
造
す
る（com

m
unicating 

to the w
orld, creating w

ith 
our com

m
unity

）」
の
本
学
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
昨
年
十
二
月

に
ご
逝
去
さ
れ
た
第
十
一
代
学

長
吉
田
豊
先
生
が
定
め
た
も
の

で
す
。
昭
和
五
十
六
年
に
旧
第

一
内
科
（
吉
田
内
科
）
に
入
局

し
た
私
に
と
っ
て
、
吉
田
先
生

は
医
師
、
教
授
、
そ
し
て
学
長

と
し
て
の
師
で
し
た
。
先
日
、

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
策
定
時
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
関
係
者
か
ら
お
聞

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

い
る
か
、
十
分
良
い
レ
ベ
ル
に

来
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、「
③
改
革
に
つ
い
て

大
学
全
体
へ
の
波
及
効
果
を
期

待
で
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て

は
、CO

I-N
EX

T

事
業
に
絡
め

て
、
如
何
に
他
学
部
・
他
部
局

に
効
果
を
波
及
さ
せ
る
か
の
方

略
が
弱
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
⑥

他
機
関
と
の
効
果
的
な
連
携
等

を
通
じ
て
自
大
学
の
強
み
を
更

に
発
展
さ
せ
る
戦
略
と
な
っ
て

い
る
こ
と
」
に
関
し
て
も
、

CO
I-N

EX
T

事
業
で
今
ま
で
一

緒
に
や
っ
て
き
た
大
学
と
は
効

果
的
な
連
携
に
既
に
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
新
た
に
組
ん
だ
大

学
と
の
連
携
が
「
強
み
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
」
ま
で
の
効
果

が
あ
る
と
審
査
員
に
思
わ
せ
る

こ
と
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

「
⑦
戦
略
の
推
進
に
必
要
な
ガ

バ
ナ
ン
ス
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
」
に
関
し
て
は
、
Ｕ

Ｒ
Ａ
体
制
が
本
学
は
他
大
学
に

比
べ
る
と
脆
弱
で
あ
り
、
そ
れ

を
補
う
た
め
に
、
全
学
的
組
織

の
社
会
実
装
推
進
本
部
を
本
町

地
区
に
設
置
し
、
社
会
実
装
の

実
現
・
加
速
に
向
け
重
点
的
に

支
援
す
る
こ
と
も
述
べ
ま
し
た

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分

だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
年
は
弱
点
の

克
服
を
進
め
て
、
採
択
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も

十
二

－

十
三
大
学
が
採
択
さ
れ

る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
採
択
さ

れ
れ
ば
、
本
学
の
研
究
力
向
上

戦
略
に
お
け
る
中
核
組
織
を
し

て
新
た
な
附
置
研
究
所
を
設
置

で
き
ま
す
の
で
、
世
界
的
な
統

合
予
防
医
学
研
究
分
野
の
研
究

拠
点
と
し
て
機
能
や
体
制
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
地
域
中
核
・
特
色
あ
る
研
究

大
学
強
化
促
進
事
業
」
は
英
文

で
は
〝Program

 for Form
ing 

Japanʼs P
eak R

esearch 

U
niversities

〟
と
な
り
、
略
称

がJ-PEA
K

S

で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
最
近
知
り
ま
し
た
。
地

域
中
核
・
特
色
あ
る
研
究
大
学

と
言
う
和
名
か
ら
、
地
域
に
密

着
し
そ
こ
で
特
色
あ
る
研
究
を

行
う
大
学
を
目
指
そ
う
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
英
文
を
見
る
限

り
地
域
の
特
色
は
あ
ま
り
関
係

な
く
、
特
に
略
称
のJ-PEA

K
S

は
日
本
の
頂
と
な
る
複
数
の
大

学
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
つ
ま
り
、
各
地
域
に
国

際
卓
越
研
究
大
学
の
ミ
ニ
版
と

な
る
研
究
大
学
を
置
く
と
い
う

様
に
捉
え
た
方
が
良
さ
そ
う
で

す
。
そ
の
観
点
か
ら
、「
統
合

予
防
医
学
研
究
分
野
の
国
際
的

研
究
拠
点
」
に
な
る
と
い
う
プ

ラ
ン
と
決
意
を
前
面
に
出
す
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

何
れ
に
し
て
も
、
審
査
員

は
、
し
が
ら
み
を
断
ち
切
り
既

存
の
組
織
と
は
違
う
新
た
な
組

織
を
作
る
こ
と
を
強
く
要
求
し

て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
我
々

も
痛
み
の
伴
う
改
革
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
は
思
っ
て
い
ま

す
が
、
附
置
研
が
大
き
な
希
望

に
な
る
は
ず
で
す
。

　

昨
年
末
か
ら
、
人
事
院
勧
告

対
応
に
伴
う
人
件
費
の
増
加
、

光
熱
費
単
価
の
高
止
ま
り
や
物

価
高
騰
に
伴
う
財
源
不
足
へ
の

対
応
と
し
て
教
員
ポ
イ
ン
ト
使

用
制
限
、
地
域
中
核
特
色
あ
る

研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
の
不

採
択
、
能
登
半
島
地
震
、
日
航

機-

海
保
機
事
故
と
何
か
あ
ま

り
良
く
な
い
こ
と
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
今
年
の
干
支
は
甲
辰

で
す
の
で
、
本
来
は
運
気
の
高

ま
る
年
の
は
ず
で
す
。
で
す
の

で
、
こ
こ
か
ら
は
運
気
が
上
が

る
と
強
く
信
じ
て
進
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
、ど
う
か
御
協
力
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

学
長
再
任
に
あ
た
っ
て

弘
前
大
学
長
　
福
　
田
　
眞
　
作

き
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

「
地
域
と
共
に
創
造
し
、
世
界

に
発
信
す
る
」
の
順
で
は
な
い

か
と
い
う
意
見
が
大
半
を
占
め

る
中
、
学
生
時
代
に
五
年
間
の

米
国
留
学
を
経
験
し
た
吉
田
先

生
は
、「
地
方
大
学
で
も
、
教

育
・
研
究
を
含
め
す
べ
て
に
お

い
て
常
に
世
界
を
見
す
え
る
べ

き
で
あ
り
、
世
界
に
発
信
し

：

が
先
だ
」
と
頑
と
し
て
譲
ら
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
恩
師
が
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
込
め
た
思
い
を
今

一
度
胸
に
刻
み
、
次
の
四
年
間

を
（
平
時
で
あ
る
こ
と
を
祈
り

な
が
ら
）
務
め
て
ま
い
り
ま

す
。
医
学
部
・
附
属
病
院
の
皆

様
方
の
引
き
続
き
の
ご
支
援
、

何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

二
〇
〇
四
年
八
月
に
東
海
大

学
か
ら
着
任
し
、
弘
前
大
学
と

と
も
に
足
か
け
二
十
年
を
過
ご

し
ま
し
た
。
病
理
学
・
医
学
教

育
学
の
教
育
・
研
究
に
従
事
す

る
と
と
も
に
、
長
き
に
わ
た
り

医
学
科
学
務
関
連
の
業
務
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
二
〇
〇
六
年
か

ら
六
年
間
は
学
務
委
員
長
・
奥

村
謙
先
生
（
旧
第
二
内
科
学
・

教
授
）
の
下
で
副
学
務
委
員

長
、
二
〇
一
二
年
か
ら
四
年
間

は
入
試
専
門
委
員
長
、
二
〇
一

六
年
か
ら
現
在
ま
で
の
八
年
間

は
学
務
委
員
長
を
務
め
ま
し

た
。
奥
村
先
生
は
学
務
委
員
長

と
し
て
、
卒
業
後
の

医
師
臨
床
研
修
制
度

や
地
域
枠
の
増
加
に

対
す
る
対
応
の
た

め
、
学
生
に
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
（Physician 

Scientist
の
大
切
さ

を
含
む
）
の
浸
透
さ

せ
る
こ
と
に
力
を
注

が
れ
、
そ
れ
を
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

全
学
的
に
も
、
二

〇
〇
六
年
度
以
降
今

日
ま
で
、
教
育
委
員

会
（
当
初
は
教
育
・

学
生
委
員
会
）
委
員

を
は
じ
め
教
育
関
連
の
委
員
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
第
一
期
中
期
計
画
・
中
期

目
標
の
下
で
Ｆ
Ｄ
活
動
を
推
進

退
職
に
あ
た
っ
て

　
　
学
務
と
と
も
に
歩
ん
だ
弘
前
大
学
で
の
二
十
年

医
学
教
育
学
講
座
　
教
授
　
鬼
　
島
　
　
　
宏

す
る
た
め
に
、

二
〇
〇
六
年
に

カ
ナ
ダ
・
ダ
ル

ハ
ウ
ジ
ー
大
学

へ
の
派
遣
教
員

四
名
の
う
ち
の

一
人
に
加
え
て

い
た
だ
き
、
テ 

ィ
ー
チ
ン
グ
・

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
専
門
家
の
認

定
も
受
け
ら
れ

た
こ
と
は
、
私

自
身
の
教
育
活

動
の
糧
と
も
な

り
ま
し
た
。
そ

の
後
も
弘
前
大

学
が
獲
得
し
た

文
部
科
学
省
特

別
教
育
研
究
経

費
（
二
〇
〇
八

年
度
～
二
〇
一

二
年
度
）「
テ 

ィ
ー
チ
ン
グ
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
を
活
用
し
た
Ｆ
Ｄ
活
動
の
展

開
」
の
事
業
に
も
従
事
し
、
二

〇
一
二
年
三
月
に
は
弘
前
大
学

出
版
会
か
ら
事
業
と
同
名
の
単

行
本
を
出
版
す
る
こ
と
に
至
っ

た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で

あ
っ
た
と
実
感
し
て
お
り
ま

す
。

　

入
試
専
門
委
員
長
を
務
め
た

際
に
は
、
臨
時
定
員
増
へ
の
対

応
や
入
試
改
革
（
学
士
編
入
試

を
含
む
）
に
携
わ
り
ま
し
た
。

学
務
委
員
長
と
な
り
ま
し
た
際

に
は
、
新
入
生
の
半
数
を
超
え

る
よ
う
に
な
っ
た
地
域
枠
学
生

へ
の
適
切
な
対
応
に
尽
力
し
て

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
最
中
、
二

〇
二
〇
年
か
ら
丸
三
年
間
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
は
、
ま
さ
に
手
探
り
状

態
と
な
り
ま
し
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
環

境
で
の
授
業
構
築
は
可
能
と
な

り
ま
し
た
が
、
臨
床
実
習
を
い

か
に
対
応
す
べ
き
か
の
議
論
が

続
き
ま
し
た
。
弘
前
大
学
で

は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
の
制
限

の
下
な
が
ら
も
な
ん
と
か
臨
床

実
習
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き

2006 年・ダルハウジー大学ワークショップ

た
の
は
、
学
生
・
教
職
員
皆
さ

ん
の
努
力
が
結
実
し
た
結
果
と

思
い
ま
す
。

　

嬉
し
か
っ
た
出
来
事
の
う
ち

二
点
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
一
点
目
は
、
二
〇
一
〇

年
三
月
に
「
教
育
に
関
し
て
優

れ
た
業
績
を
上
げ
た
教
員
」
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
全
学

で
の
教
育
活
動
も
評
価
さ
れ
、

こ
の
表
彰
制
度
の
第
一
回
目
に

表
彰
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
誠
に

光
栄
で
し
た
（
医
学
部
ウ
ォ
ー

カ
ー
第
五
十
二
号
）。
二
点
目

は
、医
学
教
育
分
野
別
評
価（
国

際
基
準
）
受
審
・
認
定
へ
の
貢

献
が
評
価
さ
れ
、
二
〇
二
二
年

五
月
に
「
弘
前
大
学
表
彰
」
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
、
教
職
員
の
皆
さ
ん
と
の

共
同
作
業
の
賜
物
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
弘

前
大
学
の
さ
ら
な
る
発
展
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
二
十
年

間
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

2022 年・弘前大学表彰（医学研究科・学務の皆さんと）
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令
和
五
年
度
日
本
病
理
学
会

学
術
研
究
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
日

本
病
理
学
会
学
術
研
究
賞
は
毎

年
四-

八
人
程
度
、
一
連
の
ス

ト
ー
リ
ー
が
あ
る
研
究
成
果
に

対
し
与
え
ら
れ
る
賞
で
す
。
研

究
タ
イ
ト
ル
は
糖
尿
病
の
成
因

お
よ
び
合
併
症
病
態
の
病
理
学

的
解
析
で
す
。
こ
の
賞
は
教
授

に
な
る
前
の
二
〇
一
三
年
に
一

度
応
募
し
た
の
で
す
が
、
あ
え

な
く
落
選
し
ま
し
た
。
そ
の
理

由
は
単
純
で
、
質
の
良
い
論
文

数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
そ
の
後
、
捲
土
重
来
を

期
し
、
論
文
を
書
き
上
げ
ま
し

た
。
教
授
に
な
っ
て
か
ら
の
八

年
間
の
研
究
業
績
を
中
心
に
再

応
募
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

今
回
は
何
と
か
選
考
し
て
い
た

だ
け
ま
し
た
。
私
の
研
究
は
糖

尿
病
を
病
理
学
的
に
研
究
す
る

と
い
う
こ
と
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
糖
尿
病
は
イ
ン
ス
リ
ン
と

い
う
ホ
ル
モ
ン
の
失
調
が
基
盤

に
あ
る
た
め
生
理
的
、
生
化
学

的
、
分
子
生
物
学
的
な
研
究
が

中
心
で
す
。
そ
こ
を
あ
え
て
病

理
学
的
に
検
索
す
る
と
い
う
こ

と
を
前
任
の
八
木
橋
操

六
教
授
が
始
め
、
私
が

引
き
続
い
て
行
っ
て
お

り
ま
す
。
私
が
教
授
に

な
っ
て
か
ら
は
糖
尿
病

性
神
経
障
害
に
つ
い
て

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
の
関

与
に
つ
い
て
、
２
型
糖

尿
病
に
お
け
る
β
細
胞

容
積
の
減
少
に
つ
い
て

は
、
膵
島
病
理
学
的
所

見
か
ら
の
２
型
糖
尿
病

の
再
分
類
を
、
そ
し
て

糖
尿
病
と
癌
の
関
係
に

つ
い
て
新
た
に
研
究
を

始
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
糖

尿
病
性
神
経
障
害
に
つ
い
て

は
、
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
痛
覚
閾
値
と
ビ
ッ
ク
デ
ー

タ
の
相
関
を
検
討
し
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
受
賞
に
は
糖
尿
病

と
癌
の
業
績
は
含
ま
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。
病
理
学
会
な
の
で
、

糖
尿
病
と
癌
も
含
む
べ
き
な
の

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
高

い
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
の

業
績
が
な
い
こ
と
か
ら
、
今
回

の
選
考
に
は
加
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
選
考
は
添
付
論
文
五
本
と

二
十
本
の
論
文
を
業
績
と
し
て

記
載
し
ま
す
。
五
本
の
論
文
は

直
近
十
年
で
高
い
Ｉ
Ｆ
を
も
つ

論
文
を
添
付
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
論
文
の
筆
頭
著
者
に
は
臨
床

か
ら
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、

我
々
の
教
室
で
研
究
を
行
っ
た

大
学
院
生
が
含
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
私
の
無
茶
な
要
求
に
も
答

え
て
く
れ
た
大
学
院
生
達
に
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
大
学
院
生
達
、
ス
タ
ッ
フ

の
先
生
た
ち
は
臨
床
、
診
断
が

忙
し
く
、
研
究
時
間
を
長
時
間

と
る
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
よ

う
で
す
。
そ
の
た
め
、
研
究
を

補
佐
す
る
実
験
助
手
の
力
が
非

常
に
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

我
々
の
教
室
に
は
小
笠
原
実
験

助
手
と
長
内
実
験
助
手
が
二
人

お
り
ま
す
。
多
く
の
実
験
を
手

伝
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
本
当

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
今
回
の
受
賞
は
、
分

子
病
態
病
理
学
講
座
の
総
合
力

で
勝
ち
得
た
賞
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
効
率
的
に
研

究
を
進
め
、
基
礎
講
座
で
あ
る

の
で
、
ｄ
ｒ
ｙ
な
研
究
と
合
わ

せ
て
ｗ
ｅ
ｔ
な
研
究
を
中
心
に

さ
ら
に
世
界
に
発
信
で
き
る
よ

う
精
進
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
五
年
十
二
月

八
日
、
九
日
に
東
邦
大
学
医
療

セ
ン
タ
ー
大
森
病
院
で
開
催
さ

れ
た
第
十
四
回
日
本
安
定
同
位

体
・
生
体
ガ
ス
医
学
応
用
学
会

大
会
に
て
若
手
優
秀
発
表
賞
を

受
賞
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。「
膵
全
摘
術

後
患
者
の
安
静
時
エ
ネ
ル
ギ
ー

代
謝
と
栄
養
状
態
に
関
す
る
検

討
」
と
い
う
題
で
、
当
院
で
膵

全
摘
術
が
施
行
さ
れ
た
症
例
を

調
査
し
、
安
静
時
エ
ネ
ル
ギ
ー

代
謝
と
栄
養
状
態
の
関
連
に
つ

い
て
発
表
を
し
て
参
り
ま
し

た
。
膵
切
除
後
症
例
は
膵
外
分

泌
機
能
不
全
に
よ
る
栄
養
障
害

が
生
じ
や
す
く
、
そ
の
上
で
膵

内
分
泌
機
能
不
全
が
合
併
す
る

こ
と
で
、
急
激
な
血
糖
変
動
を

起
こ
し
血
糖
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

難
渋
す
る
例
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
膵
切
除
後
の
主
な
治
療

戦
略
と
し
ま
し
て
は
、
適
切
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
定
を
お
こ
な
う

こ
と
、
充
分
な
消
化
酵
素
補
充

療
法
を
す
る
こ
と
、
強
化
イ
ン

ス
リ
ン
療
法
を
実
施
す
る
こ
と

の
三
点
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

適
切
な
必
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の

設
定
に
お
い
て
は
、Ｂ
Ｅ
Ｅ（
基

礎
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
）
×
ス
ト

レ
ス
係
数
×
活
動
係
数
で
、
総

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
（
Ｔ
Ｅ
Ｅ
）
で

求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

感
染
症
の
有
無
や
術
後
合
併

症
、
食
事
の
摂
取
量
と
い
っ
た

全
身
状
態
や
、
イ
ン
ス
リ
ン
投

与
量
や
消
化
酵
素
補
充
量
、
そ

れ
に
と
も
な
う
栄
養
状
態
な
ど

に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
が

変
動
し
て
し
ま
う
た
め
、
ス
ト

レ
ス
係
数
を
ど
の
値
に
設
定
す

る
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
生
じ

ま
す
。
今
回
私
達
は
六
ヶ
月
以

上
経
過
し
た
膵
全
摘
後
十
症
例

の
安
静
時
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
を

間
接
熱
量
計
を
用
い
て
実
測

し
、
食
事
摂
取
状
況
、
栄
養
状

態
、
血
糖
と
の
関
連
に
つ
い
て

評
価
、
検
討
を
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
四
症
例
で
代
謝
亢
進

を
認
め
、
代
謝
亢
進
群
は
有
意

に
年
齢
が
高
く
、
栄
養
指
標

マ
ー
カ
ー
が
有
意
に
低
い
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
ほ
と

ん
ど
の
症
例
で
必
要
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
充
足
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
し
た
。
タ
ン
パ
ク
質
の

同
化
が
進
み
、
低
栄
養
の
状
態

か
ら
改
善
し
つ
つ
あ
る
期
間
で

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
が
亢
進
す

る
と
さ
れ
て
お
り
、
本
症
例
の

代
謝
亢
進
群
に
関
し
て
も
そ
の

過
程
を
み
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
、
間
接
熱
量
計
に
よ
る
安
静

時
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
の
測
定

は
、
よ
り
適
切
な
目
標
エ
ネ
ル

ギ
ー
摂
取
量
を
設
定
や
Ｑ
Ｏ

Ｌ
、
栄
養
状
態
の
改
善
に
有
用

で
あ
り
ま
し
た
。
膵
切
除
後
症

例
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
に
関
し

て
は
、
未
だ
報
告
が
少
な
い
現

状
が
あ
り
今
回
の
受
賞
を
励
み

と
し
て
更
な
る
調
査
を
進
め
、

皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
に

尽
力
し
て
参
り
ま
す
。
最
後
に

な
り
ま
す
が
、
今
回
の
発
表
に

あ
た
り
ご
指
導
い
た
だ
い
た
柳

町
幸
先
生
、
中
村
光
男
先
生
、

藤
田
征
弘
先
生
を
は
じ
め
と
し

た
当
講
座
の
先
生
方
、
共
同
演

者
の
先
生
方
に
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
二
〇
二
三
年
九
月

八
日
・
九
日
に
京
都
府
で
開
催

さ
れ
た
第
三
十
四
回
日
本
末
梢

神
経
学
会
学
術
集
会
に
お
い
て

症
例
報
告
賞
を
受
賞
致
し
ま
し

た
の
で
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
医
学
部
ウ
ォ
ー
カ
ー

へ
の
投
稿
は
医
学
生
時
代
か
ら

の
密
か
な
憧
れ
で
し
た
の
で
、

記
念
す
べ
き
初
投
稿
と
い
う
こ

と
で
非
常
に
感
慨
深
い
気
持
ち

が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

発
表
演
題
は
「
ぺ
ム
ブ
ロ
リ

ズ
マ
ブ
に
よ
り
多
発
根
神
経
炎

を
呈
し
た
一
剖
検
例
」
で
す
。

近
年
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

阻
害
薬
の
使
用
が
増
加
し
て
き

て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う
免
疫
関

連
有
害
事
象（im

m
une-related 

adverse event: irA
E

）
の
報

告
も
そ
れ
に
追
従
す
る
形
で
多

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。irA

E

と
い
う
と
下
痢
や
肝
障
害
な
ど

の
消
化
器
系
障
害
や
耐
糖
能
異

常
や
甲
状
腺
機
能
障
害
な
ど
の

代
謝
・
内
分
泌
障
害
な
ど
が
比

較
的
有
名
か
と
存
じ
ま
す
が
、

神
経
障
害
は
発
症
率
が
一
％
と

稀
で
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
数
少

な
い
神
経
合
併
症
の
中
で
も
、

さ
ら
に
剖
検
ま
で
行
い
確
定
診

断
に
至
っ
た
と
い
う
非
常
に
貴

重
か
つ
今
後
の
教
訓
と
な
り
得

る
症
例
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

な
お
、irA

E

の
神
経
障
害
の
表

現
型
と
し
て
は
、
末
梢
神
経
障

害
（
時
にG

uillain-B
arre

症

候
群
類
似
の
病
態
）、
筋
炎
や

重
症
筋
無
力
症
及
び
そ
の
オ
ー

バ
ー
ラ
ッ
プ
症
候
群
、
中
枢
神

経
障
害
（
脳
炎
、
脳
症
）
と
多

種
に
渡
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の

中
で
も
多
発
根
神
経
炎
（
脊
髄

神
経
根
な
ら
び
に
そ
の
末
梢
神

経
の
広
範
な
障
害
を
呈
し
た
病

態
）
を
発
症
し
、
急
性
の
経
過

で
四
肢
運
動
麻
痺
、
感
覚
障
害

を
呈
し
、
死
亡
に
至
っ
た
経
緯

の
症
例
を
報
告
い
た
し
ま
し

た
。irA

E

と
し
て
の
多
発
根
神

経
炎
は
い
く
つ
か
報

告
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

剖
検
例
と
な
る
と
私

が
医
中
誌
やPubm

ed

で
検
索
し
た
限
り
で

は
既
報
は
一
例
の
み

で
あ
り
、
世
界
で
二

例
目
の
報
告
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。

　

私
自
身
、
こ
れ
ま

で
研
究
会
や
ｗ
ｅ
ｂ

で
の
学
会
発
表
の
経
験
こ
そ
あ

り
ま
し
た
が
、
全
国
規
模
の
学

会
で
の
発
表
は
初
め
て
の
こ
と

で
あ
り
大
変
緊
張
し
た
こ
と
を

昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
覚
え
て

い
ま
す
。
他
に
素
晴
ら
し
い
症

例
発
表
が
多
数
あ
っ
た
中
で
、

こ
の
よ
う
な
賞
に
選
ん
で
い
た

だ
け
た
こ
と
は
大
変
名
誉
な
こ

と
で
あ
り
、
同
時
に
症
例
が
持

つ
力
の
大
き
さ
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

私
が
入
局
一
年
目
の
時
に
、

「
な
ん
の
役
に
も
立
た
な
い
症

例
報
告
な
ど
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
ん
な
些
細
な
報
告
で
も

必
ず
世
の
中
の
誰
か
の
助
け
に

な
り
ま
す
。」
と
当
科
の
西
嶌

先
生
か
ら
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
以
後
、
こ
の
言
葉
を
常
に

日
本
病
理
学
会
学
術
研
究
賞
を
受
賞
し
て

分
子
病
態
病
理
学
講
座
　
教
授
　
水
　
上
　
浩
　
哉

第
69
回
日
本
病
理
学
会
秋
季
特
別
総
会

若
手
優
秀
発
表
賞
受
賞

大
学
院
三
年
　
小
野
寺
　
　
　
航

（
内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座
）

第
14
回
日
本
安
定
同
位
体
・
生
体
ガ
ス
医
学
応
用
学
会
大
会

症
例
報
告
賞
を
受
賞

大
学
院
一
年
　
清
　
野
　
翔
　
太

（
脳
神
経
内
科
学
講
座
）

第
３４
回
末
梢
神
経
学
会
学
術
集
会

心
掛
け
て
症
例
報
告
を
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
症

例
報
告
も
、
ど
こ
か
で
診
断
や

治
療
の
一
助
に
な
っ
て
く
れ
る

と
強
く
信
じ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
全
て
の
症
例
報
告

に
は
背
景
に
闘
病
さ
れ
た
患
者

さ
ん
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て

や
剖
検
例
で
は
大
切
な
家
族
が

解
剖
さ
れ
る
こ
と
を
同
意
し
て

く
だ
さ
っ
た
ご
遺
族
の
方
々
の

お
気
持
ち
が
あ
っ
て
の
こ
と
で

す
。
こ
う
い
っ
た
沢
山
の
方
々

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
今
回
の
発

表
が
出
来
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、

さ
ら
に
頂
い
た
賞
を
励
み
に
し

な
が
ら
今
後
の
臨
床
業
務
に
気

を
引
き
締
め
て
取
り
組
ん
で
参

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

OSTEOARTH
RITIS RESEARCH
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em
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へ
の
選
出

む
つ
下
北
地
域
医
療
学
講
座
　
講
師
　
佐
々
木
　
英
　
嗣

　

こ
の
度
、
国
際
変
形
性
関

節
症
学
会O

steoarthritis re-
search society international

（O
A

RSI

）
のboard m

em
ber

に
選
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
ご
指
導
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
先

生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
そ
の
経
緯
に
つ
き
ご
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

O
A

RSI

は
そ
の
名
の
通
り
、

変
形
性
関
節
症
に
関
す
る
研
究

を
行
う
国
際
的
な
組
織
で
す
。

私
は
大
学
院
生
時
代
か
ら
社
会

医
学
講
座
の
中
路
重
之
教
授
と

整
形
外
科
学
講
座
の
石
橋
恭
之

教
授
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が

ら
変
形
性
膝
関
節
症
に
関
す
る

疫
学
研
究
を
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
の
研
究
成
果
を

世
界
に
発
信
す
る
た
め
、

O
A

RSI

で
の
学
会
発
表
を
目

標
に
研
鑚
し
、
国
内
外
で
の
学
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論
文
がE

uropean R
adiology

(IF=7.034)
にA

ccept

さ
れ
て

　

こ
の
度
、
二
〇
二
三
年
十
一

月
にEuropean Radiology

に

お
い
て
論
文
がA

ccept

さ
れ

ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。European Radiology

と

は
欧
州
放
射
線
学
会
の
公
式
学

会
雑
誌
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

学
会
に
論
文
がA

ccept

さ
れ

た
こ
と
は
大
変
な
光
栄
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

論
文
の
タ
イ
ト
ル
は
「Cho-

roid plexus enlargem
ent in 

m
ild cognitive im

pairm
ent 

on M
RI

」
で
す
。
軽
度
認
知

障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
に
お
け
る
脈

絡
叢
容
積
（
Ｃ
Ｐ
Ｖ
）
の
変
化

に
つ
い
て
研
究
し
ま
し
た
。
Ｍ

Ｃ
Ｉ
と
は
認
知
機
能
低
下
を
特

徴
と
す
る
症
候
群
で
あ
り
、
一

般
的
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

（
Ａ
Ｄ
）
の
前
駆
症
状
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｄ
へ
の
進

行
を
遅
ら
せ
る
た
め
に
は
早
期

診
断
と
介
入
が
重
要
で
あ
る
た

め
、
近
年
の
画
像
研
究
で
は
Ｍ

Ｃ
Ｉ
の
同
定
に
焦
点
が
当
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
僅
か

な
構
造
変
化
を
調
べ
る
た
め
に

Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
用
い
た
様
々
な
形
態

解
析
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

Ｍ
Ｃ
Ｉ
な
ど
の
初
期
段
階
で
は 大

学
院
二
年
　
梅
　
村
　
芳
　
史

（
放
射
線
診
断
学
講
座
）

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

  

公
的
化
共
用
試
験
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
・

公
的
化
共
用
試
験
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
・

  

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
を
終
え
て

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
を
終
え
て

医
学
教
育
学
講
座
　
教
授
　
鬼
　
島
　
　
　
宏

　

公
的
化
さ
れ
て
初
め
て
の
実

施
と
な
る
二
〇
二
三
年
度
・
共

用
試
験
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
・
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）

は
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
本
試
験
が
九
月
、

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
本
試
験
が
十
二
月
に

実
施
さ
れ
、
各
々
一
回
の
再
試

験
も
含
め
て
無
事
に
終
了
し
ま

し
た
。

　

卒
前
・
卒
後
の
シ
ー
ム
レ
ス

な
医
師
養
成
に
向
け
、
臨
床
実

習
に
お
け
る
医
学
生
の
医
行
為

が
法
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
こ
と

と
な
り
、共
用
試
験
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
・

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
に
関
し
て
も
の
公

的
化
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
公
的

化
後
の
共
用
試
験
で
は
、
診
療

参
加
型
臨
床
実
習
に
参
加
す
る

医
学
生
の
知
識
及
び
技
能
を
保

証
す
る
と
と
も
に
、
受
験
者
間

の
公
平
性
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
、
全
大
学
の
受
験
者
に
共
通

し
て
適
用
さ
れ
る
統
一
合
格
基

準
（
試
験
実
施
主
体
＝
医
療
系

大
学
間
共
用
試
験
実
施
評
価
機

構
）
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

弘
前
大
学
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
は
、

過
去
三
年
間
（
二
〇
二
〇
～
二

〇
二
二
）
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
情
勢
に
鑑
み
特
例
実

施
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、課
題
数
を
抑
え（
六

課
題
）、
評
価
者
を
最
小
限
に

と
ど
め
（
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
原

則
一
名
）、
模
擬
患
者
で
は
な

く
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
対
応
す
る

な
ど
の
対
策
を
と
っ
て
き
ま
し

た
。
一
方
、
今
年
度
は
、
公
的

化
の
下
で
の
厳
正
な
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

の
実
施
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
二
名
ず
つ

の
認
定
評
価
者
（
機
構
の
評
価

者
認
定
講
習
会
の
受
講
必
須
）

を
配
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
年

度
初
め
に
八
課
題
（
医
療
面

接
・
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
・
頭
頸

部
・
胸
部
・
腹
部
・
神
経
・
基

本
的
臨
床
手
技
・
救
急
）
に
対

し
十
分
な
数
の
認
定
評
価
者
の

育
成
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
医

療
面
接
の
模
擬
患
者
さ
ん
の
育

成
も
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
過

去
三
年
間
途
絶
え
て
い
た
模
擬

患
者
活
動
を
再
開
す
る
と
と
も

に
、
新
規
の
模
擬
患
者
さ
ん
に

も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
前
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
相
当
す
る
プ
レ
・
ク
リ

ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ

プ
は
、
従
来
は
三
週
間

で
あ
っ
た
の
を
、
四
週

間
に
延
長
す
る
こ
と

で
、
学
生
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
も
十
分
な
準
備

期
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
的
化
共
用
試
験

「
元
年
」
を
経
験
し
て

感
じ
た
こ
と
は
、
正
直

申
し
て
試
験
実
施
は
か

な
り
の
負
担
で
す
。
特

に
、
課
題
数
の
さ
ら
な

る
増
加
予
定
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ

Ｅ
実
施
は
、
弘
前
大
学

の
み
な
ら
ず
、
多
く
の

地
方
大
学
で
は
「
相
当

な
負
担
」
と
な
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
乗

り
越
え
て
ゆ
く
の
か
を
考
え
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
は
、

年
度
初
め
の
入
念
な
準
備
に
加

え
て
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
公
的
化
共
用
試
験
に
対
応
し

た
こ
と
が
、
今
年
度
無
事
に
終

了
で
き
た
結
果
に
結
び
つ
い
た

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
教
職
員

の
皆
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

プレ・クリニカルクラークシップ（基本的臨床手技）

会
発
表
を
重
ね
る
う
ち
に
、
以

前O
A

R
SI board m

em
ber

だ
っ
た
順
天
堂
大
学
整
形
外
科

の
石
島
旨
章
教
授
に
お
声
が
け

い
た
だ
い
た
の
が
、
今
回
の
挑

戦
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

石
島
先
生
と
は
研
究
分
野
が
近

い
こ
と
も
あ
り
、
学
会
で
は
い

つ
も
情
報
交
換
や
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
き
、
研
究
発
展
の
大
事

な
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
。
今
、
国
際
会
議

で
話
し
合
わ
れ
て
い
る
最
新
の

ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
け
た
の
は
私
に
と
っ
て
大

変
刺
激
的
で
し
た
。

　

私
が
今
回board m

em
ber

に
選
出
い
た
だ
い
た
背
景
と
し

て
、
変
形
性
膝
関
節
症
の
中
で

も
早
期
変
形
性
膝
関
節
症
と
い

う
新
た
な
概
念
に
注
目
し
て
疫

学
研
究
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
変
形
性
膝
関
節
症

は
、
こ
れ
ま
で
加
齢
に
よ
る
軟

骨
の
摩
耗
が
生
じ
、
関
節
が
大

き
く
変
形
し
て
し
ま
っ
た
ら
人

工
関
節
置
換
術
を
行
う
も
の
、

と
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
関

節
の
構
造
学
的
変
化
（
変
形
）

が
始
ま
る
前
の
段
階
で
も
変
形

性
膝
関
節
症
が
進
行
し
や
す
い

原
因
を
積
極
的
に
探
索
す
る
こ

と
で
、
予
防
的
な
介
入
や
治
療

が
可
能
な
病
態
が
隠
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
健
常
対
象
者
を
多
く
含

む
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
対
象
に
研
究
で
き
た
か
ら

こ
そ
の
成
果
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
半
月
板
損
傷
や
骨
脆
弱
性

に
関
連
し
た
骨
髄
病
変
、
滑
膜

炎
、
特
徴
的
な
骨
形
態
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど

が
そ
の
進
行
リ
ス
ク
因
子
と
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
病
態
に

応
じ
て
早
期
介
入
を
行
う
き
っ

か
け
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
概
念
は

O
A

RSI

の
研
究
分
野
と
し
て

も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家

に
よ
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

組
織
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
回

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

に
参
加
し
た
く
申
請
を
行
い
ま

し
た
。
新
た
な
疾
患
概
念
と
そ

れ
に
対
す
る
治
療
戦
略
を
作
成

し
て
い
く
こ
と
は
大
き
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
膝

の
健
康
を
守
り
、
フ
レ
イ
ル
や

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
予
防
し
た
い
と
い
う
思
い
で

研
究
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ

の
機
会
を
活
か
し
て
研
究
活
動

を
邁
進
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
ご
指
導
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
弘
前
大
学

整
形
外
科
学
講
座
石
橋
恭
之
教

授
、
順
天
堂
大
学
整
形
外
科
学

講
座
石
島
旨
章
教
授
、
中
路
重

之
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
岩
木

健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係

者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

正
確
な
診
断
は
困
難
で
す
。
最

近
の
研
究
で
は
、
認
知
機
能
障

害
が
あ
る
患
者
で
は
Ｃ
Ｐ
Ｖ
が

増
大
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ

の
段
階
に
お
け
る
Ｃ
Ｐ
Ｖ
に
つ

い
て
は
詳
細
な
研
究
は
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
我
々
は
、

Ｃ
Ｐ
Ｖ
が
Ｍ
Ｃ
Ｉ
に
お
け
る
独

立
し
た
予
測
因
子
で
あ
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
究
で
は
、
い
き
い

き
健
診
に
参
加
さ
れ
た
二
千
三

百
九
十
人
を
対
象
と
し
ま
し
た
。

概
要
は
、
参
加
者
を
Ｍ
Ｃ
Ｉ
群

と
健
常
者
群
に
二
群
化
し
、
こ

の
二
群
間
に
独
立
し
て
関
連
し

て
い
る
因
子
に
つ
い
て
、
各
脳

容
積
を
含
め
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ

ク
回
帰
分
析
を
し
ま
し
た
。
結

果
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｖ
は
年
齢
や
性
別

な
ど
の
交
絡
因
子
か
ら
独
立
し

て
お
り
、
さ
ら
に
脳

実
質
容
積
や
海
馬
容

積
に
対
し
て
も
有
意

に
独
立
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
両
群
で

Ｃ
Ｐ
Ｖ
は
側
脳
室
容

積
（
Ｌ
Ｖ
Ｖ
）
と
の

相
関
性
が
高
い
こ
と

も
わ
か
り
ま
し
た
。
今
回
の
結

果
は
前
述
で
述
べ
た
先
行
研
究

と
一
致
し
、
Ｃ
Ｐ
Ｖ
と
Ｌ
Ｖ
Ｖ

の
変
化
が
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
段
階
で
す

で
に
存
在
す
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
ま
す
。
多
く
の
先
行
研
究
で

も
Ａ
Ｄ
に
お
け
る
脈
絡
叢
の
機

能
不
全
を
示
唆
し
て
お
り
、

我
々
の
結
果
に
一
致
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
研
究
に
よ
り
、
Ｃ

Ｐ
Ｖ
が
認
知
障
害
の
疾
患
進
行

を
定
量
化
す
る
画
像
マ
ー
カ
ー

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

本
研
究
で
は
、
弘
前
大
学
Ｃ

Ｏ
Ｉ
研
究
推
進
機
構
の
中
路
重

之
先
生
を
は
じ
め
と
し
た
、
い

き
い
き
健
診
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

方
々
に
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
本
研
究
は
放
射
線
診

断
学
講
座
の
掛
田
伸
吾
教
授
、

脳
神
経
内
科
学
講
座
の
冨
山
誠

彦
教
授
、
京
都
大
学
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
の
渡
邉

啓
太
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昭和時代の部
室

昭和時代の部
室
血管・炎症医学講座
教授　今　泉　忠　淳

写真コラム （23）
写真コラム （23）

　弘前大学医学部
では、現在も部活
動が盛んですが、
私が在学していた
昭和の終わりの頃
も、活発に部活動
が行われていまし
た。私は卓球部と
写真部に所属して
いました。現在は、医学部コミュニケーションセンター【写真
１】がある場所に、木造の部室小屋【写真２】があり、いくつ
かの部が入居していました。写真部のモノクロ銀塩写真を現
像・焼き付けするための暗室もこの建物の中にありました。こ
の写真の左側に移っている紐には、野球部が洗濯したユニ
フォームを干していました。この部室はバラック同様で、夕方、
野球部が練習を終えてどかどかと戻ってくると、建物全体が揺
れました。したがって、写真部が写真の焼き付けを行うのは、
必然的に野球部が出入りしない夜～深夜になることが多かった
です。暗室作業は、ラジオを聴きながら行ったものですが、「小
沢正一の小沢正一的こころ」（1973 年～ 2012年に放送）が

記憶に残っています。
暗室作業に疲れて焼
鳥屋「たかやん」へ
行くと、よく写真部
の先輩が「サントリー
ホワイト（サン白）」
を飲んでいて、おごっ
ていただいたもので
す。

【写真 1】 2023年。

【写真 2】 1988年。
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秋
田
大
学
先
進
デ
ジ
タ
ル
医

学
・
医
療
教
育
学
講
座
・
及
川

沙
耶
佳
特
任
教
授
の
他
に
、
医

学
科
六
年
次
・
秋
田
優
里
菜
さ

ん
、
保
健
学
科
四
年
次
・
八
幡

恭
輔
さ
ん
が
加
わ
り
、
有
意
義

な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
、
廣
田
和
美
医
学
研
究
科

長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
盛
会
裡

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
終
了
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
大
学
等
の
教
育

機
関
教
職
員
に
加
え
て
、
大
学

生
・
大
学
院
生
、
自
治
体
等
行

政
職
員
、
一
般
の
方
と
多
岐
に

わ
た
り
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
事

業
へ
の
理
解
が
深
ま
る
良
い
内

容
で
あ
っ
た
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に

学
部
学
生
が
加
わ
っ
て
い
た
の

が
良
か
っ
た
な
ど
の
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
多
職
種
連
携
と
Ｄ
Ｘ
技
術

で
融
合
し
た
北
東
北
が
創
出
す

る
地
域
医
療
教
育
コ
モ
ン
ズ
」

は
令
和
十
年
度
ま
で
継
続
し
て

事
業
を
展
開
し
て
ゆ
き
ま
す
。

青
森
県
・
秋
田
県
を
中
心
と
し

た
地
域
医
療
教
育
が
さ
ら
に
充

　

弘
前
大
学
は
、
文
部
科
学
省

が
公
募
し
た
大
学
教
育
再
生
戦

略
推
進
費
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時

代
の
医
療
人
材
養
成
拠
点
形
成

事
業
」（
令
和
四
年
度
か
ら
七

年
間
）
で
全
国
十
一
拠
点
の
う

ち
の
一
つ
に
選
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
学
の
拠
点
形
成
事
業
は

「
多
職
種
連
携
と
Ｄ
Ｘ
技
術
で

融
合
し
た
北
東
北
が
創
出
す
る

地
域
医
療
教
育
コ
モ
ン
ズ
」
で

あ
り
、
秋
田
大
学
・
弘
前
学
院

大
学
・
弘
前
医
療
福
祉
大
学
、

青
森
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
多

職
種
連
携
教
育
を
基
盤
と
し
た

総
合
的
に
患
者
・
地
域
住
民
を

診
る
資
質
・
能
力
を
持
つ
医
療

者
教
育
に
よ
り
持
続
可
能
な
地

域
医
療
共
同
体
を
北
東
北
に
構

築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

本
事
業
は
、
令
和
四
年
十
月

一
日
に
ス
タ
ー
ト
し
て
一
年
余

を
経
て
順
調
に
実
績
を
あ
げ
て

お
り
、
そ
の
実
績
を
基
に
令
和

五
年
十
二
月
二
十
日
に
ア
ー
ト

ホ
テ
ル
弘
前
シ
テ
ィ
に
て
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

事
業
責
任
者
・
郡
千
寿
子
理

事
の
挨
拶
の
後
、
佐
賀
大
学
・

教
授
で
地
域
医
療
科
学
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
長
の
小
田
康
友
先

生
に
よ
る
「
卒
前

卒
後
教
育
を
つ
な

ぐL
e

a
rn

in
g 

Society

の
形
成
」

と
題
し
た
特
別
講

演
が
あ
り
ま
し

た
。
特
別
講
演
で

は
、
地
域
完
結
型

医
療
を
意
識
し
た

医
学
教
育
で
あ
る
こ
と
の
必
要

性
が
説
明
さ
れ
、
そ
の
目
標
達

成
の
中
心
で
あ
る
医
学
部
・
附

属
病
院
に
求
め
ら
れ
る
も
の
に

関
し
て
の
具
体
的
な
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
後
半
は
、「
多
職
種
連

携
と
屋
根
瓦

式
教
育
に
つ

い
て
」
を
テ 

ー
マ
と
し
た

パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
パ

ネ
リ
ス
ト
に

は
、
医
学
教

育
学
講
座
・

野
村
理
助
教
、

　

宮
下
宗
一
郎
・

青
森
県
知
事
と
五

年
次
学
生
と
の
懇

談
会
が
、
令
和
六

年
一
月
十
六
日
に

医
学
部
基
礎
大
講

堂
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
県
側
か

ら
は
宮
下
知
事
に

加
え
、
永
田
翔
健

康
福
祉
部
長
・
小
川
克
弘
良
医

育
成
支
援
特
別
顧
問
ら
が
出
席

し
、
福
田
学
長
、
廣
田
医
学
部

長
、
袴
田
附
属
病
院
長
の
列
席

の
も
と
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
県

知
事
と
弘
前
大
学
医
学
部
医
学

科
学
生
と
の
懇
談
会
は
年
二
回

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
県
知
事
と

学
会
賞
に
吉
澤
忠
司
先
生

弘
前
医
学
会
会
計
幹
事
　
黒
　
瀬
　
　
　
顕

（
病
理
診
断
学
講
座
　
教
授
）

第
161
回
弘
前
医
学
会
例
会

　

大
寒
を
過
ぎ
雪
は
少
な
い
な

が
ら
冷
え
込
ん
だ
一
月
二
十
六

日
午
後
、
百
六
十
一
回
弘
前
医

学
会
例
会
が
医
学
部
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
弘
前
医
学
会
会

長
廣
田
和
美
先
生
の
ご
挨
拶
の

後
、
一
般
演
題
に
移
り
ま
し

た
。
今
年
は
令
和
二
年
度
、
第

三
十
九
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究

基
金
助
成
金
と
令
和
三
年
度
、

第
四
回
櫻
井
記
念
医
学
研
究
賞

を
授
与
さ
れ
た
五
演
題
も
含

め
、
例
年
よ
り
多
い
十
三
題
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

皆
さ
ん
日
頃
の
研
究
内
容
や
成

果
を
ご
披
露
戴
い
た
も
の
で
、

お
互
い
を
切
磋
琢
磨
す
る
よ
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
い
で
選
考
委
員
、
佐
藤
温

先
生
、
津
田
英
一
先
生
、
平
林

健
先
生
、
島
田
美
智
子
先
生
、

齋
藤
紀
先
先
生
に
よ
る
優
秀
発

表
賞
選
考
が
行
わ
れ
、
委
員
長

平
林
先
生
よ
り
吉
澤
忠
司
先
生

（
病
理
生
命
科
学
講
座
）
の

「T
issue clearing

法
を
用
い

た
胆
道
・
膵
臓
癌
の
３
次
元
画

像
解
析
」
が
優
秀
発
表
賞
に
選

青
森
県
知
事
と

五
年
次
学
生
と
の
懇
談
会

学
務
委
員
長
　
鬼
　
島
　
　
　
宏

（
医
学
教
育
学
講
座
　
教
授
）

地
域
基
盤
型
医
療
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

　
副
セ
ン
タ
ー
長
　
鬼
　
島
　
　
　
宏

（
医
学
教
育
学
講
座
　
教
授
）

「
多
職
種
連
携
と
Ｄ
Ｘ
技
術
で
融
合
し
た

「
多
職
種
連
携
と
Ｄ
Ｘ
技
術
で
融
合
し
た

北
東
北
が
創
出
す
る
地
域
医
療
教
育
コ

北
東
北
が
創
出
す
る
地
域
医
療
教
育
コ

モ
ン
ズ
」
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

モ
ン
ズ
」
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

医
学
科
学
生
と
の
定
期
的
な
懇

談
は
、
全
国
的
に
見
て
も
極
め

て
稀
で
貴
重
な
会
と
な
っ
て
お

り
、
春
は
新
入
生
を
対
象
に
、

秋
は
五
年
生
を
対
象
と
し
た
も

の
で
す
。
こ
の
懇
談
会
が
ス
タ 

ー
ト
し
た
の
は
平
成
十
七
年
の

こ
と
で
あ
り
、
十
九
年
に
わ
た

り
連
続
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
宮
下
知
事
と
な
っ
て
か
ら

は
、
最
初
の
記
念
す
べ
き
懇
談

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

懇
談
会
の
初
め
に
宮
下
知
事

か
ら
は
「
青
森
県
の
目
指
す
医

療
の
姿
」
と
題
し
た
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
む
つ
市
長
時
代
の

下
北
地
域
の
医
療
行
政
の
中

で
、
慢
性
的
な
医
師
不
足
へ
の

対
応
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
種
々
の
対
策
な

ど
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を

基
盤
に
知
事
と
な
っ
た
現
在
、

青
森
県
の
医
療
の
未
来
に
明
る

い
展
望
を
持
つ
た
め
に
何
を
す

べ
き
か
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

知
事
の
講
演
の
後
は
、
学
生

と
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
学
生
か
ら
は
、
む

ば
れ
た
旨
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
選
考
理
由
と
し
て
は
蛍
光

で
の
三
次
元
画
像
に
よ
り
癌
の

進
展
を
視
覚
的
に
訴
え
た
点
が

印
象
的
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
例
会
講
座
は
病
態

薬
理
学
講
座
准
教
授
に
着
任
さ

れ
ま
し
た
丹
羽
康
貴
先
生
に
お

願
い
し
「
眠
気
と
い
う
感
覚
の

理
解
を
目
指
し
て
」
と
題
す
る

講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
覚
醒

時
の
活
動
の
記
憶
が
眠
気
に
関

係
す
る
と
い
う
と
て
も
面
白
い

内
容
で
あ
り
、
同
じ
学
内
に
所

属
し
な
が
ら
全
く
異
な
っ
た

テ
ー
マ
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い

る
事
を
改
め
て
知
り
、
大
い
に

刺
激
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
上
野
伸
哉
先
生
の

座
長
に
よ
る
第
二
十
八
回
弘
前

大
学
医
学
部
学
術
賞
受
賞
記
念

講
演
に
移
り
ま
し
た
。
学
術
奨

励
賞
受
賞
記
念
講
演
は
遲
野
井

祥
先
生
（
内
分
泌
代
謝
内
科
、

分
子
病
態
病
理
学
講
座
）
と
木

下
裕
貴
先
生
（
集
中
治
療
部
）

に
、
学
術
特
別
賞
は
斎
藤
淳
一

先
生
（
麻
酔
科
）
と
諸
橋
一
先

生
（
消
化
器
乳
腺
甲
状
腺
外

科
）
に
ご
講
演
戴
き
ま
し
た
。

遲
野
井
先
生
は
留
学
先
の
シ
ン

シ
ナ
チ
か
ら
の
ｗ
ｅ
ｂ
講
演
で

あ
り
時
差
と
空
間
を
超
え
お
話

戴
き
ま
し
た
。

　

参
加
総
数
は
八
十
九
人
で
こ

の
う
ちT

eam
s

に
よ
る
参
加

は
二
十
二
人
で
し
た
。
演
題
も

多
く
充
実
し
た
例
会
と
な
り
ま

し
た
。
次
回
は
本
年
七
月
六
日

㈯
、
第
百
七
回
弘
前
医
学
会
総

会
が
八
戸
市
に
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
皆
様
是
非
ご
参
加
下
さ

い
。

実
・
発
展
す
る
よ
う
、
医
学
研

究
科
附
属
地
域
基
盤
型
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
一

丸
と
な
っ
て
尽
力
し
て
ゆ
く
次

第
で
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公益社団法人　青森医学振興会
【沿革】平成11年3月1日　　弘前大学医学部医学科後援会鵬桜医学振興会発足（任意団体）
　　　 平成13年4月2日　　社団法人青森医学振興会設立認可
　　　 平成24年4月1日　　公益社団法人青森医学振興会へ移行認定

　当会では、青森県の医学・医療の発展を促進するため、次の事業活動を行っております。
　　　　○医学教育活動の活性化を図るための事業への支援
　　　　○医学・医療の高度化に資する医学研究事業への支援
　　　　○地域医療の振興に寄与する事業への支援
　　　　○海外との学術交流等の活性化を図るための事業への支援

　随時、会員の募集とご寄附を受付しております。
　本会の公益目的事業に対する寄附金（年会費を含む）は、確定申告をしていただくこと
により税制上の優遇措置の対象となります。
　年会費は、下記いずれかの口座へお振込み願います。
　なお、ご入会をご希望される方又はご寄附（年会費を除く）をされる方は、お手数です
が当会までご連絡をお願いいたします。ゆうちょ銀行については、専用の払込用紙を用意
しております。

口座名 公益社団法人　青森医学振興会

口　座
青 森 銀 行　親方町支店　　　普通　1087485　（お願い：振込手数料はご負担願います。）
みちのく銀行　大学病院前支店　普通　0198579　（お願い：振込手数料はご負担願います。）
ゆうちょ銀行　口座記号番号　02200－4－57580　�（専用の払込取扱票を利用の場合は、振

込手数料は無料）

会　費

会員種別 年会費

医学部教員
医学部卒業生等
賛同する個人
賛同する団体

1万円
2万円
2万円
10万円

お問い合わせ　公益社団法人青森医学振興会事務局
TEL・FAX 0172-40-2872　E-mail : info@aomori-mpm.jp

つ
総
合
病
院
で
の
実
習
で
は
医

師
の
専
門
性
の
み
な
ら
ず
患
者

を
総
合
的
に
み
る
こ
と
の
大
切

さ
、
男
女
共
同
参
画
の
促
進
に

よ
る
医
療
者
の
労
働
環
境
の
向

上
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
な
ど
若
年

者
へ
の
医
療
、
全
国
的
に
み
て

も
深
刻
な
青
森
県
の
医
師
不
足

へ
の
対
応
な
ど
に
関
す
る
意
見

が
出
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
に
も
熱
心
な
懇
談
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
青
森
県
や
自
治
体
か

ら
の
寄
附
講
座
が
複
数
設
置
さ

れ
て
お
り
、
県
内
の
大
小
医
療

機
関
を
循
環
す
る
本
県
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
地
域
循
環
型
医
師
育
成

シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
試
み
が
な

さ
れ
、
県
と
大
学
と
の
連
携
も

強
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
青

森
県
の
医
療
の
未
来
に
明
る
い

展
望
を
持
つ
た
め
に
は
、
弘
前

大
学
医
学
部
を
中
心
と
す
る
循

環
型
医
師
育
成
の
中
で
、
多
く

の
卒
業
生
が
青
森
県
に
定
着

し
、
大
学
が
担
う
教
育
・
研
究

機
能
を
充
実
し
て
ゆ
く
こ
と
も

肝
要
で
す
。
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「
臨
床
麻
酔
薬
理
学
書
」

「
臨
床
麻
酔
薬
理
学
書
」

廣
田
　
和
美

廣
田
　
和
美

（
麻
酔
科
学
講
座
　
教
授
）

（
麻
酔
科
学
講
座
　
教
授
）

　

日
本
麻
酔
科
医
会
連
合

に
よ
り
「
臨
床
麻
酔
科
学

の
成
書
を
つ
く
る
」
と
い

う
目
的
の
も
と
編
集
さ
れ

た
シ
リ
ー
ズ
第
二
弾
の
本

で
す
。
一
冊
目
の
「
臨
床

麻
酔
科
学
書
」
の
薬
理
学

の
内
容
を
補
完
す
る
書
籍

と
し
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

麻
酔
関
連
薬
剤
の
薬
理
学

を
基
礎
か
ら
し
っ
か
り
理

解
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
全
麻
酔
科
医
に
と
っ

て
必
読
の
成
書
で
す
。

日
本
麻
酔
科
医
会
連
合
出
版
部 

、

編
集
主
幹

：

森
田
潔
（
岡
山
大
学
名

誉
教
授
／
川
崎
医
科
大
学
特
任
教

授
）／
編
集

：

廣
田
和
美
（
弘
前
大

学
）／
川
真
田
樹
人
（
信
州
大
学
）

弘
前
医
学
会
例
会

弘
前
医
学
会
優
秀
発
表
賞
を

受
賞
し
て

病
理
生
命
科
学
講
座
　
准
教
授
　
吉
　
澤
　
忠
　
司

　

こ
の
度
は
、
令
和
六
年
一
月

二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
百
六
十
一
回
弘
前
医
学
会
例

会
に
お
い
て
、
優
秀
発
表
賞
を

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
選

考
委
員
の
先
生
方
、
ま
た
日
頃

よ
り
共
同
研
究
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
消
化
器
外
科
学
講

座
の
先
生
方
、
大
学
院
生
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
今
回
発
表
し

た
演
題
は
「T

issue clearing 

法
を
用
い
た
胆
道
・
膵
臓
癌
の

３
次
元
画
像
解
析
」
で
す
。

T
issue clearing 

法
と
は
、
有

機
溶
媒
を
用
い
組
織
を
透
明
化

後
、
画
像
取
得
、
画
像
解
析
ソ

フ
ト 

（IM
A

RIS

） 

を
用
い
て

３
次
元
構
築
・
解
析
す
る
手
法

で
す
。
本
手
法
に
よ
り
、
実
際

の
人
体
組
織
内
で
起
こ
っ
て
い

る
現
象
を
２
次
元
画
像
か
ら
の

想
像
で
は
な
く
、
目
に
見
え
る

形
で
、
３
次
元
画
像
と
し
て
得

ら
れ
る
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
本
研
究

で
は
、
癌
と
神
経
の
関
係

を
、
切
除
標
本 

（
胆
管
癌

組
織
） 

を
用
い
、
３
次
元

構
造
解
析
を
行
い
ま
し

た
。
近
年
、
癌
と
神
経
と

の
関
係
は
、
注
目
さ
れ
て

い
る
分
野
で
あ
り
、
特
に

膵
癌
、
胆
管
癌
組
織
で

は
、
神
経
周
囲
に
癌
組
織

が
浸
潤
す
る
像
が
、
他
の

消
化
器
癌
よ
り
も
多
く
観

察
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
癌
と
神
経
の
３
次
元

構
造
を
明
ら
か
に
し
た
報

告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
本
研
究
に
よ
り
、
癌

の
発
生
と
と
も
に
、
神
経

新
生
が
起
こ
り
、
そ
の
新

生
神
経
を
伝
っ
て
癌
細
胞

が
連
続
性
に
神
経
周
囲
を
伝

い
、
胆
管
壁
を
広
範
囲
に
進
展

し
て
い
く
像
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
つ
ま
り

癌
の
進
展
と
神
経
新
生
は
密
接

に
関
係
し
て
お
り
、
こ
こ
に
働

く
因
子
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
、
今
後
治
療
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

発
見
に
結
び
つ
く
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
ら

か
に
す
る
べ
く
、
消
化
器
外
科

学
講
座
の
大
学
院
生
と
と
も

に
、
神
経
周
囲
に
浸
潤
す
る
癌

細
胞
に
特
異
的
に
発
現
す
る
遺

伝
子
を
空
間
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ

ト
ー
ム
解
析
に
よ
り
解
析
し
始

め
た
と
こ
ろ
で
す
。
最
後
に
、

本
研
究
は
、
櫻
井
様
（
第
四
回

櫻
井
記
念
医
研
究
賞
若
手
奨
励

賞
）
か
ら
の
援
助
を
も
と
に
行

う
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
場

を
か
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

G
lobal G

old S
eptem

ber C
am

paign 2
0

2
3

「
弘
前
城
ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
」
開
催

小
児
科
学
講
座
　
助
教
　
小
　
林
　
明
　
恵

　

毎
年
九
月
に
小
児
が
ん
の
子

ど
も
た
ち
へ
の
支
援
を
表
明

し
、
小
児
が
ん
の
啓
発
を
目
指

す
「
ゴ
ー
ル
ド
・
セ
プ
テ
ン

バ
ー
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
世

界
中
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
各
地
の
名
所
や
シ
ン
ボ
ル

で
小
児
が
ん
の
啓
発
リ
ボ
ン
カ

ラ
ー
で
あ
る
「
ゴ
ー
ル
ド
」
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
や
ゴ
ー
ル
ド
リ
ボ

ン
を
掲
げ
る
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
す
。
当
科
も
参
加

す
る
日
本
小
児
が
ん
研
究
グ

ル
ー
プ
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｇ
）
を
中
心

に
日
本
で
も
二
〇
二
一
年
か
ら

各
地
の
名
所
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
、
二
〇
二
三
年
は
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
六
十
九
か
所
が

金
色
に
輝
き
ま
し
た
。
こ
こ
弘

前
で
も
地
域
の
方
々
に
小
児
が

ん
に
つ
い
て
想
い
を
寄
せ
て
頂

け
れ
ば
、
と
弘
前
市
や
附
属
病

院
、患
者
家
族
会
「
う
ぃ
ず
」、

患
者
支
援
団
体
「
と
も
し
び
プ

ラ
ス
」
の
ご
協
力
を
受
け
、
二

〇
二
二
年
か
ら
弘
前
城
ゴ
ー
ル

ド
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
も
九
月
二
十
三
日
㈯

に
ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
お
昼
過
ぎ
か
ら
患
者
さ
ん

と
ご
家
族
の
交
流
会
「
お
は
な

し
の
会
」
を
開
催
し
、
入
院
中

の
こ
と
や
治
療
後
の
保
育
園
や

学
校
な
ど
に
纏
わ
る
経
験
や
悩

み
を
共
有
す
る
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
夕
暮
れ
と

共
に
弘
前
公
園
へ
移
動
し
、
集

ま
っ
た
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
、

当
科
や
病
棟
の
ス
タ
ッ
フ
、
保

健
学
科
教
員
で
金
色
の
弘
前
城

を
写
真
に
収
め
た
り
、
久
し
ぶ

り
の
再
会
に
お
話
が
弾
ん
だ
り

と
い
っ
た
楽
し
い
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
は
袴
田
病
院
長

の
ご
提
案
で
追
手
門
か
ら
本
丸

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
会
場
ま
で
を

小
児
科
病
棟
の
プ
レ
イ
ル
ー
ム

に
オ
ン
ラ
イ
ン
中

継
し
、
入
院
中
の

お
子
さ
ん
達
や
ご

家
族
に
も
イ
ベ
ン

ト
の
様
子
を
味

わ
っ
て
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
月
の

一
か
月
間
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
合
わ

せ
て
附
属
病
院
正

面
玄
関
に
小
児
が

ん
啓
発
の
ポ
ス

タ
ー
と
ゴ
ー
ル
ド

リ
ボ
ン
ツ
リ
ー
を

展
示
し
ま
し
た
。

七
夕
の
短
冊
の
よ

附属病院正面玄関での啓発ポスターとツリーの展示

金色に輝く弘前城の前で患者さん、ご家族、
スタッフと共に記念撮影。

メッセージでいっぱいになった
ゴールドリボンツリー

おしらせ

  

「
休
み
時
間
の
感
染
症
学
」

「
休
み
時
間
の
感
染
症
学
」

齋
藤
　
紀
先

齋
藤
　
紀
先

（
臨
床
検
査
医
学
講
座
　
准
教
授
）

（
臨
床
検
査
医
学
講
座
　
准
教
授
）

　
『
休
み
時
間
の
〇
〇
学
』
シ
リ
ー
ズ
で
は
す

で
に
「
休
み
時
間
の
免
疫
学
（
第
三
版
）」
を

執
筆
し
て
お
り
、
多
く
の
学
生
さ
ん
に
利
用
し

て
頂
き
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
そ
の
「
感
染
症
学
」
版
が
完
成
し
発
刊

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
流

行
の
中
、
一
般
の
方
々
や
メ
デ
ィ
ア
、
あ
る
い

は
医
療
関
係
者
が
発
信
す
る
情
報
で
す
ら
「
さ

す
が
に
そ
れ
は
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う

感
染
症
の
情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
の
感
染
症
学
に
対

す
る
弱
さ
も
実
感
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
、

新
型
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
た（
？
）と
こ
ろ
で
、

感
染
症
の
本
当
に
基
本
的
な
知
識
を
ま
と
め

て
、
入
門
書
と
し
て
情
報
発
信
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
本
書
は
医
学
生
や
研
修
医
、
あ
る
い

は
感
染
症
診
療
の
簡
単
な
ま
と
め
知
識
が
欲
し

い
ド
ク
タ
ー
向
け
に
執
筆
し
ま
し
た
。
感
染
症

学
の
最
低
限
の
知
識
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

【
内
容
】

Chapter 1　

�

感
染
症
を
理
解
す
る
た
め
の
正
し

い
検
査
結
果
の
考
え
方

Chapter 2　

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
検
査

Chapter 3　

感
染
症
の
診
断

Chapter 3　

練
習
問
題
・
解
答　

Chapter 4　

細
菌
の
分
類
と
抗
菌
薬

Chapter 5　

真
菌
と
抗
真
菌
薬

Chapter 6　

�

感
染
症
（
抗
菌
薬
）
治
療
の
プ
ロ

セ
ス

Chapter 7　

薬
剤
耐
性
菌
と
耐
性
化
の
機
序

Chapter 8　

感
染
症
各
論
Ⅰ
：
一
般
感
染
症

Chapter 9　

�

感
染
症
各
論
Ⅱ
：
性
感
染
症
，
食

中
毒

Chapter 10　

�

感
染
症
各
論
Ⅲ
：
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
ワ
ク
チ
ン

Chapter 11　

�

感
染
症
各
論
Ⅳ
：
そ
の
他
の
重
要

な
感
染
症

Chapter 12　

感
染
対
策
と
法
律

国
家
試
験
問
題
集
：200

問
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

仕
様

：

二
八
八
ペ
ー
ジ
／

　
　
　

フ
ル
カ
ラ
ー
Ａ
５
判

定
価（
税
込
み
二
，四
二
〇
円
）

二
〇
二
三
年
十
月
二
十
日
発
行

著
者

：

齋
藤
紀
先

う
に
ゴ
ー
ル
ド
リ
ボ
ン
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
設
置
し
た
と

こ
ろ
、
来
院
さ
れ
た
方
々
の
手

に
よ
っ
て
ツ
リ
ー
い
っ
ぱ
い
の

多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ

頂
き
ま
し
た
。
弘
前
城
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
と
ツ
リ
ー
の
様
子
は
Ｊ

Ｃ
Ｃ
Ｇ
広
報
紙
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
Ｊ
Ｃ

Ｃ
Ｇ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

小
児
が
ん
は
希
少
疾
患
で
あ

り
身
近
な
こ
と
と
し
て
は
捉
え

ら
れ
難
い
た
め
、
認
知
度
が
低

い
こ
と
、
難
治
疾
患
や
有
効
な

治
療
法
の
な
い
疾
患
が
あ
る
こ

と
、
成
長
発
達
途
中
の
子
ど
も

た
ち
が
強
力
な
治
療
を
受
け
る

こ
と
に
よ
る
晩
期
障
害
の
問
題

や
学
校
の
問
題
、
治
療
後
の
生

活
の
問
題
…
と
多
く
の
課
題
が

あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

き
っ
か
け
に
皆
さ
ん
に
小
児
が

ん
に
つ
い
て
知
っ
て
頂
き
、
支

援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

書籍の

受賞者を囲んで（平林選考委員長 吉澤忠司先生 上野伸哉会長代行）
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特 集
令和５年度 弘前大学学術賞
第２８回 弘前大学医学部学術賞
第２４回 弘前大学医学部医学科国際化教育奨励賞
第２６回 弘前大学医学部附属病院診療奨励賞
第４２回 唐牛記念医学研究基金

弘
前
大
学
学
術
特
別
賞
（
遠
藤
賞
）

を
受
賞
し
て

分
子
病
態
病
理
学
講
座
　
教
授
　
水
　
上
　
浩
　
哉

遠 藤 賞
令
和
５
年
度
　
弘
前
大
学
学
術
賞

　

令
和
五
年
度
弘
前
大
学
学
術

特
別
賞
（
遠
藤
賞
）
を
受
賞
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。
こ
の
賞
に

選
考
し
て
い
た
だ
い
た
福
田
眞

作
学
長
、
選
考
委
員
の
先
生
方

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

受
賞
タ
イ
ト
ル
は
「
病
理
学
的

探
究
に
よ
る
糖
尿
病
病
態
の
解

明
」
で
す
。
現
在
、
糖
尿
病
、

そ
の
合
併
症
に
対
し
て
根
治
的

治
療
法
は
確
立
さ
れ
て
お
ら

ず
、
治
療
に
結
び
つ
く
機
序
の

解
明
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
我
々
の
講
座
で
は

糖
尿
病
の
ヒ
ト
組
織
、マ
ウ
ス
、

ラ
ッ
ト
モ
デ
ル
を
用
い
て
、
そ

の
機
序
を
病
理
学
的
に
解
明
し

て
お
り
ま
す
。
２
型
糖
尿
病
の

病
態
に
対
し
て
は
そ
の
β
細
胞

容
積
の
低
下
機
序
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。
我
々

の
解
析
に
よ
り
、

β
細
胞
容
積
の
低

下
に
は
高
血
糖
状

態
か
ら
惹
起
さ
れ

る
酸
化
ス
ト
レ
ス

を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
ス
ト
レ
ス

が
関
与
す
る
こ

と
、
膵
島
ア
ミ
ロ

イ
ド
に
よ
り
β
細

胞
容
積
が
著
し
く

低
下
す
る
こ
と
、

ア
ミ
ロ
イ
ド
沈
着

を
促
進
す
る
因
子

（
加
齢
、
大
血
管

障
害
、
肥
満
）
に

よ
り
２
型
糖
尿
病

は
さ
ら
に
細
分
類

で
き
る
可
能
性
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
特
に
、

老
年
発
症
の
糖
尿
病
で
は
膵
島

ア
ミ
ロ
イ
ド
沈
着
と
と
も
に
導

管
内
腫
瘍
性
病
変
を
高
率
に

伴
っ
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
、

そ
の
病
態
を
初
め
て
明
ら
か
に

し
た
こ
と
は
病
理
学
の
知
識
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
成
し
得
た
成

果
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一

方
で
、
合
併
症
に
つ
い
て
は
糖

尿
病
性
神
経
障
害
を
研
究
対
象

と
し
て
お
り
ま
す
。
糖
尿
病
性

神
経
障
害
は
頻
度
が
高
く
、
糖

尿
病
早
期
に
発
症
し
ま
す
。
足

趾
の
痛
み
、
異
常
感
覚
か
ら
、

放
置
し
て
お
く
と
感
覚
の
脱

失
、
切
断
と
な
り
、
患
者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
を
著
し
く
低
下
さ
せ
ま
す
。

私
た
ち
は
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
、
痛
覚
閾

値
の
測
定
に
よ
る
糖
尿
病
性
神

弘
前
大
学
学
術
特
別
賞
（
遠
藤
賞
）

を
受
賞
し
て

脳
神
経
病
理
学
講
座
　
助
教
　
三
　
木
　
康
　
生

　

こ
の
た
び
「
多
系
統
萎
縮
症

に
お
け
る
臨
床
病
理
学
的
多
様

性
の
解
明
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

弘
前
大
学
学
術
特
別
賞
（
遠
藤

賞
）
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

尊
敬
す
る
遠
藤
正
彦
先
生
の
名

を
冠
し
た
歴
史
あ
る
賞
で
あ

り
、
大
変
な
励
み
に
な
り
ま

す
。
選
考
に
関
わ
ら
れ
た
先
生

方
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

多
系
統
萎
縮
症
（
Ｍ
Ｓ
Ａ
）

は
自
律
神
経
障
害
、
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
症
状
、
小
脳
性
運
動
失
調

を
三
徴
と
す
る
神
経
変
性
疾
患

で
、
発
症
か
ら
六
年
程
度
で
死

亡
す
る
難
病
で
す
。
こ
れ
ま
で

治
験
が
世
界
中
で
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
充
分
な
効
果
が
認
め

ら
れ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
理
由
と
し
て
、
治
験
の

際
に
用
い
ら
れ
る
旧
Ｍ
Ｓ
Ａ
臨

床
診
断
基
準
の
診
断
精
度
が
充

分
で
な
い
こ
と
が
以
前
よ
り
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
1
旧
診
断
基
準
を
満
た
す

患
者
は
高
度
に
進
行
し
た
Ｍ
Ｓ

Ａ
で
あ
る
一
方
で
、
Ｍ
Ｓ
Ａ
類

縁
疾
患［
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病（
Ｐ

Ｄ
）や
進
行
性
核
上
性
麻
痺（
Ｐ

Ｓ
Ｐ
）
な
ど
］
が
治
験
に
混
入

し
う
る
こ
と
、
2
旧
診
断
基
準

を
満
た
さ
な
い
非
典
型
的
Ｍ
Ｓ

Ａ
患
者
も
あ
る
一
定
数
存
在
す

る
こ
と
、
3
診
断
を
指
示
す

る
、
あ
る
い
は
指
示
し
な
い
徴

候
の
再
検
証
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
で
す
。
2
の
非
典
型
的
Ｍ

Ｓ
Ａ
は
治
療
に
反
応
し
や
す
い

軽
症
な
Ｍ
Ｓ
Ａ
と
言
い
換
え
る

こ
と
が
で
き
、
治
験
に
組
み
込

む
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
私
は
、
当
時
留
学
し
て

い
た
英
国U

niversity College 
London Q

ueen Square Brain 
Bank

に
蓄
積
さ
れ
た
多
数
の

Ｍ
Ｓ
Ａ
剖
検
脳
と
臨
床
歴
を
用

い
て
こ
れ
ら
の
問
題
に
取
り
掛

か
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
Ｍ
Ｓ
Ａ
と
臨
床
診
断

さ
れ
た
Ｍ
Ｓ
Ａ
類
縁
疾
患
（
Ｐ

Ｄ
や
Ｐ
Ｓ
Ｐ
）
の
臨
床
的
特
徴

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
う

い
っ
た
Ｍ
Ｓ
Ａ
類
縁
疾
患
を
臨

床
診
断
す
る
際
、
往
々
に
し
て

Ｐ
Ｄ
や
Ｐ
Ｓ
Ｐ
ら
し
い
臨
床
症

状
に
加
え
て
Ｍ
Ｓ
Ａ
を
示
唆
す

る
紛
ら
わ
し
い
臨
床
症
状
を
併

せ
持
ち
ま
す
。
そ
の
際
、
高
度

の
自
律
神
経
障
害
と
Ｍ
Ｓ
Ａ
の

診
断
を
支
持
す
る
徴
候
の
有
無

を
吟
味
す
る
と
高
い
精
度
で
類

縁
疾
患
を
除
外
で
き
る
こ
と
を

見
出
し
ま
し
た
。
次
に
、
Ｐ
Ｄ

や
Ｐ
Ｓ
Ｐ
と
臨
床
診
断
さ
れ
た

非
典
型
的
Ｍ
Ｓ
Ａ
患
者
を
抽
出

し
、
膨
大
な
臨
床
症
状
か
ら
軽

症
で
も
Ｍ
Ｓ
Ａ
の
臨
床
診
断
に

至
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
作
成
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
認
知
症
の

存
在
は
Ｍ
Ｓ
Ａ
の
診
断
を
支
持

し
な
い
と
旧
診
断
基
準
で
明
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
た
ち

は
Ｍ
Ｓ
Ａ
に
見
ら
れ
る
認
知
機

能
障
害
の
種
類
や
頻
度
、
記
憶

障
害
の
成
因
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
記
憶
障
害
の
成
因
に
お

け
る
研
究
は
本
学
で
樹
立
し
た

Ｍ
Ｓ
Ａ
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
を
用
い

て
行
っ
た
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
貢
献
が
認
め
ら

れ
、
二
〇
二
二
年
に
改
定
さ
れ

た
新
Ｍ
Ｓ
Ａ
臨
床
診
断
基
準
の

改
定
委
員
と
し
て
治
療
法
開
発

の
方
向
性
を
世
界
に
示
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
剖
検
に
賛
同
し
て

く
だ
さ
っ
た
尊
い
志
を
持
つ
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
、
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
若
林
孝
一
教
授
、

そ
し
てQ

ueen Square

のHelen 
Ling

先
生
、Janice H

olton

教

授
、N

iall Q
uinn

教
授
に
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
以
前

臨
床
に
関
わ
っ
て
い
た
際
、
治

療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
と
患
者
さ

ん
に
伝
え
、
介
護
の
話
に
移
る

の
を
い
つ
も
心
苦
し
く
思
っ
て

い
ま
し
た
。
Ｍ
Ｓ
Ａ
の
患
者
さ

ん
に
「
治
療
法
は
あ
り
ま

す
！
」
と
い
つ
か
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
こ
の
度

は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

経
障
害
に
関
与
す
る
新
し
い
因

子
の
探
索
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
炎
症
と
痛
覚
閾
値
悪

化
の
関
連
が
見
い
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
モ
デ
ル
動
物
を

用
い
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
早

期
の
神
経
障
害
で
は
末
梢
神
経

に
催
炎
症
性
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ

の
浸
潤
、
そ
れ
に
よ
る
酸
化
ス

ト
レ
ス
、
逆
行
性
軸
索
輸
送
の

障
害
が
惹
起
さ
れ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
特
に
、
逆

行
性
輸
送
の
障
害
に
つ
い
て
は

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
も
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
研
究

は
当
講
座
に
臨
床
科
か
ら
派
遣

さ
れ
た
多
く
の
大
学
院
生
が
中

心
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
研
究
で

す
。
院
生
を
派
遣
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
消
化
器
外
科
学
講

座
、
内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座

を
は
じ
め
と
し
た
臨
床
科
の
先

生
方
に
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
賞
に

恥
じ
ぬ
よ
う
、
研
究
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

弘
前
大
学
学
術
特
別
賞

（
若
手
優
秀
論
文
賞
）
を
受
賞
し
て

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
学
研
究
講
座

客
員
研
究
員
　
木
　
下
　
佳
　
大

若手優秀論文賞
　

こ
の
度
は
、
若
手
優
秀
論
文

賞
を
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私

は
、
二
〇
二
三
年
三
月
ま
で
社

会
医
学
講
座
の
大
学
院
生
と
し

て
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生

方
・
関
係
者
の
皆
様
に
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
論
文
は
、
弘
前
大
学CO

I-
N

EX
T

の
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
健

診
の
健
康
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析

に
よ
る
も
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
前
後

の
健
診
デ
ー
タ
を
縦
断
的
に
解

析
す
る
こ
と
で
、
座
位
行
動
が

増
加
し
、
そ
れ
が
内
臓
脂
肪
の

蓄
積
な
ど
健
康
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当

時
、
世
間
で
は
コ
ロ
ナ
太
り
、

運
動
不
足
な
ど
が
話
題
に
な
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
し
っ
か
り

と
研
究
さ
れ
た
エ
ビ
デ
ン
ス
は

な
く
、
質
の
高
い
肥
満
研
究
が

報
告
さ
れ
て
い
る
国
際
誌

International Journal of 
O

besity

に
掲
載
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
多
く
の
方
に
関
心
を

も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

本
研
究
が
実

現
し
た
の
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
健
診

が
毎
年
欠
か
さ

ず
実
施
さ
れ
て

き
た
こ
と
に
よ

り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
の
健
診

の
実
施
は
、
開

催
時
期
の
調
整
や
現
場
で
の
感

染
予
防
対
策
の
徹
底
な
ど
、
先

生
方
・
関
係
者
の
み
な
さ
ま
の

大
変
な
ご
苦
労
の
も
と
で
実
現

し
ま
し
た
が
、
弘
前
大
学
と
住

民
の
皆
様
と
の
長
年
に
わ
た
る

信
頼
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と

理
解
し
て
お
り
ま
す
。

　

座
位
行
動
の
研
究
は
ま
だ
ま

だ
発
展
途
上
で
あ
り
、
特
に
内

臓
脂
肪
と
の
関
係
に
つ
い
て
の

研
究
は
不
足
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
研
究
を
続
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
座
位
行
動
を
減
ら
す
こ

と
が
内
臓
脂
肪
蓄
積
の
予
防
、

ひ
い
て
は
、
健
康
状
態
の
改
善

に
寄
与
す
る
こ
と
を
、
エ
ビ
デ

ン
ス
と
と
も
に
お
伝
え
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
日
の
座
位
行
動
時
間

を
精
確
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る

デ
バ
イ
ス
や
、
個
々
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
あ
わ
せ
た
座
位
行

動
時
間
を
減
ら
す
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
開
発
・
提
供
で
き
た

ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
ご
指
導

し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
健
診
の
関
係
者
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

遠 藤 賞
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医
学
部
学
術
賞
（
特
別
賞
）

を
受
賞
し
て麻

酔
科
　
講
師
　
斎
　
藤
　
淳
　
一

特 別 賞
　

第
二
十
八
回
弘
前
大
学
医
学

部
学
術
賞
（
特
別
賞
）
に
選
出

い
た
だ
き
ま
し
た
研
究
テ
ー
マ

は
「
希
釈
式
自
己
血
輸
血
の
同

種
血
回
避
へ
の
効
果
と
安
全

性
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
生
理
的

変
動
」
で
す
。
希
釈
式
自
己
血

輸
血
と
い
え
ば
弘
前
大
学
麻
酔

科
と
認
知
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ

た
希
釈
式
自
己
血
輸
血
で
す

が
、
こ
こ
数
年
日
本
全
国
多
く

の
施
設
で
実
施
さ
れ
普
及
し
て

き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
二

〇
一
六
年
に
保
険
収
載
さ
れ
た

こ
と
やCO

V
ID

-19

で
同
種
血

輸
血
の
供
給
が
不
安
定
に
な
っ

た
こ
と
、
心
臓
手
術
へ
の
応
用

で
そ
の
有
用
性
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
、
い
く

つ
か
の
要
因
が
重
な
り
麻
酔
科

医
の
み
な
ら
ず

外
科
医
か
ら
も

関
心
を
得
て
い

ま
す
。
多
く
の

研
究
会
や
学
会

で
希
釈
式
自
己

血
輸
血
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ

ま
で
希
釈
式
自

己
血
輸
血
と
は

無
縁
だ
っ
た
施

設
か
ら
も
当
院

へ
実
施
方
法
に

つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
を
い
た

だ
い
て
い
ま

す
。
時
流
と
重

な
り
希
釈
式
自

己
血
輸
血
に
関
す
る
研
究
成
果

が
評
価
さ
れ
、
医
学
部
学
術
賞

の
受
賞
へ
と
つ
な
が
っ
た
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
二
〇
〇
七
年
に
弘
前
大

学
を
卒
業
し
十
六
年
経
過
し
ま

し
た
が
、
そ
の
大
半
を
弘
前
大

学
医
学
部
附
属
病
院
の
医
師
と

し
て
勤
務
し
て
き
ま
し
た
。
初

期
研
修
の
一
年
目
を
大
学
病
院

で
過
ご
し
た
私
は
研
究
も
で
き

る
臨
床
医
と
し
て
一
人
前
に
な

り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
、
麻
酔
科
教
室
の
一
員
と

な
っ
て
か
ら
は
毎
年
一
本
の
論

文
を
書
く
こ
と
を
最
低
限
の
目

標
と
し
て
き
ま
し
た
。
大
学
病

院
の
医
師
の
務
め
で
あ
る
臨

床
、
研
究
、
教
育
を
き
ち
ん
と

勤
め
上
げ
る
の
は
決
し
て
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
臨

床
医
と
し
て
働
き
な
が
ら
研
究

し
論
文
を
し
た
た
め
、
学
生
や

若
手
医
師
へ
の
教
育
も
行
う
こ

と
は
大
変
な
労
力
が
必
要
で

す
。
そ
ん
な
中
ど
う
し
て
論
文

を
書
き
つ
づ
け
る
と
い
う
気
持

ち
に
な
っ
た
の
か
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
臨
床
研
修
一
年
目
に

書
い
た
論
文
が
受
理
さ
れ
た
時

の
喜
び
・
興
奮
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
喜
び
を

も
う
一
度
味
わ
い
た
い
と
い
う

自
己
満
足
を
満
た
す
た
め
に
続

け
た
結
果
、
少
し
ず
つ
様
々
な

事
象
に
気
づ
き
症
例
報
告
や
研

究
の
興
味
深
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

弘
前
大
学
で
し
か
や
っ
て
い
な

い
こ
と
＝
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
、

と
い
う
視
点
に
基
づ
き
希
釈
式

自
己
血
輸
血
を
研
究
テ
ー
マ
と

し
て
選
び
、
淡
々
と
研
究
を
継

続
し
て
い
く
う
ち
に
一
定
の
成

果
・
評
価
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
昨
今
、
日
本
の
研
究
力
低

下
、
麻
酔
科
領
域
の
研
究
力
低

下
が
盛
ん
に
報
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
状
況
に
少
し
で
も
抗

う
力
と
な
る
よ
う
希
釈
式
自
己

血
輸
血
の
研
究
を
続
け
、
地
方

か
ら
力
強
く
発
信
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
度

は
学
術
賞
へ
の
選
出
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（右から）斎藤淳一講師、諸橋一講師、水上浩哉教授（遲野井
祥助教代理）、木下裕貴助教

医
学
部
学
術
賞
（
特
別
賞
）

を
受
賞
し
て

特 別 賞

第
２８
回
　
弘
前
大
学
医
学
部
学
術
賞

　

こ
の
度
、
私
は
第
二
十
八
回

弘
前
大
学
医
学
部
学
術
特
別
賞

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
ま

し
た
こ
と
を
大
変
光
栄
に
感

じ
、
選
考
し
て
頂
き
ま
し
た
先

生
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
回
の
研
究
テ
ー
マ
「
遠

隔
手
術
の
社
会
実
装
に
求
め
ら

れ
る
技
術
要
件
の
解
明
と
社
会

実
証
研
究
」
は
、
私
共
、
消
化

器
外
科
学
講
座
が
教
室
員
総
出

で
二
〇
二
一
年
よ
り
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
用

い
た
遠
隔
手
術
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
究
に

な
り
ま
す
。
遠
隔
手
術
は
二
〇

〇
〇
年
代
初
頭
に
既
に
ア
メ
リ

カ
と
フ
ラ
ン
ス
の
間
で
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
通
信
遅
延
や
安
全

性
、
経
済
性
に
関
す
る
技
術
的

な
ハ
ー
ド
ル
を
超
え
る
こ
と
が

困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
後

は
研
究
が
頓
挫
し
て
お
り
ま
し

た
。
近
年
、
日
本
で
は
、
手
術

支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
技
術
の
発
展

と
高
速
大
容
量
通
信
技
術
の
進

歩
を
背
景
に
高
度
な
技
術
を
有

す
る
医
師
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

な
が
ら
の
、
遠
隔
手
術
へ
の
期

待
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

法
的
に
は
二
〇
一
九
年
七
月
の

「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
指
針
」

改
訂
で
遠
隔
手
術
が
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
に
含
ま
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
遠
隔
手
術
を
実
施
可
能
と

す
る
法
的
環
境
が
整
い
、
ま
た
、

二
〇
二
二
年
六
月
に
は
日
本
外

科
学
会
に
よ
り
遠
隔
手
術
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
い
よ
い
よ
遠
隔
手
術

の
社
会
実
装
が
現
実
味
を
帯
び

て
き
て
い
る
状
況
で
す
。
私
達

は
二
〇
二
一
年
三
月
に
国
内
初

と
な
る
ロ
ボ
ッ
ト
遠
隔
手
術
の

実
証
実
験
を
本
学
と
む
つ
総
合

病
院
の
間
で
行
い
、
国
内
の
商

用
回
線
と
国
産
ロ
ボ
ッ
ト
を
用

い
た
遠
隔
手
術
に
成
功
し
ま
し

た
。
弘
前
か
ら
約
百
五
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
む
つ
の
ロ
ボ
ッ

ト
を
操
作
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
が
動

き
出
し
た
時
の
感
動
は
今
で
も

忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
同
年
十
月
に
は
十
和
田

市
の
北
里
大
学
獣
医
学
部
附
属

病
院
と
の
間
で
生
体
（
ブ
タ
）

を
用
い
た
ロ
ボ
ッ
ト
遠
隔
手
術

に
成
功
し
、
通
信
の
安
全
性
に

関
し
て
重
要
な
報
告
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
社
会
実

装
実
験
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
に

合
計
六
回
の
遠
隔
手
術
の
実
証

実
験
を
行
い
、
ロ
ボ
ッ
ト
遠
隔

手
術
の
実
現
に
向
け
た
重
要
な

報
告
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
究
に
際
し
、
多
大

な
る
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
む

つ
総
合
病
院
や
北
里
大
学
獣
医

消
化
器
外
科
、
乳
腺
外
科
、
甲
状
腺
外
科

講
師
　
諸
　
橋
　
　
　
一

医
学
部
学
術
賞
（
奨
励
賞
）

を
受
賞
し
て

奨 励 賞
　

大
変
光
栄
な
こ
と
に
奨
励
賞

に
ご
選
出
い
た
だ
い
た
『RA

GE 
activation in m

acrophages 
an

d
 d

ev
elop

m
en

t of 
experim

ental diabetic 
polyneuropathy

』
で
は
、
糖

尿
病
性
神
経
障
害
の
新
た
な
病

態
機
序
を
提
唱
す
る
こ
と
で
、

機
序
に
基
づ
く
治
療
標
的
の
同

定
に
向
け
て
一
歩
、
科
学
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

研
究
は
、
水
上
浩
哉
教
授
の
ご

指
導
の
下
、
研
究
室
ス
タ
ッ

フ
、
学
内
外
の
共
同
研
究
者
の

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
解
析
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で

き
た
、
貴
重
な
大
学
院
在
籍
期

間
の
集
大
成
で
す
。
選
考
員
の

方
々
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
方
々
に
、
重
ね
て
心
よ
り

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

基
礎
研
究
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
大
学
院
入
学
当
初
は

独
身
で
、
子
供
も
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
四
六
時
中
、
研

究
室
に
籠
も
っ
て
マ
ウ
ス
の
脊

内
分
泌
内
科
、
糖
尿
病
代
謝
内
科

助
教
　
遲
野
井
　
　
　
祥

髄
後
根
神
経
節
を
つ
ま
み
出

し
、
深
夜
にlive im

aging

が

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
伴
い
、
研
究
に

使
え
る
時
間
が
有
限
で
あ
る
こ

と
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
知
っ
て
い
る
の
と
、
実

感
す
る
の
に
は
遥
か
な
隔
た
り

が
あ
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
娘

が
保
育
園
に
い
る
せ
い
ぜ
い
八

－

九
時
間
の
間
に
ど
れ
だ
け
の

こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、

と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
と
は

い
え
、
悲
観
的
に
な
っ
て
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
無
限
に
時
間
が

あ
れ
ば
、
独
り
で
立
派
な
基
礎

研
究
が
で
き
る
か
、
と
言
う

と
、
現
代
で
は
否
の
様
で
す
。

私
は
現
在
、
米
国
のCincinnati 

Childrenʼs H
ospital

に
留
学

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ

こ
はN

ature

やCell

を
連
発

す
る
強
豪
研
究
施
設
で
す
が
、

ど
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
幅

広
い
共
同
研
究
に
よ
っ
て
構
築

さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
個

学
部
附
属
病
院
の
関
係
者
の
皆

様
方
、
ま
た
、
学
内
で
サ
ポ
ー

ト
を
頂
き
ま
し
た
事
務
の
皆
様

方
、
実
験
の
被
験
者
の
ご
協
力

を
頂
き
ま
し
た
泌
尿
器
科
・
産

婦
人
科
・
消
化
器
外
科
の
先
生

方
、
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
最

先
端
研
究
に
携
わ
る
機
会
を
頂

き
、
温
か
く
ご
指
導
を
頂
き
ま

し
た
袴
田
教
授
に
こ
の
場
を
お

借
り
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
も
ロ
ボ
ッ
ト

を
用
い
た
遠
隔
手
術
を
通
じ
て

地
域
医
療
に
貢
献
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ご
支

援
・
ご
指
導
の
ほ
ど
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

医
学
部
学
術
賞
（
奨
励
賞
）

を
受
賞
し
て

集
中
治
療
部
　
助
教
　
木
　
下
　
裕
　
貴

奨 励 賞
　

集
中
治
療
部
の
木
下
裕
貴
と

申
し
ま
す
。
こ
の
度
、
弘
前
大

学
医
学
部
学
術
賞
（
奨
励
賞
）

と
い
う
大
変
栄
誉
あ
る
賞
を
受

賞
さ
せ
て
頂
き
、
選
考
委
員
会

の
先
生
方
に
は
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
今
回
の
受
賞
論
文

で
あ
る
「T

he perioperative 
frontal relative ratio of the 
alpha pow

er of electroen -
cephalography for predict-
ing postoperative delirium

 
after highly invasive 
surgery: A

 prospective 
observational study

」

（A
nesthesia and A

nalgesia

誌
掲
載
）
は
、
高
侵
襲
手
術
に

お
け
る
全
身
麻
酔
中
の
脳
波
、

特
に
α
波
が
術
後
せ
ん
妄
を
予

測
で
き
る
か
を
検
討
し
た
論
文

で
す
。
術
後
せ
ん
妄
の
発
症
機

序
と
さ
れ
て
い
る
脳
内
炎
症
に

着
目
し
、
高
侵
襲
か
つ
術
後
せ

ん
妄
の
発
症
率
が
高
い
食
道

癌
・
頭
頚
部
癌
根
治
術
に
お
い

て
、
全
身
麻
酔
中
の
脳
波
お
よ

び
炎
症
性
物
質
を
経
時
的
に
測

定
す
る
こ
と
で
炎
症
が
全
身
麻

酔
中
の
脳
波
や
術
後
せ
ん
妄
へ

与
え
る
影
響
を
検
討
し
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
同
程
度
の
炎
症

が
お
こ
る
手
術
に
お
け
る
術
後

せ
ん
妄
の
発
症
は
、
術
中
の
炎

症
の
程
度
よ
り
も
術
前
の
脳
の

脆
弱
性
が
最
も
重
要
で
あ
る
こ

と
を
、
全
身
麻
酔
中
の
脳
波
α

波
の
変
化
で
示
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
研
究
に
着
手
し
た

時
点
で
は
加
齢
や
術
前
の
認
知

機
能
低
下
に
よ
り
全
身
麻
酔
中

の
α
波
が
減
少
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
術
後
せ

ん
妄
を
予
測
で
き
る
と
し
た
論

文
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
長
時
間
手
術
の
脳
波
・

炎
症
性
物
質
を
経
時
的
に
測

定
・
解
析
す
る
こ
と
で
炎
症
が

全
身
麻
酔
中
の
脳
波
や
術
後
せ

ん
妄
へ
与
え
る
影
響
を
検
討
し

た
初
め
て
の
研
究
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
回
の
受
賞
を
励
み
と

し
て
、
今
後
も
全
身
麻
酔
中
の

脳
波
と
術
後
せ
ん
妄
・
術
後
認

知
機
能
障
害
の
研
究
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本

研
究
の
御
指
導
頂
き
ま
し
た
当

講
座
の
廣
田
和
美
教
授
を
は
じ

め
、
御
指
導
御
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
多
く
の
方
に
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

人
の
努
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん

が
、
研
究
資
材
と
解
析
方
法
は

秒
進
分
歩
で
あ
り
、
初
学
者
と

専
門
家
と
で
は
特
定
の
解
析
を

遂
行
す
る
の
に
費
や
す
時
間
が

遥
か
に
違
う
こ
と
を
改
め
て
学

び
ま
し
た
。
研
究
室
内
で
の
密

な
協
力
、
他
研
究
室
や
他
施
設

と
の
共
同
研
究
こ
そ
が
、
研
究

を
推
進
す
る
最
大
の
駆
動
力
な

の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

本
受
賞
を
励
み
に
、
水
上
教

授
に
総
括
し
て
い
た
だ
い
た
本

研
究
の
水
準
に
、
自
ら
の
力
で

近
づ
け
る
よ
う
に
研
鑽
を
積
ん

で
参
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

解
析
能
力
の
向
上
に
加
え
、
研

究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
に

注
力
し
、
よ
り
大
切
な
こ
と
に

は
、
同
僚
と
家
族
に
益
々
の
敬

意
と
感
謝
を
示
し
、Physician

、

Scientist

、
さ
ら
に
は
夫
お
よ

び
父
と
し
て
の
均
衡
を
保
ち
な

が
ら
、
着
実
に
前
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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科
の
渡
邉
亮
太
先
生
と
共
に
ハ

ワ
イ
大
学
で
の
学
び
の
場
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
し
ば
ら
く
行
え
て
い
な

か
っ
た
だ
け
に
感
慨
深
い
思
い

で
し
た
。

　

私
が
ハ
ワ
イ
を
訪
れ
た
の
は

十
月
で
し
た
が
、
程
よ
い
暖
か

さ
で
大
変
過
ご
し
や
す
か
っ
た

で
す
。
陽
気
な
晴
天
が
続
き
、

空
は
青
く
高
く
、
ビ
ー
チ
や
街

中
は
大
勢
の
人
で
大
い
に
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

を
明
け
、
多
く
の
日
本
人
観
光

客
が
ハ
ワ
イ
を
訪
れ
て
い
た
こ

と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

ハ
ワ
イ
大
学
で
は
四
日
間
、

朝
九
時
か
ら
夕
方
四
時
近
く
ま

で
実
り
の
あ
る
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
神

戸
大
学
や
横
浜
市
立
大
学
に
お

い
て
、
こ
れ
か
ら
の
医
学
教
育

を
支
え
る
熱
意
に
満
ち
た
先
生

達
と
交
流
で
き
た
こ
と
、
こ
れ

か
ら
の
医
学
教
育
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
議
論
で
き
た
こ
と

が
、
大
変
有
意
義
で
し
た
。
ま

た
ハ
ワ
イ
大
学
の
学
生
に
対
し

て
実
際
に
ハ
ワ
イ
大
学
式
の
Ｐ

Ｂ
Ｌ
を
行
う
機
会
を
い
た
だ

き
、
拙
い
英
会
話
能
力
で
は
あ

り
ま
す
がD

iscussion

で
き
た

こ
と
が
収
穫
で
し
た
。

　

実
際
に
提
示
し
た
症
例
は
三

十
代
の
若
い
男
性
で
、
労
作
時

胸
痛
を
主
訴
に
自
身
が
地
域
実

習
を
し
て
い
る
診
療
所
に
や
っ

て
き
た
と
い
う
設
定
で
Ｐ
Ｂ
Ｌ

を
開
始
し
ま
し
た
。
胸
痛
は
症

候
学
で
も
か
な
り
重
要
で
あ
り
、

見
逃
す
と
命
を
落
と
し
か
ね
ま

第
２４
回
　
医
学
部
医
学
科
国
際
化
教
育
奨
励
賞

　

こ
の
度
は
、
栄
誉
あ
る
弘
前

大
学
医
学
部
医
学
科
国
際
化
教

育
奨
励
賞
を
受
賞
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
大
変
光
栄
に
感
じ
て
お

り
ま
す
。
選
考
に
関
係
さ
れ
た

皆
様
、
様
々
な
形
で
ご
指
導
・

ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、

ま
ず
は
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
は
こ
の
賞
の
支
援
に
よ
り
、

米
国
（
ハ
ワ
イ
）
で
ハ
ワ
イ
大

学
式Problem

 Based Learn-
ing

（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
を
学
ぶ
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
今
、

臨
床
現
場
で
ク
リ
ニ
カ
ル
ク

ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
の
学
生
と
接
す

る
機
会
が
増
え
、『
理
想
の
教

育
と
は
何
か
？
』
と
い
う
こ
と

を
真
剣
に
考
え
、
悩
む
日
々
が

続
い
て
お
り
ま
し
た
。
た
だ
教

え
る
だ
け
で
は
学
生
の
身
に
付

か
ず
、
持
続
可
能
な
学
び
を
得

る
た
め
に
は
ど
う
す
る
べ
き
か

と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
折
に
、
今
回
の
国

際
化
教
育
奨
励
賞
の
お
話
を
い

た
だ
き
、
応
募
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
幸
い
選
考
に
通
過

す
る
こ
と
が
で
き
、
脳
神
経
外

医
学
部
医
学
科
（
国
際
化
教
育

奨
励
賞
）
を
受
賞
し
て

総
合
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
　
助
教
　
市
　
川
　
博
　
章

せ
ん
。
私
は
循
環
器

内
科
医
師
で
あ
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な

症
例
を
選
び
ま
し

た
。
父
親
を
若
く
し

て
亡
く
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
家

族
性
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
血
症
と
い
う

背
景
疾
患
ま
で
考
え

ら
れ
る
か
と
い
う
内

容
で
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
進
め
ま
し
た
。

実
際
に
参
加
し
て
く
れ
た
五
名

の
学
生
さ
ん
達
は
入
学
し
て
か

ら
三
ヶ
月
し
か
経
っ
て
い
な
い

に
も
関
わ
ら
ず
、
丁
寧
に
考

え
、
皆
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
意
見

を
出
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
驚

く
べ
き
こ
と
に
彼
女
達
の
授
業

形
態
と
し
て
座
学
は
わ
ず
か

で
、
ほ
ぼ
Ｐ
Ｂ
Ｌ
か
ら
医
学
を

学
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
以
外
は
図
書
館
や

論
文
か
ら
情
報
を
得
て
自
ら
学

び
、
み
ん
な
で
そ
の
内
容
を
共

有
す
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
受
動
的
な

医
学
教
育
と
は
異
な
り
、
実
に

能
動
的
で
効
率
的
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
特
に
家
族
性
高
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
血
症
に
つ
い
て
学
生

が
知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

驚
き
を
覚
え
ま
し
た
。
ま
た
家

族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症

へ
の
対
応
や
、
注
意
点
に
つ
い

て
講
義
を
行
う
と
み
ん
な
食
い

入
る
よ
う
に
私
の
話
を
聞
い
て

貪
欲
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し

た
。

　

私
は
今
回
体
感
し
た
ハ
ワ
イ

大
学
式
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
弘
前
大
学
で

の
医
学
教
育
に
還
元
す
べ
く
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
春
か

ら
新
年
度
を
迎
え
、
弘
前
大
学

で
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
や
講
義
を
す
る
機

会
が
増
し
ま
す
の
で
、
し
っ
か

り
と
弘
前
大
学
の
医
学
教
育
を

発
展
さ
せ
る
べ
く
日
々
を
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
こ
の
よ
う
な
海
外
で

学
べ
る
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ

き
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
度
は
、
国
際
化
教
育
奨

励
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
の

で
報
告
致
し
ま
す
。
令
和
五
年

十
月
十
七
日
か
ら
二
十
日
に
か

け
て
、
ハ
ワ
イ
大
学John A

 
Burns School of M

edicine

で

ハ
ワ
イ
式
のProblem

-Based-
Learning 

（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
に
つ
い

て
学
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

今
回
はT

utor

と
し
て
Ｐ
Ｂ

Ｌ
の
指
導
方
法
に
つ
い
て
学
ん

で
参
り
ま
し
た
。
ま
ず
講
義
で

Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

Ｐ
Ｂ
Ｌ
は
提
示
さ
れ
た
症
例
に

対
し
、Fact, H

ypothesis, N
eed 

to learn, Learning issue

を

挙
げ
て
い
き
ま
す
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
は

学
生
同
士
が
自
ら
考
え
、
症
例

のFact

か
ら
可
能
性
の
あ
る

診
断
、
自
ら
が
学
ぶ
べ
き
こ
と

医
学
部
医
学
科
（
国
際
化
教
育

奨
励
賞
）
を
受
賞
し
て

脳
神
経
外
科
　
助
手
　
渡
　
邉
　
亮
　
太

に
つ
い
て
挙
げ
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
症
例
の
診
断
に
つ
い

て
不
足
す
る
場
面
も
み
ら
れ
ま

す
。T

utor

は
学
生
が
挙
げ
き

れ
な
か
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
質

問
し
、
知
識
を
提
供
す
る
の
で

は
な
く
、
学
生
が
考
え
る
ヒ
ン

ト
を
与
え
、
気
づ
か
せ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

　

講
義
の
あ
と
は
、
作
成
し
た

症
例
に
つ
い
て
実
際
に
ハ
ワ
イ

大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
た

ち
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、T

utor

と
し
て
Ｐ
Ｂ
Ｌ

に
参
加
す
る
機
会
も
得
ら
れ
ま

し
た
。
実
際
に
Ｐ
Ｂ
Ｌ
が
開
始

さ
れ
る
と
学
生
た
ち
が
能
動
的

に
症
例
に
つ
い
て
考
え
、
自
ら

課
題
を
見
つ
け
て
学
習
し
て
い

ま
し
た
。
不
足
部
分
に
つ
い
て

は
、「
こ
の
症
状
に
つ
い
て
は

ど
う
思
う
か
」
と
質
問
し
、
新

た
な
気
づ
き
を
促
し
て
い
ま
し

た
。
参
加
し
て
い
る
学
生
た
ち

は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
い
印

象
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
は
Ｐ
Ｂ
Ｌ

の
場
だ
け
で
な
く
、
臨
床
実
習

の
際
に
も
症
例
に
興
味
を
持
っ

て
能
動
的
な
学
習
を
促
す
こ
と

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
す
る
前
は
英
語
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
不
安
は
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
参
加
し
て

み
る
と
、
新
し
い
出
会
い
が
あ

り
、
自
ら
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

国
際
化
教
育
に
お
い
て
は
、
ま

ず
参
加
す
る
こ
と
の
積
極
性
が

重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

国
際
化
教
育
を
進
め
る
こ
と
は

自
分
で
も
気
づ
け
な
い
一
歩
を

踏
み
出
す
機
会
と
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回

の
受
賞
に
あ
た
り
、
日
頃
ご
指

導
い
た
だ
き
、
今
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
の
機
会
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
斉
藤
教

授
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係

者
の
皆
様
へ
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
国
際
化

教
育
の
活
動
に
参
加
し
て
い

き
、
次
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

医
学
部
附
属
病
院
診
療
奨
励
賞

（
診
療
技
術
賞
）
を
受
賞
し
て

女
性
の
健
康
推
進
医
学
講
座
　
助
教
　
大
　
石
　
舞
　
香

診療技術賞
第
２６
回
　
医
学
部
附
属
病
院
診
療
奨
励
賞

　

こ
の
度
、「
女
性
ア
ス
リ
ー

ト
外
来
開
設
に
よ
る
青
森
県
女

性
ア
ス
リ
ー
ト
包
括
的
サ
ポ
ー

ト
へ
の
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
、
診
療
奨
励
賞
（
技
術
賞
）

を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
自

分
た
ち
の
取
り
組
み
が
こ
の
よ

う
な
形
で
評
価
さ
れ
、
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

　

当
外
来
で
は
年
齢
、
競
技
レ

ベ
ル
を
問
わ
ず
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
全
て
の
女
性
が
、
楽
し
く
健

康
で
長
く
競
技
生
活
を
送
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
、
整
形
外
科

医
、
産
科
婦
人
科
医
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
、
理
学
療

法
士
な
ど
が
チ
ー
ム
を
組
み
、

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
特
有
の
健
康

問
題
に
対
し
、
障
害
予
防
や
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
観
点
か

ら
包
括
的
に
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
二
〇
二
六
年
に
は

青
森
県
で
第
八
十
回
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
医
学
的
サ
ポ
ー
ト

の
一
助
と
な
れ
ば
と
も
考
え
て

い
ま
す
。
診
療
内
容
は
、「
女

性
ア
ス
リ
ー
ト
の
三
主
徴
」

と
し
て
知
ら
れ
る
利
用
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
、
無
月

経
、
骨
粗
鬆
症
を
主
軸
と
し

て
、
月
経
に
関
す
る
問
題
、

ス
ポ
ー
ツ
貧
血
、
疲
労
骨
折

な
ど
身
体
の
痛
み
な
ど
に
対

し
て
幅
広
く
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

診
療
は
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協

会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー

資
格
を
持
つ
整
形
外
科
医
、

産
婦
人
科
医
が
担
当
し
て
お

り
、
必
要
時
は
理
学
療
法
士

に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
治
療
を
行
い
ま
す
。
当
外

来
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

従
来
で
あ
れ
ば
複
数
の
科
が

そ
れ
ぞ
れ
で
診
療
し
て
き
た

疾
患
に
対
し
て
、
各
科
が
連

携
す
る
こ
と
で
、
疾
患
間
の
関

連
性
に
も
留
意
し
必
要
な
予

防
、
治
療
を
並
行
し
て
行
う
こ

と
が
で
き
る
点
に
あ
り
ま
す
。

　

当
外
来
受
診
者
は
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
レ
ベ
ル
か
ら
国
際
大

会
レ
ベ
ル
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
ま
で
様
々
で
す
が
、
受
診
し

た
選
手
が
全
国
大
会
入
賞
結
果

の
賞
状
を
持
参
し
て
結
果
を
報

告
し
て
く
れ
る
な
ど
、
少
し
ず

つ
で
す
が
お
役
に
立
て
る
場
面

が
増
え
て
き
て
お
り
、
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
各
科
が
連
携
し
な
が

ら
、
県
内
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の

サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
、
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

医
学
部
附
属
病
院
診
療
奨
励
賞

（
診
療
技
術
賞
）
を
受
賞
し
て

感
染
制
御
セ
ン
タ
ー
　
看
護
師
長
　
木
　
村
　
俊
　
幸

診療技術賞
　

こ
の
度
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
対
す
る

貢
献
」
に
対
し
て
、
大
変
栄
誉

あ
る
弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病

院
診
療
奨
励
賞
（
診
療
技
術

賞
）
を
頂
戴
し
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

選
考
委
員
の
諸
先
生
方
な
ら

び
に
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
〇
一
九
年
十
二
月
に
中

国
・
武
漢
で
確
認
さ
れ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（CO
V

ID
-19

）が
、こ
れ
ま
で
、

幾
度
と
な
い
ウ
イ
ル
ス
変
異
を

遂
げ
、
現
在
も
続
く
未
曾
有
の

感
染
症
と
な
る
と
は
、
当
時
は

誰
も
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
感
染
症
の
歴
史

上
、
ペ
ス
ト
、
コ
レ
ラ
、
ス
ペ

イ
ン
か
ぜ
等
、
世
界
を
一
変
さ

せ
て
し
ま
う
様
な
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
は
、
約
百
年
周
期
で
訪
れ
る

と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に

ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
か
ら
一
世
紀
、

CO
V

ID
-19

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

前
例
の
な
いCO

V
ID

-19

対

応
に
は
、
非
常
に
困
難
を
極
め

ま
し
た
。
令
和
六
年
二
月
時
点

で
感
染
流
行
は
第
九
波
を
数

え
、
そ
の
感
染
規
模
や
流
行
株

の
特
徴
に
よ
り
、
社
会
的
影
響

は
毎
回
異
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
検
査
体
制
や
治
療
薬
、
ワ

ク
チ
ン
等
の
開
発
に
よ
り
行
政

対
応
も
刻
々
と
変
化
し
ま
し

た
。
病
院
と
し
て
は
、
そ
の
都

度
、
迅
速
で
適
切
な
状
況
判
断

と
対
応
が
求
め
ら
れ
、
昼
夜
・

休
日
関
係
な
く
、
ま
た
連
休
も

取
れ
ず
院
内
外
の
対
応
の
た
め

尽
力
い
た
し
ま
し
た
。

　

職
員
の
皆
様
に
は
、
感
染
対

策
と
し
て
、
業
務
や
日
常
生
活

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

等
全
て
に
お
い
て
、
抑
止
・
抑

制
を
か
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
皆
様
一
人
一
人
が

患
者
さ
ん
の
た
め
を
思
い
、
辛

抱
強
く
、
献
身
的
に
日
々
ご
尽

力
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
、
当
院
は
重
大
な
ク
ラ
ス

タ
ー
事
例
も
ほ
ぼ
な
く
経
過
出

来
て
お
り
ま
す
。
感
染
管
理
認

定
看
護
師
の
仲
間
達
の
中
に

は
、
激
務
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
退
職
し
た
者
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
が
今

も
業
務
を
続
け
て
い
ら
れ
る
の

は
、
病
院
長
を
初
め
と
し
た
、

職
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰

と
思
い
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
後
もCO

V
ID

-19

感
染
流

行
の
波
は
や
っ
て
来
る
と
思
い

ま
す
。
院
内
や
地
域
の
た
め
に

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

医
学
部
附
属
病
院
診
療
奨
励
賞

（
心
の
ふ
れ
あ
い
賞
）
に
選
出

い
た
だ
い
て

呼
吸
器
内
科
・
感
染
症
科
　
助
教
　
當
　
麻
　
景
　
章

心のふれあい賞
　

こ
の
度
は
「
折
り
紙
に
よ
る

壁
面
装
飾
を
き
っ
か
け
と
し
た

患
者
、
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
取
り
組

み
に
関
し
て
、
当
科
外
来
看
護

師
の
阿
保
惠
美
子
さ
ん
を
診
療

奨
励
賞
（
心
の
ふ
れ
あ
い
賞
）

に
選
出
い
た
だ
き
、
推
薦
者
と

し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
「
看
護

覚
え
書
」
に
お
い
て
院
内
環
境

に
お
け
る
視
覚
的
な
変
化
の
重

要
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
欧

米
で
はA

rts in H
ealthcare

と
い
っ
た
枠
組
み
で
、
ア
ー
ト

が
患
者
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
変
化

を
き
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
の

き
っ
か
け
は
外
来
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
へ
の
装
飾
で
し
た
が
、
診
察

室
か
ら
垣
間
見
え
た
装
飾
に
関

し
て
患
者
、
家
族
か
ら
も
声
を

か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
周

囲
の
診
療
科
な
ど
に
了
承
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
外
来
待
合
、

病
棟
へ
壁
面
装
飾
を
行
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
動
画
サ
イ
ト

を
参
考
に
し
て
作
成
さ
れ
た
折

り
紙
は
精
巧
で
目
を
引
き
、
内

容
もW

orld Baseball Classic

の
参
加
メ
ン
バ
ー
、
ア
ニ
メ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
流
行
、
季

節
に
即
し
た
も
の
を
扱
い
、
思

わ
ず
会
話
が
展
開
さ
れ
る
も
の

で
し
た
。
特
に
外
来
で
の
会
話

は
、
疾
患
、
検
査
、
治
療
に
つ

い
て
の
話
が
中
心
と
な
り
、
時

に
は
画
一
的
で
、
実
務
的
と
な

り
、
患
者
側
と
し
て
は
緊
張
の

つ
づ
く
も
の
に
な
り
が
ち
で

す
。
壁
面
装
飾
を
と
お
し
て
、

趣
味
、
嗜
好
な
ど
パ
ー
ソ
ナ
ル

な
内
容
ふ
れ
る
機
会
も
多
く
な

り
、「
来
院
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し

て
も
ら
え
た
」、「
ス
タ
ッ
フ
に

親
近
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
」
な
ど
感
謝
の
投
書
を
多
数

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

被
推
薦
者
の
阿
保
さ
ん
は
当

科
外
来
の
ほ
か
に
外
来
化
学
療

法
室
を
担
当
す
る
な
ど
、
長

年
、
心
的
負
荷
が
強
い
外
来
患

者
に
接
し
、
多
忙
な
外
来
業
務

の
合
間
を
み
て
は
、
患
者
に
声

を
か
け
る
な
ど
し
て
不
安
を
和

ら
げ
て
お
り
ま
し
た
。
今
回
は

当
科
、
看
護
、
事
務
ス
タ
ッ
フ

の
多
く
か
ら
被
推
薦
者
を
推
す

声
が
あ
が
り
、
代
表
し
て
推
薦

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
壁
面
装
飾
の
み
で
は
な

く
、
長
年
の
こ
う
い
っ
た
活
動

に
よ
る
も
の
と
理
解
し
て
お
り

ま
す
。
実
際
に
、
感
謝
の
投
書

に
は
壁
面
装
飾
を
評
価
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、「
い

つ
も
声
を
か
け
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
」
な
ど
、
日
頃
の
ふ
れ

あ
い
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
が

必
ず
と
言
っ
て
添
え
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
。
阿
保
さ
ん
、
長
い

間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

医
学
部
附
属
病
院
診
療
奨
励
賞

（
心
の
ふ
れ
あ
い
賞
）
を
受
賞

し
て

呼
吸
器
内
科
外
来
　
副
看
護
師
長
　
阿
　
保
　
惠
美
子

心のふれあい賞
　

こ
の
度
は
栄
誉
あ
る
診
療
奨

励
賞
（
心
の
ふ
れ
あ
い
賞
）
を

い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
お
そ
れ
多
い
気
持

ち
と
と
も
に
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

呼
吸
器
内
科
田
坂
教
授
は
じ

め
推
薦
し
て
い
た
だ
い
た
當
麻

先
生
、
他
の
先
生
方
、
東-

５

階
工
藤
師
長
や
ス
タ
ッ
フ
、
呼

吸
器
内
科
外
来
や
内
科
外
来
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ

て
こ
そ
の
賞
で
す
。

　

受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
折
り

紙
で
す
が
、
折
り
始
め
た
と
き

は
ス
タ
ッ
フ
の
癒
し
に
な
れ
ば

と
い
う
思
い
で
始
め
ま
し
た
。

ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
行

事
や
季
節
に

関
連
し
た
も

の
を
折
っ
て

い
ま
し
た
。

た
っ
た
15
㎝

×
15
㎝
の
色

付
き
の
紙
で

す
が
、
折
れ

ば
折
る
ほ
ど

奥
が
深
く
、

ど
ん
な
形
に

で
も
な
れ

る
、
ど
ん
な

表
現
も
で
き
る
魔
法
の
紙
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
でY

ou 
T

ube

を
検
索
し
、
動
画
を
見

て
折
っ
て
い
ま
し
た
。
折
り
方

が
わ
か
ら
ず
日
の
目
の
見
な
い

折
り
紙
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
も
私
の
歴
史
だ
と

思
っ
て
大
事
に
保
管
し
て
あ
り

ま
す
。

　

初
め
完
成
し
た
作
品
は
患
者

様
に
見
え
な
い
場
所
に
貼
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
い
つ
の
間
に

か
貼
る
場
所
が
な
く
な
り
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
患
者
様

が
見
え
る
場
所
に
貼
り
ま
し
た
。

す
る
と
患
者
様
か
ら
「
誰
が

折
っ
て
い
る
の
？
」「
も
っ
と

見
え
る
場
所
に
貼
っ
て
欲
し

い
」
な
ど
の
お
言
葉
が
あ
り
、

「
物
語
風
の
折
り
紙
に
見
入
っ

た
り
、
行
事
や
季
節
が
確
認
で

き
待
ち
時
間
が
楽
し
く
な
る
」、

「
検
査
結
果
を
言
わ
れ
る
ま
で

の
不
安
な
気
持
ち
が
少
し
薄
れ

る
」、「
病
院
に
来
る
の
が
楽
し

み
」
と
い
う
嬉
し
い
投
書
ま
で

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

折
り
紙
を
通
し
て
患
者
様
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深

く
な
り
、
患
者
様
が
普
段
言
え

な
い
気
持
ち
を
表
出
す
る
た
め

の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
年
度
で
退
職
と
な
り
ま
す

が
、
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
新

た
な
勤
務
場
所
で
も
継
続
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
病
院
に
貢
献
で

き
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

第
４２
回
　
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

　

第
四
十
二
回
唐
牛
記
念
医
学

研
究
基
金
助
成
金
🄐
を
受
賞
い

た
し
ま
し
た
の
で
研
究
内
容
に

関
し
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
ず
こ
の
よ
う
な
栄
誉

あ
る
賞
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
研

究
課
題
は
「
脊
髄
損
傷
に
対
す

第
42
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

助
成
金
A
を
受
賞
し
て

整
形
外
科
　
講
師
　
熊
　
谷
　
玄
太
郎

助成金Ａ

る
予
後
予
測
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー

の
開
発
とM

use

細
胞
を
用
い

た
治
療
」
で
す
。
脊
髄
損
傷
は

外
傷
な
ど
に
よ
る
脊
髄
実
質
の

損
傷
を
契
機
に
、
損
傷
部
以
下

の
感
覚
・
運
動
・
自
律
神
経
系

の
麻
痺
が
出
現
す
る
病
態
で
あ

り
、
損
傷
後
の
神
経
機
能
の
回

復
時
期
や
回
復
度
に
は
個
人
差

が
あ
り
ま
す
。
多
能
性
成
体
幹

細
胞
で
あ
るM

use

細
胞

（M
ulti-lineage differentiat-

ing Stress Enduring cell

）

は
多
能
性
を
も
ち
、
損
傷
組
織

へ
遊
走
し
、
組
織
を
修
復
し
ま

す
。
一
方
で
損
傷
組
織
で
は
炎

症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
一
つ
で

あ
る
Ｓ
１
Ｐ
（
ス
フ
ィ
ン
ゴ
シ

ン-1-

リ
ン
酸
）
が
産
生
さ
れ
、 

M
use 

細
胞
は
Ｓ
１
Ｐ
受
容
体

を
有
す
る
た
め
、
損
傷
部
に

ホ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
る
特
徴
を
有

し
ま
す
。
我
々
は
、
マ
ウ
ス
脂

肪
お
よ
び
骨
髄
か
らM

use

細

胞
を
抽
出
す
る
こ
と
に
世
界
で

初
め
て
成
功
し
、M

use

細
胞

は
神
経
栄
養
因
子
の
放
出
、
神

経
分
化
能
に
優
れ
、
損
傷
脊
髄

に
対
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、我
々

は
脊
髄
損
傷
後
の
Ｓ
１
Ｐ
と
内

在
性 M

use

細
胞
の
動
態
が
、

神
経
機
能
の
回
復
の
病
態
生
理

に
関
与
す
る
と
い
う
仮
説
を
立

て
ま
し
た
。
本
課
題
の
目
的

は
、
Ｓ
１
Ｐ
が
脊
髄
損
傷
後
の

予
後
予
測
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
と

な
り
う
る
か
、
精
製
し
た

M
use

細
胞
を
Ｓ
１
Ｐ

を
基
に
し
た
至
適
移
植

時
期
に
静
脈
投
与
す
る

こ
と
で
損
傷
脊
髄
の
回

復
が
得
ら
れ
る
か
検
討

す
る
こ
と
で
す
。
本
課

題
を
遂
行
す
る
こ
と
で
、

Ｓ
１
Ｐ
が
脊
髄
損
傷
患

者
の
予
後
予
測
に
利
用

可
能
と
な
り
、
ま
た
回

復
度
が
低
い
患
者
に
対

し
て
はM

use

細
胞
を

移
植
す
る
こ
と
で
、
神

経
機
能
の
回
復
を
促
す

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
実
際
の
臨
床
現
場

で
は
、
患
者
様
及
び
ご

家
族
様
に
は
、
脊
髄
損

傷
に
は
有
効
な
治
療
法

が
な
く
、
今
の
機
能
を

維
持
で
き
る
よ
う
に
リ

ハ
ビ
リ
を
頑
張
り
ま

し
ょ
う
と
言
い
続
け
て
き
ま
し

た
。
今
後M

use

細
胞
が
臨
床

応
用
可
能
に
な
れ
ば
、
患
者
様

に
希
望
が
見
え
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
臨
床
応
用
に

向
け
、
着
実
に
実
験
を
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
支
援
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
研
究
支
援
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
弘
前
大
学
整
形

外
科
教
授
石
橋
恭
之
先
生
、
脊

椎
班
の
先
生
方
、
大
学
院
生
の

先
生
方
、
共
同
研
究
者
の
東
北

大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
細
胞

組
織
学
分
野
教
授
出
澤
真
里
先

生
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



医学部ウォーカー第 108 号令和 6年 3月 21 日

第
４２
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

（
助
成
金
Ｂ
）
を
受
賞
し
て

病
理
生
命
科
学
講
座
　
助
教
　
後
　
藤
　
慎
太
郎

助成金Ｂ
　

こ
の
た
び
は
伝
統
あ
る
唐
牛

記
念
医
学
研
究
基
金
を
賜
り
、

大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
基
金

設
立
者
の
故
唐
牛
敏
世
氏
と
、

み
ち
の
く
銀
行
様
の
長
き
に
わ

た
る
本
学
へ
の
ご
支
援
に
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

選
考
委
員
の
先
生
方
、
式
典
開

催
の
関
係
者
の
皆
様
、
ご
指
導

い
た
だ
い
た
教
室
の
諸
先
生
方

に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
助
成
を
頂
き
ま
し
た
研

究
課
題
は
、「
膵
癌
術
前
化
学

療
法
に
よ
る
癌
微
小
環
境
の
病

理
学
的
特
性
と
深
層
学
習
を
用

い
た
画
像
解
析
」
で
す
。
癌
は

癌
細
胞
だ
け
で
は
な
く
周
囲
の

間
質
や
血
管
な
ど
の
癌
微
小
環

境
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
近

年
、
化
学
療
法
に
よ
っ
て
癌
細

胞
だ
け
で
は
な
く
癌
微
小
環
境

も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
り
、
こ
の
よ
う

な
癌
の
治
療
効
果
に
直
結
す
る

病
理
学
的
変
化
を
、
放
射
線
画

像
で
捉
え
る
手
法
を
開
発
す
る

の
が
本
研
究
の
目
的
で
す
。
ま

た
、
私
ど
も
の
病
理
学
分
野
で

は
、
人
工
知
能
Ａ
Ｉ
の
導
入
が

比
較
的
遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、

Ａ
Ｉ
と
親
和
性
の
高
い
放
射
線

第
42
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

（
助
成
金
Ｂ
）
を
受
賞
し
て

ゲ
ノ
ム
生
化
学
講
座
　
助
教
　
畑
　
　
　
貴
　
之

助成金Ｂ
　

こ
の
度
、
歴
史
あ
る
唐
牛
記

念
医
学
研
究
基
金
よ
り
助
成
い

た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
、
大
変

光
栄
に
存
じ
ま
す
。
関
係
の
皆

様
方
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
令
和
五
年
度
よ
り
本
学

医
学
研
究
科
ゲ
ノ
ム
生
化
学
講

座
の
助
教
と
し
て
着
任
い
た
し

ま
し
た
。
専
門
は
ゲ
ノ
ム
科
学

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
植
物
を
研

究
対
象
と
し
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、本
研
究
課
題
も
「
ハ
ネ
モ
」

と
い
う
海
藻
を
扱
っ
た
も
の
と

な
り
ま
す
。
名
前
の
通
り
ハ
ネ

（
羽
）
の
よ
う
な
形
を
も
ち
、

系
統
的
に
は
沖
縄
特
産
の
ウ
ミ

ブ
ド
ウ
が
近
縁
で
す
。
近
年
に

な
っ
て
、
ハ
ネ
モ
の
も
つ
あ
る

種
の
タ
ン
パ
ク
質
が
、
肺
が
ん

細
胞
の
増
殖
抑
制
作
用
を
持
つ

第
42
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

（
助
成
金
Ｂ
）
を
受
賞
し
て

助成金Ｂ
　

こ
の
度
は
第
四
十
二
回
唐
牛

記
念
医
学
研
究
基
金
助
成
金
を

賜
り
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

故
唐
牛
敏
世
氏
、
株
式
会
社
み

ち
の
く
銀
行
様
、
ま
た
医
学
研

究
科
研
究
推
進
委
員
会
の
選
考

委
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
私
は
「
膵
星
細
胞
の
亜

集
団
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
Ｂ 

細
胞
を
介
し
た
免
疫
着
火
療
法

の
開
発
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
研

究
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
膵
星
細
胞
は
膵
臓

に
存
在
す
る
間
質
細
胞
の
一
種

で
あ
り
、
癌
関
連
線
維
芽
細
胞

の
起
源
と
な
る
細
胞
で
膵
癌
を

悪
化
さ
せ
る
細
胞
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

大
学
院
の
研
究
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
中
で
、
膵
星
細
胞

の
中
に
腫
瘍
免
疫
を
活
性
化
す

る
細
胞
集
団
が
存
在
す
る
こ
と

を
発
見
い
た
し
ま
し
た
。
今
後

の
実
験
と
し
て
は
、
ハ
イ
ス

ル
ー
プ
ッ
ト
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

を
利
用
し
て
こ
の
細
胞
集
団
を

増
加
さ
せ
る
化
合
物
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
す
。
ヒ
ッ
ト
化

合
物
に
よ
り
膵
癌
内
で
こ
の
細

胞
集
団
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
膵
癌
の
新
規
治
療

へ
と
発
展
し
て
い
く
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
最

後
に
、
袴
田
健
一
教
授
を
は
じ

め
と
し
た
消
化
器
外
科
学
講
座

の
皆
様
、
水
上
浩
哉
教
授
を
は

じ
め
と
し
た
分
子
病
態
病
理
学

講
座
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
御
指

導
御
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

消
化
器
外
科
、
乳
腺
外
科
、
甲
状
腺
外
科 

医
員
　
原
　
　
　
裕
太
郎

第５回第５回
弘前大学大学院医学研究科弘前大学大学院医学研究科

助教　助教　村澤　真吾村澤　真吾
（内分泌代謝内科学講座）（内分泌代謝内科学講座）

　医学研究科では、各講座で研究されている40歳未満の若手
研究者に、現在取り組んでいる研究内容や、研究を志したこ
れまでの経験を自ら紹介いただくことで、他の若手研究者や学
部学生の研究に対する意欲を養うことに加え、紹介した若手
研究者自身のモチベーションを向上させることを目的として、
「研究者紹介動画」を作成・公開する取り組みを始めました。

　第５回目は内分泌代謝内科学講座の村澤真吾（むらさわし
んご）先生。『CRFニューロンに共存するAVPの役割』につい
ての研究をご紹介します。

医学研究科ホームページで
公開中！

紹介動画はこちら　↓

若手研究
者紹介動画若手研究
者紹介動画

画
像
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、

病
理
医
と
し
て
、
病
理
学
研
究

に
新
た
な
風
を
吹
き
込
み
た
い

と
い
う
挑
戦
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
研
究
は
膵
癌
だ
け
で
な
く

様
々
な
癌
に
も
応
用
が
可
能
で

す
。
今
後
も
画
像
診
断
と
リ
ン

ク
し
た
癌
診
療
に
役
立
つ
病
理

学
研
究
を
展
開
し
て
ゆ
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご

協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た

（PM
ID

：36547923

）。
実
は
、

ハ
ネ
モ
に
限
ら
ず
海
藻
は
、
抗

が
ん
作
用
や
抗
肥
満
作
用
と
い
っ

た
生
理
活
性
物
質
の
新
た
な

ソ
ー
ス
と
し
て
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
本
研
究
で
は
、
ハ

ネ
モ
の
ゲ
ノ
ム
解
析
や
遺
伝
子

操
作
技
術
の
開
発
か
ら
、
新
規

生
理
活
性
物
質
の
探
索
や
海
藻

の
医
薬
産
業
利
用
へ
の
端
緒
と

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
萌
芽
的
で
、
医
学

へ
の
応
用
実
現
も
遠
く
に
あ
る

基
礎
研
究
で
は
あ
り
ま
す
が
、

海
藻
科
学
と
医
学
を
結
び
つ
け

る
学
際
的
な
取
り
組
み
と
し
て

ヒ
ト
の
健
康
へ
貢
献
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
改
め
ま

し
て
、
こ
の
度
の
ご
支
援
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

学学
生生
だだ
よよ
りり

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク

シ
ッ
プ
を
終
え
て

シ
ッ
プ
を
終
え
て

学生
だよりク

リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
を
終
え
て

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
を
終
え
て

医
学
科
六
年
　
奥
　
寺
　
真
　
子

　

医
師
国
家
試
験
が
終
わ
り
、

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ

を
振
り
返
り
な
が
ら
執
筆
し
て

お
り
ま
す
。
五
年
生
の
実
習

は
、
外
病
院
の
外
科
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
初
日
か
ら
手
術
に

入
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
臨
床
現

場
に
流
れ
る
ス
ピ
ー
ド
感
に
圧

倒
さ
れ
、
一
日
の
密
度
の
濃
さ

に
驚
き
ま
し
た
。
先
生
方
や
医

療
従
事
者
の
方
々
は
、私
を「
学

生
」
と
し
て
で
は
な
く
チ
ー
ム

医
療
に
携
わ
る
一
員
と
し
て
温

か
く
ご
指
導
く
だ
さ
り
、

〝student doctor

〟
と
し
て
の

自
覚
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

二
年
間
の
臨
床
実
習
で
大
切

に
し
た
こ
と
は
、
患
者
さ
ん
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
診

察
、
カ
ル
テ
の
記
載
を
丁
寧
に

行
う
こ
と
で
す
。
先
生
方
の
診

察
を
通
し
て
学
び
な
が
ら
、
模

索
す
る
日
々
で
し
た
。
少
し
ず

つ
患
者
さ
ん
の
訴
え
に
応
じ
た

診
察
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
、

前
よ
り
も
症
状
の
変
化
や
感
情

の
機
微
を
お
話
し
て
く
だ
さ
っ

た
時
は
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
最
初
は
時
間
が
か
か
っ

て
も
、
丁
寧
に
診
察
し
自
分
で

考
え
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
と

い
う
毎
日
の
積
み
重
ね
が
、
二

年
間
の
成
長
に
つ
な
が
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
臨
床

実
習
は
、
患
者
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
も
と
に
成
り
立
つ

こ
と
を
心
に
留
め
、
敬
意
を

持
っ
て
接
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
先
生
方
か
ら

は
、
病
態
や
治
療
を
考
え
る
際

に
、「
な
ぜ
？
」
と
い
う
疑
問

を
持
っ
て
学
ぶ
姿
勢
が
大
切
だ

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
方
と
患
者
さ
ん
の
会
話
や

診
察
、
処
置
の
背
景
に
あ
る
意

味
を
考
え
る
こ
と
は
難
し
く
至

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
を
終
え
て

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
を
終
え
て

医
学
科
六
年
　
澤
　
谷
　
俊
之
介

　

私
は
、
五
年
生
、
六
年
生
の

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ

で
多
く
の
病
院
を
回
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
五
年
生
で

は
、
大
学
病
院
を
中
心
に
全
て

の
診
療
科
で
実
習
す
る
こ
と
で

各
診
療
科
の
仕
事
や
特
色
を
つ

か
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
六

年
生
で
は
、
市
中
病
院
や
へ
き

地
で
の
実
習
を
す
る
こ
と
で
大

学
病
院
と
は
違
っ
た
経
験
を
積

む
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
連
携

や
病
院
の
役
割
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ

プ
で
は
、
先
生
方
が
優
し
く
指

導
熱
心
で
あ
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
実
習
に
望
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
も
優
し
く
丁
寧
に
わ
か
り

や
す
く
指
導
し
て
下
さ
り
、
と

て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
様
々
な

病
院
、
様
々
な
診
療
科
を
回
る

中
で
、
診
療
科
に
特
有
の
疾
患

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
授
業
だ

け
で
は
得
ら
れ
な
い
体
験
を
で

き
た
と
思
い
ま
し
た
。
実
際
に

医
師
の
仕
事
を
見
る
こ
と
で
、

患
者
さ
ん
へ
の
対
応
や
医
師
と

し
て
の
役
割
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
各
診
療
科
の

診
察
か
ら
治
療
ま
で
の
一
連
の

流
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
非

常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ

プ
を
通
し
て
、
医
学
知
識
や
技

術
面
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
医

師
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
や

大
切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
を
実
際
に
見
た
り
聞
い
た

り
す
る
こ
と
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
複
数
の
職

ら
な
い
点
が
多
い
の
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
学
び
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。
更
に
実
習
班
で
の

行
動
を
通
し
て
、
お
互
い
を
気

遣
い
な
が
ら
助
け
合
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
の

挨
拶
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
連
携
に
つ
な
が
り
、
チ
ー
ム

医
療
の
支
え
に
な
る
と
実
感
し

ま
し
た
。

　

医
師
と
な
っ
た
後
に
も
迷
い

悩
む
場
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
先
生
方
や
患
者
さ
ん
か
ら

学
ん
だ
こ
と
、
班
員
と
共
に
励

ん
だ
日
々
を
思
い
出
し
、
初
心

を
忘
れ
ず
努
力
を
積
み
重
ね
て

い
き
た
い
で
す
。
熱
心
に
ご
指

導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や
医
療

従
事
者
の
皆
様
、
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
患
者
さ
ん
、
班
の
仲
間

に
心
か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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種
の
方
と
関
わ
る
こ
と
で
多
様

な
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
自
分
に
は
無
か
っ
た
考
え

方
を
吸
収
で
き
た
こ
と
も
非
常

に
大
き
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。
ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク

シ
ッ
プ
に
よ
り
、
自
分
が
目
指

す
べ
き
医
師
像
が
よ
り
具
体
的

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
経
験
を
糧
に
医
師
と
し
て

研
鑽
し
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
や
患

者
さ
ん
と
信
頼
関
係
を
築
き
、

よ
り
よ
い
医
療
を
提
供
し
て
い

く
こ
と
で
患
者
さ
ん
に
還
元
し

て
い
け
れ
ば
と
強
く
思
い
ま
し

た
。
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方

を
始
め
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
や
事

務
の
方
々
な
ど
、
ク
リ
ニ
カ
ル

ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
に
携
わ
っ
て

い
た
だ
い
た
方
全
て
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

研
究
室
紹
介

研
究
室
紹
介

��

（
血
管
・
炎
症
医
学
講
座
）

（
血
管
・
炎
症
医
学
講
座
）

大
学
院
一
年
　
立
　
崎
　
真
　
幸

大
学
院
生
だ
よ
り

　

令
和
五
年
度
よ
り
血
管
・
炎

症
医
学
講
座
に
所
属
し
て
お
り

ま
す
立
崎
真
幸
と
申
し
ま
す
。

令
和
六
年
一
月
よ
り
講
座
名
が

脳
血
管
病
態
学
講
座
か
ら
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
当
講
座
で
は

炎
症
や
自
然
免
疫
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
大
動
脈
弁
、
腸
管
、
肝

臓
、
気
道
、
滑
膜
、
腎
臓
の
研

究
を
し
て
お
り
、
呼
吸
器
内
科

か
ら
二
人
、
整
形
外
科
か
ら
一

人
、
合
計
四
人
の
大
学
院
生
が

所
属
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
令
和
三
年
に
弘
前
大
学

を
卒
業
後
、
青
森
県
立
中
央
病

院
で
二
年
間
の
初
期
研
修
を
経

て
、
現
在
は
当
講
座
の
助
手
兼

大
学
院
生
と
し
て
、
腎
臓
の
ウ

イ
ル
ス
感
染
に
お
け
る
自
然
免

疫
応
答
に
つ
い
て
研
究
を
し
て

お
り
ま
す
。
研
究
を
し
て

お
り
ま
す
と
言
っ
て
も
、

ま
だ
研
究
を
始
め
て
一
年

目
で
あ
り
、
今
泉
教
授
を

は
じ
め
周
囲
の
先
生
方
の

手
を
借
り
な
が
ら
な
ん
と

か
研
究
を
し
て
い
る
と
い

う
状
態
で
す
。
ま
だ
ほ
ん

の
少
し
の
成
果
し
か
出
せ

て
い
ま
せ
ん
し
、
論
文
投

稿
も
苦
戦
中
で
す
が
、
実

験
結
果
を
見
る
と
き
は
ワ
ク
ワ

ク
し
ま
す
し
（
た
い
て
い
は
実

験
結
果
を
見
て
が
っ
か
り
す
る

こ
と
の
方
が
多
い
で
す
が

…
）、
研
究
の
楽
し
さ
を
実
感

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
研
究
の
道

に
進
ん
だ
き
っ
か
け
と
し
て

は
、
初
期
研
修
二
年
目
の
四
月

に
当
講
座
の
助
手
の
募
集
を
見

た
こ
と
で
し
た
。
募
集
の
知
ら

せ
を
見
た
際
に
、
初
期
研
修
後

の
進
路
と
し
て
こ
ん
な
選
択
肢

が
あ
っ
た
の
か
と
気
づ
か
さ

れ
、
直
感
的
に
「
こ
れ
だ
！
」

と
思
い
、
基
礎
研
究
へ
の
道
を

選
ん
だ
次
第
で
す
。
ほ
と
ん
ど

の
同
期
が
臨
床
へ
進
む
中
で
、

基
礎
に
進
む
と
い
う
の
は
勇
気

の
い
る
決
断
で
し
た
が
、
研
究

を
始
め
て
一
年
が
経
っ
た
今
振

り
返
っ
て
み
る
と
な
か
な
か
い

い
決
断
を
し
た
な
と
自
画
自
賛

し
て
い
ま
す
。
研
究
の
道
へ
進

も
う
と
思
い
至
る
前
ま
で
は
、

産
婦
人
科
医
に
な
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
弘
前
大
学
産

科
婦
人
科
講
座
に
は
学
生
の
頃

か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、

現
在
で
も
週
に
一
度
お
じ
ゃ
ま

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
で

す
の
で
、
い
つ
か
は
産
婦
人
科

疾
患
に
関
わ
る
研
究
を
し
た
い

と
も
考
え
て
い
ま
す
。
大
学
院

の
卒
業
ま
で
ま
だ
数
年
あ
り
ま

す
の
で
、
小
さ
く
て
も
新
知
見

を
積
み
重
ね
ら
れ
る
よ
う
日
々

研
究
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

研
究
室
紹
介

研
究
室
紹
介

　　  

（
呼
吸
器
内
科
学
講
座
）

（
呼
吸
器
内
科
学
講
座
）

大
学
院
一
年
　
小
　
山
　
新
太
郎

大
学
院
生
だ
よ
り

　

内
科
専
攻
医
二
年
目
、
呼
吸

器
内
科
・
感
染
症
科
に
所
属
し

て
い
ま
す
小
山
新
太
郎
で
す
。

平
成
元
年
生
ま
れ
で
長
男
な
の

で
新
太
郎
で
、
次
男
は
宏
次
郎

で
す
。
私
は
医
学
研
究
科
１
年

生
で
も
あ
り
、
研
究
室
紹
介
を

と
お
話
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、

私
の
理
解
し
て
い
る
範
囲
で
お

伝
え
し
ま
す
。
現
在
、
医
学
医

療
情
報
学
講
座
に
所
属
し
て
お

り
、
臨
床
を
中
心
に
行
い
な
が

ら
、
研
究
の
準
備
を
進
め
て
い

る
状
況
で
す
。
来
年
度
か
ら
は

よ
り
研
究
活
動
に
重
点
を
置
く

予
定
で
す
。
呼
吸
器
内
科
・
感

染
症
科
で
は
い
く
つ
か
の
基
礎

講
座
で
大
学
院
生
は
研
究
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
公
衆

衛
生
に
興
味
が
あ
る
こ
と
を
田

坂
教
授
に
お
話
し
し
た
と
こ

ろ
、
こ
ち
ら
の
講
座
に
繋
い
で

頂
き
現
在
に
至
り
ま
す
。
正
直

な
話
を
し
て
先
生
方
に
は
大
変

申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
行
く

と
な
っ
て
初
め
て
講
座
の
存
在

を
知
覚
し
ま
し
た
。
す
み
ま
せ

ん
。
場
所
は
大
学
病
院
の
地
下

一
階
で
、
学
会
用
の
大
き
な
ポ

ス
タ
ー
を
印
刷
で
き
る
所
に
ほ

ど
近
い
で
す
。
研
究
室
研
修
の

生
徒
さ
ん
も
出
入
り
し
て
い
ま

す
。
元
々
、
大
学
病
院
の
医
療

情
報
部
が
大
学
院
重
点
化
の
方

針
に
よ
っ
て
改
組
さ
れ
た
も
の

で
、
恐
ら
く
私
が
学
生
の
頃
に

は
ま
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
み
る
と
、
病

院
・
診
療
情
報
の
Ｉ
Ｔ
化
、ネ
ー

ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
構
、

Ａ
Ｉ
、
が
ん
登
録
デ
ー
タ
の
分

析
手
法
に
関
す
る
研
究
を
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
医
療
情

報
部
と
し
て
の
機
能
を
持
ち
つ

つ
も
そ
れ
ら
研
究
も
行
っ
て
い

ま
す
。
私
の
活
動
に
関
し
て
言

う
と
、
青
森
県
立
中
央
病
院
、

八
戸
市
立
市
民
病
院
に
も
協
力

を
依
頼
し
、
県
の
が
ん
登
録

デ
ー
タ
を
使
わ
せ
て
頂
い
て
、

肺
癌
に
関
す
る
デ
ー
タ
で
研
究

を
行
う
準
備
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
右
も
左
も
分
か
ら

ず
、
松
坂
方
士
先
生
、
田
中
里

奈
先
生
に
優
し
く
手
取
り
足
取

り
教
え
て
頂
き
な
が
ら
、
な
ん

と
か
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
意
味
の
あ
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
が
よ
り
蓄
積
さ
れ
、
青

森
県
及
び
全
国
の
医
療
に
寄
与

す
る
よ
う
に
な
れ
ば
素
敵
な
事

で
す
し
、
今
後
も
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
抽
象
的
な
紹
介
も
多

い
で
す
が
、
最
後
ま
で
見
て
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院

麻
酔
科
の
紺
野
真
緒
と
申
し
ま

す
。
私
は
青
森
県
出
身
で
弘
前

大
学
を
卒
業
後
、
青
森
県
立
中

央
病
院
で
二
年
間
の
初
期
研
修

を
修
了
し
、
当
医
局
に
入
局
い

た
し
ま
し
た
。
現
在
麻
酔
科
医

と
し
て
は
八
年
目
に
な
り
ま

す
。
当
麻
酔
科
学
講
座
で
は
手

術
部
で
の
麻
酔
管
理
を
行
う
臨

床
麻
酔
分
野
、
集
中
治
療
室
で

重
症
患
者
を
管
理
す
る
集
中
治

療
分
野
、
外
来
・
病
棟
で
痛
み

の
治
療
を
行
う
緩
和
ケ
ア
・
ペ

イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
分
野
が
あ
り

ま
す
。
私
は
臨
床
麻
酔
の
他
、

主
に
緩
和
ケ
ア
・
ペ
イ
ン
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
従
事
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
分
野
に
興
味
を
も
つ

麻
酔
科
医
は
少
な
く
、
マ
イ

ナ
ー
な
麻
酔
科
の
中
で
も
さ
ら

に
マ
イ
ナ
ー
な
分
野
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

緩
和
ケ
ア
と
ペ
イ
ン
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
違
う
も
の
な
の
？
と

医
師
に
な
り
た
て
の
頃
の
私
も

含
め
て
、
明
確
な
違
い
が
わ
か

ら
な
い
方
も
多
数
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
お
伝
え
し
ま
す
。
ペ
イ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク
は
「
症
状
や
身
体

所
見
か
ら
多
角
的
に
痛
み
の
原

因
を
診
断
し
、
薬
物
療
法
だ
け

で
な
く
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
を
始
め

と
す
る
各
種
の
治
療
法
を
駆
使

し
て
、
痛
み
を
軽
減
・
消
失
さ

せ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
向
上
さ
せ
る
（
日

本
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
学
会
Ｈ

Ｐ
よ
り
）」、
癌
以
外
の
原
因
に

よ
る
痛
み
を
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
等

で
治
療
す
る
領
域
と
な
り
ま

す
。
一
方
緩
和
ケ
ア
は
「
生
命

を
脅
か
す
疾
患
に
よ
る
問
題
に

直
面
し
て
い
る
患
者
と
そ
の
家

族
に
対
し
て
、
痛
み
や
そ
の
他

の
身
体
的
問
題
、
心
理
社
会
的

問
題
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
問

題
を
早
期
に
発
見
し
、
的
確
な

ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
対
処
（
治

療
・
処
置
）を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
苦
し
み
を
予
防
し
、
和
ら

げ
る
こ
と
で
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
改
善

す
る
ケ
ア
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
よ
り
）」

と
い
わ
れ
、
主
に
癌
疾
患
を
対

象
と
し
て
、
身
体
の
痛
み
だ
け

で
は
な
く
幅
広
い
側
面
か
ら
生

活
の
質
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る

治
療
を
い
い
ま
す
。
当
院
で
は

平
成
十
九
年
四
月
に
、
麻
酔
科

医
師
、
精
神
科
医
師
、
認
定
看

護
師
、臨
床
心
理
士
、薬
剤
師
、

管
理
栄
養
士
、
が
ん
サ
ロ
ン
ス

タ
ッ
フ
な
ど
多
職
種
で
構
成
さ産休直前に教室員の方々と

緩
和
ケ
ア
と
ペ
イ
ン

緩
和
ケ
ア
と
ペ
イ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク
っ
て
ど
う
違
う
の
？

ク
リ
ニ
ッ
ク
っ
て
ど
う
違
う
の
？

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

麻
酔
科
　
助
手
　
紺
　
野
　
真
　
緒

れ
る
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｃ

Ｔ
）
が
発
足
し
、
患
者
や
ご
家

族
の
様
々
な
苦
痛
に
対
し
て
支

援
を
行
う
チ
ー
ム
医
療
を
実
践

し
て
い
ま
す
。
我
々
麻
酔
科
医

は
そ
の
専
門
知
識
を
生
か
し
医

療
用
麻
薬
の
調
整
や
神
経
ブ

ロ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
で
、
患
者

が
無
事
に
治
療
を
完
遂
し
、
希

望
を
も
っ
て
良
い
時
間
を
長
く

送
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

お
り
ま
す
。
研
修
医
時
代
、
ま

だ
専
門
的
な
知
識
は
な
い
も
の

の
「
患
者
さ
ん
の
痛
い
場
所
に

応
じ
て
全
身
の
神
経
を
ブ
ロ
ッ

ク
が
で
き
た
ら
便
利
だ
ろ
う
な 

ぁ
」
と
考
え
て
い
た
こ
と
や
、

素
晴
ら
し
い
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ

シ
ャ
ン
で
あ
る
師
匠
と
の
出
会

い
、
言
葉
や
し
ぐ
さ
か
ら
患
者

の
苦
痛
を
考
察
し
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
尊
敬
す
べ
き
緩
和
ケ
ア
の

先
輩
医
師
と
の
出
会
い
か
ら
、

導
か
れ
る
よ
う
に
私
は
こ
の
領

域
を
専
門
と
し
て
選
択
し
ま
し

た
。

　

現
在
子
育
て
と
仕
事
に
せ
わ

し
な
い
毎
日
で
す
が
、息
子（
三

歳
）
は
無
事
に
成
長
し
て
お

り
、
私
自
身
も
目
標
と
し
て
い

た
麻
酔
科
専
門
医
、
緩
和
ケ
ア

認
定
医
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

専
門
医
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
苦
節
〇
年
の

大
学
院
も
卒
業
が
み
え
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
理
解

の
あ
る
職
場
の
皆
様
、
麻
女

会
、
家
族
の
協
力
の
お
か
げ
で

す
。
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
さ
ら
に
自
身
の
研

鑽
に
努
め
、
後
進
の
育
成
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
で
す
。

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

泌
尿
器
科
　
助
手
　
富
　
樫
　
　
　
赳

　

弘
前
大
学
泌
尿
器
科
専
攻
医

四
年
目
の
富
樫
赳
（
キ
ョ
ウ
）

で
す
。
漢
字
が
難
し
く
、
た
ま

に
日
本
人
で
は
な
い
と
い
う
疑

い
を
か
け
ら
れ
ま
す
が
純
日
本

人
で
す
。
赳
と
い
う
字
は
「
タ

ケ
シ
」
と
か
「
キ
ュ
ウ
」
と
打

つ
と
出
て
き
ま
す
。
※
「
キ
ョ

ウ
」
と
打
っ
て
も
で
ま
せ
ん
。

　

秋
田
県
大
館
市
出
身
で
好
き

な
食
べ
物
は
き
り
た
ん
ぽ
、
好

き
な
犬
は
秋
田
犬
で
す
。
部
活

動
は
小
、
中
は
野
球
、
高
校
で

は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
大
学
で
は

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
と
小
さ
め
の
球

技
で
育
っ
て
き
ま
し
た
。

　

経
歴
は
大
館
鳳
鳴
高
校
を
卒

業
後
、
弘
前
大
学
に
入
学
、
む

つ
総
合
病
院
で
二
年
間
研
修
医

と
し
て
勤
務
し
た
後
、
弘
前
大

学
医
学
部
附
属
病
院
、
つ
が
る

総
合
病
院
、
む
つ
総
合
病
院
と

渡
り
、
二
〇
二
三
年
四
月
か
ら

大
学
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
今

回
医
学
部
ウ
ォ
ー
カ
ー
へ
寄
稿

す
る
に
あ
た
り
、
入
局
の
経
緯

や
実
際
に
入
っ
て
感
じ
た
こ
と

に
つ
い
て
書
い
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
入
局
の
経
緯
で
す
が
、

自
分
が
泌
尿
器
科
に
決
め
た
タ

イ
ミ
ン
グ
は
、
大
学
四-

五
年

く
ら
い
だ
っ
た
か
な
と
思
い
ま

す
。
理
由
の
ひ
と
つ
は
泌
尿
器

科
に
は
多
彩
な
ス
ペ
シ
ャ
リ

テ
ィ
が
あ
る
と
い
う
点
で
す
。

悪
性
腫
瘍
や
腎
移
植
、
腎
不

全
、
結
石
や
肥
大
症
な
ど
の
良

性
疾
患
、
男
性
不
妊
や
小
児
泌

尿
器
科
な
ど
、
分
野
が
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
、
飽
き
っ
ぽ
い

自
分
で
も
な
に
か
興
味
を
も
っ

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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と
八
名
の
新
人
が
入
る
予
定
で

す
。
さ
っ
そ
く
全
員
海
外
学
会

に
連
れ
て
行
く
そ
う
で
す
。
頑

張
る
と
き
は
頑
張
っ
て
、
休
む

時
は
し
っ
か
り
休
め
る
（
緊
急

も
少
な
い
）、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
も
や
り

が
い
も
あ
る
科
で
す
。
興
味
が

あ
る
学
生
、
研
修
医
の
皆
さ
ん

ぜ
ひ
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

て
取
り
組
め
る
分
野
が
あ
る
だ

ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
雰
囲
気
も
非

常
に
魅
力
的
で
入
っ
て
も
後
悔

し
な
い
科
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　

入
局
し
て
一
～
二
年
は
仕
事

に
追
わ
れ
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
は
経
験
を
重
ね

色
々
な
こ
と
が
楽
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
手
術
も
初
め
は
小

手
術
か
ら
始
ま
り
、
今
は
腹
腔

鏡
や
開
腹
手
術
も
上
級
医
の
指

導
の
も
と
経
験
さ
せ
て
い
た
だ

き
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。
移
植
や
ロ
ボ
ッ
ト
手
術

は
術
者
で
行
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
安
心
し
て
任
せ

ら
れ
る
よ
う
に
研
鑽
を
積
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、（
時
々

仲
が
悪
い
人
も
い
ま
す
が
）、

基
本
的
に
は
入
局
前
の
印
象
通

り
か
そ
れ
以
上
に
雰
囲
気
の
い

い
科
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
二

〇
二
四
年
は
畠
山
新
教
授
の
も

2023 年　American urological association（AUA）

法

医

学

講

座

法
医
学
講
座
　
教
授
　
高
　
橋
　
識
　
志

　

前
回
の
医
学
部
ウ
ォ
ー
カ
ー

へ
の
寄
稿
か
ら
四
年
半
ほ
ど
経

過
し
ま
し
た
。
教
室
員
の
構
成

は
令
和
六
年
一
月
現
在
で
教
員

二
名
、
技
術
補
佐
員
三
名
で

す
。
大
き
な
変
化
は
令
和
四

年
、
医
師
ス
タ
ッ
フ
（
令
和
二

年
本
学
卒
業
）
を
助
手
兼
大
学

院
生
と
し
て
迎
え
た
こ
と
で

す
。
地
域
枠
で
の
入
学
で
す

が
、
医
学
研
究
科
・
県
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
各
所
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
無

事
採
用
と
な
り
ま
し
た
。
私
が

着
任
し
て
か
ら
七
年
目
で
よ
う

や
く
医
師
複
数
名
体
制
と
な
っ

た
こ
と
へ
の
安
堵
に
加
え
、
法

医
実
務
を
地
域
医
療
の
一
環
と

し
て
研
究
科
・
県
に
認
め
て
い

た
だ
け
た
こ
と
へ
の
深
謝
の
念

を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
彼
は
現

在
大
学
院
二
年
目
と
し

て
、
実
務
・
研
究
に
つ

き
修
練
を
重
ね
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
無
事
に

学
位
・
資
格
を
取
得
で

き
る
よ
う
、
こ
ち
ら
も

指
導
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
四
年
半
の
間
に

CO
V

ID
-19

の
流
行
が

発
生
し
、
解
剖
施
設
と

し
て
の
当
講
座
に
も
社

会
的
な
試
練
が
訪
れ
ま

し
た
。SA

RS-CoV
2

陽

性
例
の
解
剖
に
つ
い
て

は
そ
の
是
非
の
判
断
に

始
ま
り
、
解
剖
参
加
者

の
感
染
防
御
対
策
、
解

剖
環
境
の
消
毒
を
慎
重

に
行
う
こ
と
で
、
な
ん
と
か
二

次
感
染
を
起
こ
す
こ
と
な
く
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

に
関
係
し
、
平
時
は
青
森
県
で

は
ほ
と
ん
ど
行
え
て
い
な
い
の

で
す
が
、
有
事
と
い
う
こ
と
で

警
察
署
に
出
向
き
遺
体
観
察
や

Ｃ
Ｔ
読
影
を
行
い
、
検
視
（
検

案
）
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
解
剖
依
頼
がCO

V
ID

- 
19

に
よ
っ
て
控
え
ら
れ
る
こ

と
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
令
和
に
入
っ
て
も
解
剖
件

数
は
年
二
百
五
十
～
三
百
前
後

を
推
移
し
、
令
和
五
年
は
猛
暑

も
あ
り
、
過
去
最
多
の
三
百
十

二
件
を
数
え
ま
し
た
（
平
成
二

十
七
年
に
私
が
着
任
し
て
か
ら

現
在
ま
で
の
解
剖
数
は
二
千
二

百
件
を
超
え
て
お
り
ま
す
）。

本
学
の
司
法
解
剖
の
件
数
が
全

国
で
も
五
本
の
指
に
入
る
と
い

う
状
況
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、

死
因
究
明
に
対
す
る
青
森
県
警

の
積
極
的
な
姿
勢
が
継
続
し
て

い
る
こ
と
の
現
れ
と
い
え
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ

て
解
剖
や
検
査
等
に
携
わ
っ
て

い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
解
消
と
は
な

か
な
か
い
か
な
い
こ
と
か
ら
、

青
森
県
警
の
方
々
に
は
関
係
各

所
と
の
調
整
や
解
剖
補
助
・
記

録
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
協

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
本
県
で
は
従
来
と
変
わ
ら

ず
、
救
急
病
院
や
青
森
県
警
察

医
会
の
先
生
方
が
、
画
像
診
断

も
含
め
た
死
後
診
断
に
積
極
的

に
か
か
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。
本
稿
を
借
り
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

研
究
面
で
は
技
術
補
佐
員
の

尽
力
の
も
と
、
免
疫
染
色
に
関

す
る
設
備
・
体
制
が
整
い
つ
つ

あ
り
ま
す
。
令
和
四
年
に
は
高

橋
の
テ
ー
マ
で
あ
る
急
死
・
遷

延
死
の
鑑
別
研
究
の
一
環
と
し

て
、
法
医
解
剖
例
に
お
け
る
骨

髄
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
の
形
態
変

化
に
関
す
る
論
文
を
上
梓
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
研
究

を
足
掛
か
り
に
、
大
学
院
教
育

も
兼
ね
つ
つ
、
法
医
病
理
学
研

究
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
法
医
学

に
お
い
て
は
症
例
報
告
が
非
常

に
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
興
味
深
い
法
医
解
剖
事
例

に
つ
き
積
極
的
に
論
文
報
告
・

発
表
を
行
う
姿
勢
も
堅
持
し
て

お
り
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
よ
り
青
森
県
死

因
究
明
等
推
進
協
議
会
も
始
動

し
、
異
状
死
体
全
般
に
つ
い
て

内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座

内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座
　
教
授
　
藤
　
田
　
征
　
弘

 

青
森
県
の
健
康
長
寿

 

を
目
指
し
て

　

内
分
泌
代
謝
内
科
学
講

座
は
一
九
七
一
年
に
旧
内

科
学
第
三
講
座
と
し
て
開

講
さ
れ
、
後
藤
由
夫
先
生

が
初
代
教
授
と
し
て
着
任

さ
れ
ま
し
た
。
一
九
七
七

年
に
第
二
代
教
授
と
し
て

武
部
和
夫
先
生
、
一
九
九

五
年
に
第
三
代
教
授
と
し

て
須
田
俊
宏
先
生
が
就
任

さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
に
大

学
院
大
学
制
移
行
に
伴
い
、

弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研

究
科
内
分
泌
代
謝
内
科
学

講
座
と
改
称
さ
れ
ま
し

た
。
二
〇
一
三
年
に
第
四

代
教
授
と
し
て
大
門
眞
先

生
が
就
任
さ
れ
て
、
二
〇

二
一
年
に
は
講
座
開
講
五

十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
間
、
日
本
糖
尿
病
学

会
、
日
本
内
分
泌
学
会
の

年
次
学
術
集
会
や
糖
尿
病

学
の
進
歩
な
ど
を
主
催
し

ま
し
た
。

　

糖
尿
病
、
内
分
泌
代
謝
疾
患

は
、「
内
部
環
境
の
ホ
メ
オ
ス

タ
ー
シ
ス
（
恒
常
性
）
の
破
綻
」

を
基
本
概
念
と
す
る
全
身
性
疾

患
で
、
総
合
的
に
「
全
身
を
診

る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
、
青
森
県
は

全
国
一
の
短
命
県
で
、
か
つ
糖

尿
病
患
者
が
多
い
県
で
す
。
糖

尿
病
は
感
染
症
・
悪
性
疾
患
・

心
血
管
疾
患
の
発
症
や
増
悪
に

深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
青
森
県

の
糖
尿
病
診
療
を
改
善
す
る
こ

と
が
短
命
県
か
ら
脱
出
の
第
一

歩
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
内
分
泌
代
謝
疾
患
は
県

内
で
専
門
医
／
専
門
施
設
が
少

な
く
、
希
少
な
疾
患
も
多
く
存

在
す
る
こ
と
か
ら
、
診
断
・
治

療
に
お
い
て
大
学
病
院
が
青
森

県
だ
け
で
な
く
秋
田
県
県
北
を

含
ん
だ
地
域
の
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
の
最
大
の
使
命
は
、
将

来
の
医
療
を
担
う
医
療
人
の
育

成
で
す
。
当
講
座
は
歴
史
的
に

視
床
下
部
─
下
垂
体
─
副
腎
系

の
内
分
泌
学
の
研
究
／
臨
床
お

い
て
は
日
本
で
も
指
折
り
の
施

設
で
す
。
ま
た
、
慢
性
膵
炎
や

臨
床
栄
養
学
の
分
野
で
は
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
作
製
な
ど
診
療
を
牽

引
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
私

の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
イ
ン
ク

レ
チ
ン
／
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
を

含
め
た
糖
尿
病
、
脂
質
代
謝
に

お
い
て
臨
床
／
研
究
に
邁
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
知
識
を
得
る
こ
と
の
面
白

　
津
軽
に
は
「
黙
っ
て
降
る
雪

は
余
計
に
積
も
る
」
と
い
う
こ

と
わ
ざ
が
あ
る
と
新
聞
に
書
い

て
あ
っ
た
。
確
か
に
、
こ
ち
ら

で
生
活
し
て
い
る
と
雪
の
日
は

特
に
静
か
で
あ
る
。
九
州
出
身

の
私
に
と
っ
て
は
、
雪
の
日
は

寒
さ
よ
り
も
静
け
さ
を
よ
り
感

じ
る
。
逆
に
、
積
雪
に
馴
染
み

の
な
い
地
域
で
は
、
雪
は
大
騒

ぎ
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、雪
が
降
り
積
も
る
に
従
い
、

テ
レ
ビ
を
は
じ
め
、
街
は
騒
が

し
く
な
る
（
以
前
に
海
外
留
学

生
が
、
初
め
て
見
た
雪
に
感
動

し
、
奇
声
を
上
げ
て
走
り
回
っ

て
い
た
）。
雪
を
静
か
に
楽
し

め
る
の
は
、
青
森
県
生
活
の
特

権
だ
と
思
う
。
特
に
大
雪
の
夜

の
静
寂
は
心
地
よ
い
。
子
供
の

頃
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
読
ん
だ
雪

女
の
伝
説
が
蘇
っ
て
く
る
。
私

は
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
や

ら
な
い
。
た
だ
、
つ
ま
り
、
生

活
が
制
限
さ
れ
て
い
る
方
々
に

は
大
変
心
苦
し
い
が
、
雪
が
好

き
だ
。
夜
明
け
と
と
も
に
日
の

光
が
と
ど
く
朝
な
ど
、
一
面
に

白
い
視
界
が
広
が
る
。
老
眼
の

私
に
は
奥
行
き
す
ら
感
じ
な

い
。
と
に
か
く
全
部
が
真
っ
白

で
、
家
や
橋
や
ビ
ル
が
も
と
も

と
何
色
だ
っ
た
か
、
そ
も
そ
も

そ
こ
に
何
が
あ
っ
た
か
想
像
す

る
だ
け
で
楽
し
い
。
岩
木
山
の

雪
化
粧
が
は
っ
き
り
見
え
る
朝

な
ど
は
、
職
場
に
奇
跡
の
よ
う

な
幸
運
が
舞
い
降
り
る
の
で
は

な
い
か
、
な
ど
と
途
方
も
な
い

妄
想
を
し
て
し
ま
う
。

　
さ
て
今
年
は
一
月
も
半
ば
を

過
ぎ
た
の
に
雪
の
少
な
い
冬
が

続
く
。
心
な
し
か
ラ
ー
メ
ン
や

コ
ー
ヒ
ー
が
物
足
り
な
い
。「
今

年
は
過
ご
し
や
す
い
で
す
ね
」、

「
毎
年
、
こ
れ
だ
と
良
い
で
す

ね
」
な
ど
と
話
し
か
け
ら
れ
る

こ
と
も
多
い
。
そ
れ
に
あ
い
づ

ち
を
打
ち
な
が
ら
、
残
雪
で
足

を
滑
ら
せ
て
み
た
り
す
る
。「
今

年
は
雪
か
き
が
楽
」
と
喜
ぶ
声

や
、
雪
ま
つ
り
を
心
配
す
る
子

供
の
陰
で
、
こ
ん
な
雪
フ
リ
ー

ク
も
い
る
の
だ
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

正
確
に
死
因
を
究
明
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
社
会
的
要
請
は

ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
た
だ
こ
れ
は
青

森
県
に
限
ら
な
い
全
国
的
な
流

れ
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

当
講
座
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
要

請
に
で
き
る
限
り
応
え
て
い
く

所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
ど

う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
に
気
づ
く
雰
囲
気
作
り
、
場

所
作
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、

広
い
視
野
や
高
い
目
標
を
兼
ね

備
え
、
生
命
科
学
・
医
学
の
発

展
に
寄
与
す
る
基
礎
・
臨
床
研

究
を
推
進
で
き
る
リ
サ
ー
チ
マ

イ
ン
ド
を
持
っ
た
国
際
基
準
の

「Scientific Physician

」
の
育

成
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
結
果
と
し
て
、
明
日
の

青
森
、
弘
前
大
学
を
創
る
医
療

人
の
育
成
、
特
に
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
次
世
代

の
人
材
育
成
、
加
え
て
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
で
き
る
医
療
人

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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は
叡
智
を
結

集
し
て
地
域

の
病
め
る
人

と
寄
り
添
い

な
が
ら
、
青

森
県
の
健
康
長
寿
（
延
齢
）
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と

も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

部
活
動
紹
介

部
活
動
紹
介

軽
運
動
サ
ー
ク
ル
Ｌ
Ｅ
Ｃ

医
学
科
二
年
　
金
　
子
　
裕
　
貴

　

こ
の
度
、
軽
運
動
サ
ー
ク
ル

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
金
子
裕
貴
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
学
士
編
入
で
二
〇
二
三

年
四
月
に
医
学
科
に
入
学
し
ま

し
た
。
昔
か
ら
体
を
動
か
す

こ
と
、
楽
し
い
こ
と
が
好
き

で
、
入
学
し
た
当
初
も
自
分
の

入
学
後
の
生
活
を
ど
う
過
ご
し

て
い
く
か
に
つ
い
て
様
々
に
思

い
を
巡
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
実

際
に
色
々
な
部
活
に
見
学
に
行

き
と
て
も
魅
力
的
な
部
活
が
多

い
中
、
入
学
直
後
か
ら
既
に
解

剖
学
で
忙
し
く
な
り
始
め
、
学

業
面
で
の
不
安
も
同
時
に
感
じ

始
め
て
い
ま
し
た
。「
学
業
に

支
障
が
出
な
い
よ
う
に
、
で
も

運
動
を
し
た
い
時
に
だ
け
で
き

る
よ
う
な
団
体
が
あ
れ
ば
い
い

な
」
と
い
う
話
を
友
人
に
話
し

た
の
が
団
体
設
立
の
き
っ
か
け

で
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ク
ル
は
「
軽
」
運

動
と
い
う
名
前
の
通
り
、
楽
し

く
行
え
る
範
囲
の
運
動
を
、
比

較
的
短
時
間
で
、
行
う
こ
と
を

メ
イ
ン
に
考
え
て
い
ま
す
。
ま

だ
活
動
し
て
間
も
な
い
で
す

が
、
こ
こ
最
近
行
っ
た
種
目
と

し
て
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
な
ど
を
皆
で
行
い
ま
し
た
。

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
に
至
っ
て
は
、

人
に
よ
っ
て
は
小
学
生
以
来
な

人
も
多
く
、
意
外
と
大
人
に

な
っ
て
か
ら
や
っ
て
も
楽
し
い

も
の
で
す
。
鬼
ご
っ
こ
や
缶
蹴

り
と
い
っ
た
、
中
高
の
部
活
動

で
の
経
験
値
で
は
あ
ま
り
差
が

つ
か
な
い
よ
う
な
種
目
を
行
う

こ
と
も
今
後
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
春
か

ら
秋
に
か
け
て
雪
が
降
ら
な
い

よ
う
な
季
節
に
は
、
大
学
外
に

て
の
活
動
も
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
ハ
イ
キ
ン
グ
等
の
季
節

を
楽
し
む
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

や
、
ボ
ー
リ
ン
グ
を
し
に
い
く

大
会
等
も
不
定
期
に
開
催
し
て

い
け
た
ら
よ
り
楽
し
く
な
る
の

で
は
な
い
か
な
と
い
っ
た
具
合

で
す
。
活
動
頻
度
は
今
の
と
こ

ろ
月
に
二
回
ほ
ど
で
考
え
て
い

ま
す
が
、
今
後
の
活
動
内
容
や

人
数
に
よ
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
調

整
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
そ

し
て
設
立
当
初
の
目
標
通
り
、

学
業
に
不
安
が
あ
れ
ば
学
業
に

集
中
で
き
る
、
同
じ
サ
ー
ク
ル

の
仲
間
に
勉
強
の
中
身
に
つ
い

て
も
相
談
で
き
る
、
そ
ん
な
団

弘
前
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
サ
ー
ク
ル

医
学
科
三
年
　
大
久
保
　
智
　
哉

弘
前
大
学
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

医
学
科
四
年
　
浦
　
崎
　
宏
　
也

　
『
弘
前
大
学
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

サ
ー
ク
ル
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
』は〝
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
・
リ
ー
ド
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
を
み
ん
な
で
楽
し
む
〟

を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
お

り
、
医
学
部
学
友
会
所
属
な
が

ら
も
所
属
し
て
い
る
学
生
の
学

部
は
様
々
、現
在
二
十
六
名（
医

学
部
医
学
科
十
二
名
、
女
性
六

名
）
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

実
は
二
〇
二
三
年
十
一
月
に

大
学
登
録
を
果
た
し
た
新
し
い

サ
ー
ク
ル
で
す
。
つ
い
二
～
三

年
前
ま
で
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を

趣
味
と
す
る
弘
前
大
学
生
は
片

手
で
数
え
ら
れ
る
く
ら
い
し
か

お
ら
ず
、

私
も
そ
の

一
人
で
し

た
。
そ
の

片
手
で
数

え
る
程
度

の
学
生
同
士
の
交
流
が
あ
る
か

と
言
え
ば
、
み
ん
な
が
み
ん
な

知
り
合
い
と
い
う
雰
囲
気
で
は

な
く
、
時
間
を
合
わ
せ
て
み
ん

な
で
登
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
一
方

で
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
体
験
し

た
こ
と
は
あ
る
け
ど
続
け
て
い

　

弘
前
大
学
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン

サ
ー
ク
ル
は
現
在
十
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
令
和
五
年
十
一

月
に
発
足
し
た
新
設
の
サ
ー
ク

ル
で
す
。
週
一
回
の
活
動
を
目

安
と
し
て
お
り
、
体
育
館
で
活

動
予
定
で
す
。
今
後
は
ス
ラ
ッ

ク
ラ
イ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝

い
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
、

大
会
の
出
場
を
目
標
に
努
め
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン

と
聞
い
て
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
か

ご
存
じ
な
い
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
綱
渡
り
と
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
を
合
わ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
と
い

え
ば
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ラ
イ
ン
と
い
う

５
cm
の
ひ
も
の
上
で
跳
ん
だ

り
、
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
楽
し
む

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
こ
れ
だ
け
聞

く
と
難
し
い
と
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
実
は
運
動
神
経
は

あ
ま
り
関
係
し
ま
せ
ん
。
ま
た

必
要
な
器
具
が
少
な
く
、
年
齢

性
別
関
係
な
く
誰
で
も
は
じ
め

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

ハ
ー
ド
ル
の
低
い
点
が
こ
の
ス

ポ
ー
ツ
の
魅
力
の
一
つ
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え

て
、
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
は
ラ
ン

ニ
ン
グ
の
二
倍
の
カ
ロ
リ
ー
を

消
費
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

全
身
の
体
幹
が
鍛
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
も
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
リ
ハ
ビ
リ

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　令和５年度の予算要求で「医学部分館のミーティングルーム・
ラーニングコモンズの設置」を要望したところ予算措置が講じら
れました。それを受けて設置作業を行い１月に完成しました。

　分館１Ｆに防音効果の高い密閉型のパーテーションとスタッキ
ングデスクとチェアを設置しミーティングルームとしました。ま
た、１Ｆカウンター前の閲覧席をPCデスクからミーティング
ルームと同じスタッキングデスクとチェアを設置し、利用者の要
望に合わせて移動や配置が自由にできるようにしました。
　ミーティングルームについては法律や規則に反しない限り用途
は限定しません。授業、演習、会議、講演、サークル・部活動の
ミーティングなどのほか、予約が無い日は閲覧席として開放しま
す。
　またラーニングコモンズスペースでは個人学習のほか、テーブ
ルの組み合わせを変えて小グループでの勉強会や公開講演会など
にも利用できます（スペースを占有する場合は事前にご相談をお
願いします）。なお、飲食のルールには変更はありません（蓋付
の容器に入った飲料以外の飲食は禁止です）。
　ミーティングルームの利用にあたっては、利用希望日の前日ま

でに図書館の電子サービス「My Library」の施設予約サービス
からオンラインでお申し込みいただくか、医学部分館まで直接お
申込みください。

「My Libraryからの申込方法」解説動画
https://youtu.be/YXpbBrBqSpg

　ミーティングルーム・ラーニングコモンズの設置により
１）�組み合わせ可能な小型の学習机を数多く用意することで大机

を一人が占有することがなくなり、座席利用効率が上がる。
２）�容易に机や椅子の移動ができるため、空調の吹き出し口付近

など利用者が快適な位置での学習が可能になり、不快感を軽
減できる。

３）�気密性の高いスペースが増えることで酷暑酷寒時でも快適な
室温を保てる座席が増える。

４）�講座や病院部局からのミーティングスペースへの需要を満た
し、研究活動を促進する。

５）�電子的資料など図書館から持ち出しできない資料を利用した
授業や研究活動が可能になる。

などのメリットがあります。分館でも利用者講習会など開催する
予定ですので、たくさんのご利用をお待ちしております。

お問い合わせ・利用の申込先
　「弘前大学附属図書館医学部分館」
　内線：5231
　E-mail：jm5231@hirosaki-u.ac.jp　担当：藤井

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

医学部分館ミーティングルーム・コモンズスペース設置医学部分館ミーティングルーム・コモンズスペース設置
附属図書館　医学部分館　主任　藤　井　真　嗣

（
指
導
者
）
を
育
成
し
ま
す
。

　

旧
内
科
学
第
三
講
座
の
同
門

会
は
「
え
ん
れ
い
会
」
と
言
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
ユ
リ
科
の
エ

ン
レ
イ
ソ
ウ
（
延
齢
草
）
に
由

来
し
ま
す
。
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
の

花
言
葉
は
「
叡
智
」「
奥
ゆ
か

し
い
美
し
さ
」
で
す
。
当
講
座

体
に
な
っ
て
い
け
る
の
が
今
の

理
想
で
す
。
少
し
活
動
内
容
が

ア
バ
ウ
ト
な
部
分
が
弱
点
で
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
分
幅
広
い

活
動
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
長
所

な
の
で
楽
し
い
企
画
を
沢
山
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
Ｌ
Ｅ
Ｃ
を
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
は
競
技
性

も
高
く
、
毎
年
世
界
大
会
が
開

催
さ
れ
る
ほ
ど
盛
り
上
が
り
を

み
せ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
ン
の
上

で
、
よ
り
難
易
度
の
高
い
ト

リ
ッ
ク
を
つ
な
げ
て
コ
ン
ボ
を

重
ね
て
い
く
こ
と
で
そ
の
点
数

を
競
い
ま
す
。
日
本
は
男
女
と

も
に
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
多

く
輩
出
し
て
い
る
強
豪
国
で
、

日
本
の
大
会
で

世
界
最
高
峰
の

技
を
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

上
級
者
を
目
指

そ
う
と
思
っ
た

と
き
に
、
身
近

に
目
標
が
あ
る

の
は
利
点
だ
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
初
心
者
か
ら
上

級
者
ま
で
楽
し
め
る
こ
の
ス

ポ
ー
ツ
を
、
よ
り
多
く
の
人
に

体
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
青
森
県
内
で
は
毎

年
多
く
の
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
お

り
、
当
サ
ー
ク
ル
も
積
極
的
に

参
加
し
て
い
く
予
定
で
す
。
も

し
少
し
で
も
興
味
を
も
っ
て
く

だ
さ
っ
た
方
に
は
、
是
非
足
を

運
ん
で
い
た
だ
い
て
ス
ラ
ッ
ク

ラ
イ
ン
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

で
す
。

な
い
と
い
う
学
生
は
多
く
、「
み

ん
な
一
回
は
興
味
を
持
つ
け
ど

や
り
方
が
わ
か
ら
ず
離
れ
て
い

く
」
と
い
う
背
景
も
肌
で
感
じ

て
い
ま
し
た
。
熱
烈
な
興
味
が

な
け
れ
ば
、〝
わ
か
ら
な
い
か

ら
あ
き
ら
め
る
〟
こ
と
は
よ
く

あ
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
二

〇
二
二
年
十
月
に
有
志
学
生
で

集
ま
っ
て
活
動
を
開
始
し
、
新

し
く
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
始
め
た

学
生
も
加
わ
る
中
、
約
一
年
が

経
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
め
で
た

く
大
学
に
登
録
し
ま
し
た
。
ち

な
み
に
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
と
い
う
名

前
は
、「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

（clim
bing

）」
と
「
弘
前
大
学

（hirosaki university

）」
を
合

わ
せ
た
こ
と
が
由
来
で
す
。

　

さ
て
、
本
サ
ー
ク
ル
は
基
本

的
に
木
曜
日
（
十
九
時
～
二
十

二
時
）
の
活
動
が
中
心
で
す
。

月
曜
日
（
十
九
時
～
二
十
二

時
）
と
土
曜
日
（
十
四
時
～
十

七
時
）
も
活
動
を
す
る
と
き
も

あ
り
ま
す
が
、
活
動
頻
度
が
八

～
九
回
／
月
と
な
る
よ
う
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
主
に
平
川
市

の
ス
パ
ロ
ウ
ズ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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テ
レ
ビ
に

出
演
し
て

「
あ
し
た
が
変
わ
る
ト
リ
セ
ツ
シ
ョ
ー
」
と

「
あ
し
た
が
変
わ
る
ト
リ
セ
ツ
シ
ョ
ー
」
と

「
世
界
一
受
け
た
い
授
業
」
に
出
演
し
て

「
世
界
一
受
け
た
い
授
業
」
に
出
演
し
て

生
体
構
造
医
科
学
講
座
　
教
授
　
下
　
田
　
　
　
浩

　

時
の
流
れ
は
速
い
も
の
で
も

う
一
年
近
く
前
の
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｔ
Ｖ
番
組

「
あ
し
た
が
変
わ
る
ト
リ
セ
ツ

シ
ョ
ー
」
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

方
か
ら
「
リ
ン
パ
の
ト
リ
セ

ツ
」
を
題
材
と
し
た
番
組
の
制

作
協
力
に
つ
い
て
ご
連
絡
を
頂

き
ま
し
た
。
実
は
リ
ン
パ
を

扱
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
に
関
わ

る
の
は
こ
れ
で
三
度
目
で
し
た

が
、
今
回
は
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

の
熱
量
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

高
く
、
三
か
月
に
わ
た
る
撮

影
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
リ
ン
パ
管
の
模
型
を

作
っ
て
リ
ン
パ
の
流
れ
実
演

す
る
企
画
が
生
ま
れ
て
、
当

時
解
剖
学
を
履
修
し
て
い
た

学
生
さ
ん
に
お
手
伝
い
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
撮
影

で
は
途
中
模
型
が
壊
れ
る
と

い
っ
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
学
生
さ
ん
と
と

て
も
楽
し
い
時
間
を
共
有
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
（
写
真

１
）。
昨
年
六
月
二
十
二
日

の
放
送
後
は
た
く
さ
ん
の
方

か
ら
お
声
が
け
を
頂
き
、
私

の
研
究
信
条
で
あ
る
「beauty 

is truth, truth beauty

」
が

番
組
内
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
た
た
め
、見
知
ら
ぬ
方
が「
美

し
い
世
界
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
の
言
葉
を
添
え

て
Ｔ
Ｖ
で
流
れ
た
私
の
デ
ー
タ

画
像
を
葉
書
（
写
真
１
右
上
）

に
し
て
送
っ
て
下
さ
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
当
番
組
は
有

難
い
こ
と
に
好
評
だ
っ
た
ら
し

く
、
こ
の
一
月
に
は
改
訂
版
が

放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
リ
セ
ツ
シ
ョ
ー
の
放
送
を

受
け
て
日
本
テ
レ
ビ
の
番
組

「
世
界
一
受
け
た
い
授
業
」（
昨

年
十
一
月
十
一
日
放
送
）
で
リ

ン
パ
を
テ
ー
マ
に
し
た
い
と
の

要
望
で
ご
連
絡
を
頂
き
、
十
月

十
四
日
汐
留
の
ス
タ
ジ
オ
で
番

組
収
録
を
行
い
ま
し
た
。
早
朝

の
新
幹
線
で
台
本
を
幾
度
も
反

芻
し
、
打
ち
合
わ
せ
、
リ
ハ
ー

サ
ル
等
を
重
ね
て
本
番
に
挑
む

も
、
や
は
り
番
宣
の
セ
リ
フ
を

噛
ん
で
一
人
取
り
直
し
、
深
夜

に
帰
宅
と
い
う
一
日
で
し
た
。

編
集
の
上
五
分
程
の
出
演
（
写

真
２
）
で
し
た
が
、
こ
れ
も
後

日
多
く
の
方
か
ら
お
声
が
け
を

頂
き
ま
し
た
。
私
の
よ
う
な
凡

庸
な
解
剖
学
者
を
こ
の
度
お
引

き
立
て
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に

は
改
め
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

写真１

写真２

人 事 異 動（R5.12.1 ～ R6.2.29）

⃝医学研究科所属
【昇任】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R5.12.1 先進血液浄化療法学講座 准教授 山本　勇人 泌尿器科　講師
R6.1.1 皮膚科学講座 准教授 松﨑　康司 皮膚科　講師

【採用】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R5.12.1 医療データ解析学講座 准教授 山口　亨 花王株式会社ヘルス＆ウェルネス研究所

【配置換】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　脳神経病理学講座 教授 若林　孝一 附属脳神経血管病態研究施設　脳神経病理学講座　教授
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　血管・炎症医学講座 教授 今泉　忠淳 附属脳神経血管病態研究施設　脳神経病理学講座　教授
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　脳神経生理学講座 教授 上野　伸哉 附属脳神経血管病態研究施設　脳神経生理学講座　教授
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　脳神経内科学講座 教授 冨山　誠彦 附属脳神経血管病態研究施設　脳神経内科学講座　教授
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　分子生体防御学講座 教授 伊東　健 附属高度先進医学研究センター　分子生体防御学講座　教授
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　病態薬理学講座 教授 村上　学 病態薬理学講座　教授
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　分子病態病理学講座 教授 水上　浩哉 分子病態病理学講座　教授
R6.1.1 糖鎖工学講座 准教授 柿崎　育子 附属高度先進医学研究センター　糖鎖工学講座　教授
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　脳神経病理学講座 准教授 森　文秋 附属脳神経血管病態研究施設　脳神経病理学講座　教授
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　脳神経内科学講座 准教授 村上　千恵子 附属脳神経血管病態研究施設　脳神経内科学講座　准教授
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　病態薬理学講座 准教授 丹羽　康貴 病態薬理学講座　准教授
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　分子生体防御学講座 講師 三村　純正 附属高度先進医学研究センター　分子生体防御学講座　講師
R6.1.1 糖鎖工学講座 助教 米山　徹 附属高度先進医学研究センター　糖鎖工学講座　助教
R6.1.1 糖鎖工学講座 助教 須藤　晋一郎 附属高度先進医学研究センター　糖鎖工学講座　助教
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　脳神経病理学講座 助教 三木　康生 附属脳神経血管病態研究施設　脳神経病理学講座　助教
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　血管・炎症医学講座 助教 瀬谷　和彦 附属脳神経血管病態研究施設　脳血管病態学講座　助教
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　血管・炎症医学講座 助教 川口　章吾 附属脳神経血管病態研究施設　脳血管病態学講座　助教
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　脳神経生理学講座 助教 古川　智範 附属脳神経血管病態研究施設　脳神経生理学講座　助教
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　脳神経生理学講座 助教 下山　修司 附属脳神経血管病態研究施設　脳神経生理学講座　助教
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　脳神経内科学講座 助教 今　智矢 附属脳神経血管病態研究施設　脳神経内科学講座　助教
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　分子生体防御学講座 助教 多田羅　洋太 附属高度先進医学研究センター　分子生体防御学講座　助教
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　分子生体防御学講座 助教 葛西　秋宅 附属高度先進医学研究センター　分子生体防御学講座　助教
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　分子病態病理学講座 助教 竹内　祐貴 分子病態病理学講座　助教
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　血管・炎症医学講座 助手 立崎　真幸 附属脳神経血管病態研究施設　脳血管病態学講座　助手
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　脳神経内科学講座 助手 渋谷　絵里 附属脳神経血管病態研究施設　脳神経内科学講座　助手
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　分子病態病理学講座 助手 佐々木　崇矩 分子病態病理学講座　助手
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター　分子病態病理学講座 助手 櫛引　英恵 分子病態病理学講座　助手

【任命】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 異　動　先　等
R6.1.1 附属バイオメディカルリサーチセンター センター長 伊東　健 分子生体防御学講座　教授

【辞職】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 異　動　先　等
R5.12.31 脳卒中・血管内科学講座 講師 下田　祐大 下田クリニック
R5.12.31 循環器腎臓内科学講座 助教 對馬　迪子 大館市立総合病院

⃝附属病院所属
【昇任】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R5.12.1 周産母子センター 講師 小林　完 小児外科　助教
R5.12.1 消化器外科，乳腺外科，甲状腺外科 講師 長瀬　勇人 消化器外科，乳腺外科，甲状腺外科　助教
R6.1.1 内分泌内科，糖尿病代謝内科 助教 濱浦　季穂 内分泌内科，糖尿病代謝内科　助手
R6.1.1 皮膚科 講師 六戸　大樹 皮膚科学講座　助教

【採用】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R6.1.1 消化器外科，乳腺外科，甲状腺外科 助教 原　裕太郎 消化器外科，乳腺外科，甲状腺外科　医員
R6.1.1 放射線診断科 助教 角田　晃久 青森県立中央病院
R6.2.1 産科婦人科 助教 當麻　絢子 弘前総合医療センター
R6.2.1 病理部 助教 鈴木　俊顕 病理部　医員
R6.2.1 脳神経内科 助手 三上　洋平 脳神経内科　医員

【辞職】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 異　動　先　等
R5.12.31 脳神経内科 助手 引地　浩基 八戸市立市民病院
R5.12.31 放射線診断科 助教 辰尾　宗一郎 弘前総合医療センター
R5.12.31 産科婦人科 助手 對馬　立人 弘前総合医療センター

診療教授等新規称号付与者（R5.12～R6.2）
称　　号 氏　　名 所　　　属 期　　　間
診療准教授 工藤　直美 耳鼻咽喉科頭頸部外科 和令5年12月1日～令和8年11月30日

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

ジ
ム
で
活
動
し
て
お
り
、
集

ま
っ
て
車
で
向
か
う
こ
と
で
交

通
手
段
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

部
員
の
中
に
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ジ
ム
ス
タ
ッ
フ
を
始
め
と
し
て

ス
キ
ル
を
教
え
ら
れ
る
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

　

最
後
に
こ
ち
ら
を
ご
覧
に

な
っ
て
い
る
学
生
の
方
へ
。
新

入
生
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

上
級
生
の
皆
さ
ん
で
も
興
味
が

あ
り
ま
し
た
ら
是
非
ご
連
絡
く

だ
さ
い
！
（
実
は
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
は
全
身
運
動
な
の
で
筋
ト
レ

目
的
で
来
る
人
も
い
る
と
か
…
）

　

主
にInstagram

で
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
！
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
！
【@

cliro_univ

】

お
悔
や
み

　

弘
前
大
学
名
誉
教
授
（
元

消
化
器
血
液
内
科
学
講
座
教

授
）
吉
田　

豊　

氏
に
は
、

令
和
五
年
十
二
月
十
九
日
に

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
九

十
歳

　

こ
こ
に
、
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
、
御
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

称　　号 氏　　名 所　　　属 期　　　間
臨床教授 嶋村　則人 独立行政法人国立病院機構　弘前総合医療センター　脳神経外科部長 令和5年12月1日～令和8年11月30日

臨床教授・臨床准教授新規称号付与者（令和5年12月1日付）

　

本
号
に
は
、
沢
山
の
受
賞
報

告
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

先
進
的
な
研
究
業
績
か
ら
若
手

医
師
の
活
躍
、
優
れ
た
診
療
技

術
認
定
、
令
和
五
年
度
の
弘
前

大
学
学
術
賞
を
は
じ
め
と
す
る

弘
前
大
学
関
連
表
彰
等
、
沢
山

の
先
生
方
の
活
躍
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
特
に
、「
女
性
ア
ス
リ
ー

ト
外
来
開
設
」
に
よ
り
診
療
科

を
横
断
し
て
包
括
的
に
女
性
ア

ス
リ
ー
ト
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活

動
と
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
」
を
三
年
以
上
に

わ
た
り
不
眠
不
休
で
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
感
染
制
御
セ
ン
タ
ー

の
活
動
が
医
学
部
附
属
病
院
診

療
奨
励
賞
（
診
療
技
術
賞
）
を

受
賞
し
た
こ
と
は
個
人
的
に
も

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
同 

（
心
の
ふ
れ
あ
い

賞
）
で
は
、
季
節
を
彩
る
作
品

や
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
童
話

等
を
精
巧
に
折
り
紙
で
制
作

し
、
内
科
ブ
ロ
ッ
ク
を
彩
っ
た

阿
保
副
看
護
師
長
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
病
院
と
い
う
特
殊
な

空
間
で
、
不
安
で
陰
鬱
な
気
持

ち
で
待
ち
時
間
を
過
ご
し
て
い

る
患
者
様
に
と
っ
て
、
心
和
ま

せ
る
癒
し
で
あ
り
ま
し
た
。

　

季
節
は
巡
り
、
出
会
い
と
別

れ
の
春
が
参
り
ま
す
。
座
学
か

ら
ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ

プ
に
移
行
す
る
医
学
生
、
国
家

試
験
を
終
え
て
初
期
研
修
医
と

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
先
生

方
、
人
事
異
動
に
よ
り
新
し
い

環
境
へ
移
ら
れ
る
先
生
方
、
ど

う
ぞ
新
天
地
で
の
ご
活
躍
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。
今
年
度
も
ま

た
、
尊
敬
す
る
多
く
の
先
生
方

が
退
官
さ
れ
ま
す
。
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
っ
た

こ
と
に
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。


